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　折り紙を折って、重ねて、また折る。

　夕日に染め上げられた教室の中で、日ひ菜な乃のは一人、折り鶴を折っていた。

　別に、折り紙が趣味というわけでもないし、得意なわけでもない。

　ただ、必要に迫られてそうしているだけだ。

「ノルマ、あと百羽かあ……」

　伸ばした前髪で隠れた瞳ひとみを眇すがめ、自分が折った折り鶴と、残りの折り紙を見比べる。

　その時だった。

「あれ、誰かいるの？」

「………………っ！」

　教室の入り口から男子の声が聞こえてきて、日菜乃は全身を強こわ張ばらせた。

　彼女は酷ひどい人見知りで、家族以外の相手と会話するのは大の苦手だ。ましてや、同世代の異性など。

　放っておいてほしい、という願いも虚むなしく、その人物は日菜乃が座る席の前に歩いてきてしまった。

「やっぱいるじゃん。えっと、柊ひいらぎだよな」

　名前を呼ばれて、反射的に顔を上げた。

　買ったばかりでぶかぶかの学ラン、人懐っこい表情を浮かべた童顔気味の顔立ち。

　彼のことは知っている。同じクラスの和泉いずみ大和やまとという少年だ。

「は、はい。そう、ですけど……」

　一度も会話したことない男子相手に、緊張が限界まで高まる日菜乃。

　しかし、彼はそれを気にした様子もなく、机の上の折り鶴を手にした。

「なにこれ、折り鶴折ってるの？」

「は、はい。女バスで、その、あの……」

　説明しようとしたが、緊張のせいか頭が上手うまく回らない。

　しかし、大和はそれだけで理解したのか、軽く頷うなずいていた。

「ああ。三年がそろそろ引退するから、千羽鶴折ってるのか。うへー、女バスは大変だなあ。男子はそういうのなくて助かったわ」

　そこでようやく、この大和という少年が男子バスケ部に所属していることを思い出した。

　友達も多いのか、部活の休憩中に仲間たちとふざけあっていて、女バスのほうにもその声がよく聞こえてくる。

　明るく、友達の多い異性。

　日菜乃とは正反対な人種で、彼女が最も苦手とするタイプだった。

「けど、なんで一人で折ってるんだ？　女バスの部員は他にもいるだろ」

　悪気もなさそうな顔で、大和は痛いところを衝ついてきた。

「ほ、他の部員は……友達に手伝ってもらったりして、もう終わったから。私だけ、その……終わらなくて……」

　──頼めるような友達がいないから。

　そう続けようとしたが、羞しゆう恥ちで喉のどが強張って言葉にならなかった。

　恥ずかしくて顔を上げられない。馬鹿にされたらどうしよう。

「へー、そっか。で、あと何羽くらいなんだ？」

　が、そんな日菜乃の心配と裏腹に、何故か大和は前の席の椅子を勝手に使い、日菜乃と向かい合うように座ってしまった。

　そして、鼻歌混じりに折り紙を折り始める。

「え、あ、あの……どうして……」

　困惑する日菜乃に、大和はきょとんとしながら答えた。

「どうしてって、二人でやったほうが早いだろ？　他の奴も友達に頼んでるんだし、柊だけそれやっちゃいけないってことはないじゃん？」

「そうだけど……」

　間違ってはいないが、どうして縁もゆかりもない自分を助けてくれるのか。

　そんな疑問はあったものの、二度も続けて質問するような度胸は日菜乃にはなく、彼と目が合わないように俯うつむき、前髪で視線を遮った。

「……ふむ」

　しかし、大和は何を思ったのか、一人納得したように頷くと、ポケットを漁あさり始める。

「お、あった」

　そうして取り出したのは、女性用のヘアピン。

　それを手に、大和は椅子から立ち上がると、日菜乃のほうに身を乗り出してきた。

「柊、ちょっと動くなよ」

「い、和泉君？」

　意図の分からない大和の行動に、言われるまでもなく硬直してしまう日菜乃。

　彼はそんな日菜乃の前髪に、ヘアピンを付けてくる。

「ほい、完了。折り紙折るのに、その前髪じゃ見えづらいだろ？」

　屈託のない笑顔で、そう言ってくる大和。

　確かに、視界が開けて見やすくなった。

「え、あ、ありがとう……」

　異性に髪を触られたのは初めてで、なんだか時間差で恥ずかしくなってくる。

「どういたしまして。本当は俺が付けるために買ったんだが、普通にダサいだの、女物のヘアピンはマジでないだの、非ひ難なん囂ごう々ごうでな……さすがに冒険しすぎた」

　渋い顔で、過去の失敗を明かす大和。

「……ふふっ」

　その光景を想像して、日菜乃も笑ってしまった。

　すると、大和も渋い表情をやめて朗らかな微笑を浮かべる。

「うん。やっぱり柊って、ちゃんと顔見えてたほうがいいぞ。せっかく可愛いんだし、俯いてるのはもったいないよ」

「か、可愛くないよ……」

　一瞬、緊張が解ほぐれかけた日菜乃だったが、不意打ちみたいな褒め言葉に、また硬くなってしまった。

「そうか？　磨けば光る素材だと思うけどな。よし、せっかくだし、そのヘアピンは柊にやるよ」

「そ、そんな……いただけないよ」

「まあまあ。供養だと思ってくれ、どうせ俺はもう付けないしな」

　そう言われれば、断るのも逆に悪い。

　日菜乃は照れながらも、こくりと頷いた。

「あ、ありがとう……」

　もらってしまった。男の子から、初めてのプレゼント。

　どうしよう、何かお返ししたほうがいいだろうか。けど、今は何も持っていない。

　でも、失礼な奴だと思われたら嫌だし……。

「あ、あの、これ……私から」

　悩んだ末、日菜乃はさっき自分が折った鶴を手に取り、差し出していた。

　が、すぐに冷静になる。

　こんなものを渡してどうするのか。ゴミになるだけじゃないかと。

「お、いいのか。へー、綺き麗れいに折れてるじゃん。器用なんだな、柊」

　しかし、大和は迷惑がる様子もなく鶴を受け取ると、どこか挑戦的に笑った。

「俺も負けてられねえな。超綺麗な鶴折ってやるから見てろよ」

　そうして、彼は熱が入った様子で折り鶴を折る作業に戻る。

　そんな様子を見て、日菜乃もなんだか無駄に緊張していた自分が馬鹿らしくなった。

「……うん。ありがと」

　中学に入学してから三カ月。

　日菜乃に初めて友達が出来た瞬間だった。
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　清すが々すがしい朝の通学路。

　もう他の生徒もいない、遅刻ギリギリの道を、俺は欠伸あくび混じりに歩いていた。

「昨日はさすがにゲームやりすぎたな……」

　念願の『ロボバス弐ツーＲアール』を手に入れた俺は、溢あふれるワクワク感に背中を押され、ついに昨日それを開かい梱こんしたのである。

　もちろん、俺は趣味とリアルのバランスをキッチリ取れるゲーマー。いくら念願のゲームだからといって、翌日の学校に響かない程度のプレイに止とどめるつもりだった。

「いやあ、気付いたら朝四時だったもんなあ」

　我ながら凄すさまじい集中力だった。どうしてこの集中力を勉強に活いかせないのか。

　そんなわけで、見事に遅刻ギリギリの登校になってしまった次第である。

　まあ、もう俺には待ち合わせをしている相手もいないし、急いで登校する理由もないからいいんだけどね。

「あ、やっと来た！　大和やまと君、遅いよ！」

　……そのはずなんだが、何故かいつもの待ち合わせ場所に、一人の少女の姿があった。

　教師に怒られない程度に色を抜いたセミロングの髪、不機嫌そうな表情を浮かべてもなお可愛いと思える、整った顔立ち。

　俺の元カノである七なな峰みね結ゆ朱ずである。

「……なんですか、元カノさん。俺たち、もう別れたはずだけど」

　怪け訝げんな視線を結朱にぶつけてみるが、彼女はどこ吹く風で笑顔を返してきた。

「そう言わずに、元カレさん。別れたからって仲良くしちゃいけない理由はないでしょ？」

　言いながら、結朱は俺の隣に並んで歩き出す。

「まあそうだけどさ……」

　けど、こいつがそんな可愛げのある理由で俺を待っていたとも思えない。

「で、何の目的で待ってたんだ？」

「いや、私のように可愛くて完かん璧ぺきな彼女と別れてしまって、大和君が寂しがってるんじゃないかなと心配になって。どう？　この私の優しさ」

　しれっと言ってのける結朱。朝一でこのナルシストっぷりは胃もたれするな。

「いや、文芸部室でゲームやる時とか、普通に一緒にいたりするだろ……」

　最初から偽物カップルであるため、別れたところで関係性の変化が薄い俺たちである。

「えー、けど朝の待ち合わせもしなくなったし、お昼も一緒に食べなくなったじゃん。急に私との距離が開いたし、絶対に大和君は寂しがってると思ったんだけど」

　確信を持った口調の結朱を、俺は鼻で笑った。

「そんなこと言いつつ、寂しかったのは結朱のほうじゃねえの？」

「それもある！」

「随分と力強く認めたな、おい。絶対否定してくると思ったんだが」

　意外な肯定だった。

　呆あきれる俺に、結朱は拗すねたような仕草で制服の袖そでを引っ張ってくる。

「だって実際寂しいし……大和君は、寂しくないの？」

　どこか甘えたような、期待するような視線。

　そんな目で見られてしまえば、俺としても強く突っぱねることはできない。

「まあ……多少はな」

「えー、やっぱりー？　大和君は本当に私のことが大好きだなあ。いやまあ、無理もないけどね！」

　一瞬で調子に乗る結朱。甘い顔するんじゃなかったわ。

「というわけで、大和君が望むならもう一度付き合ってあげても構わないよ？」

「丁重にお断り致します」

　スパッと切り捨てると、結朱は頬を膨らませる。

「なんだよー。私のどこが不満なのさ」

「それが分からない傲ごう慢まんさだ」

　正論を重ねて断っていくと、結朱は深々と溜ため息を吐いた。

「素直じゃないなあ、大和君は。じゃあ私の魅力で攻める方向性はここまでにして、ビジネスライクなお話をしましょう」

「最初からそっちの話を持ってこい」

「私の魅力で籠ろう絡らくできるのが最善だったし」

　少し恨みがましい目で俺を見てから、話題を変えるように結朱はこほんと咳せき払ばらいした。

「大和君が誰よりも知っているように、私はついこの間まで、人間関係のトラブルを抱えていました」

「そうだな」

　俺たちが付き合うことになったきっかけ。

　結朱がつるんでいるリア充グループ内で発生した三角関係と、それにまつわる騒動。

　結果、それは俺の不本意な大立ち回りと──結朱の勇気によって、一応の決着を見た。

「大和君のおかげで色々と片が付いて、なんとか最悪の事態は避けられたけど……正直なところ、関係修復中なわけですよ」

「……ま、何もかもすぐに元通りってわけにはいかないだろ」

　人間関係というのは些さ細さいなきっかけで変化し、一度変わってしまえば元の形に戻るのは難しい。

　結朱たちは、むしろこれからが本番なのだ。

「そういうこと。特に今は微妙で繊細な感じだから、みんな探り探りなんだよね。すごく不安定なバランスなの。そこに大和君と私の偽物カップル完全解消なんて変化を足したら……どうなると思う？」

「あー……」

　どうなるんだろうか。

　偽物カップルというのは、『結朱が桜さくら庭ばと付き合うつもりはない』という、予防線として用意された関係だ。

　たとえその真実が彼らにバレていても……いや、バレているからこそ、偽物カップルを解散するということは、あのグループに間違ったメッセージを送ってしまう可能性がある。

　完全フリーになった結朱を見て、彼女を好きな桜庭はどう動くか。

　桜庭が動かなくても、彼のことを好きな小こ谷たにはどう思うか。

「うわ、考えただけで面倒くせえ……」

　絶対、疑心暗鬼とかそういうのが生まれるやつじゃん。

「でしょ？」

　ちょっと疲れた様子の結朱。

　少なくとも、俺たちが別れることでいい影響をもたらさないのは確かだ。

「それに私もこんなにすぐ別れたら、軽い女というイメージが付きかねないし。一いち途ずな女というイメージ構築のためにも、大和君にはもう少し私と付き合ってることにしてほしいんですよ」

「……それ、俺のメリットは？」

　また何やら厄介事に巻き込まれそうな予感に、警戒心とともに訊たずねると、結朱は最高の笑みを浮かべた。

「ふっふっふ。大和君は忘れてるかもしれないけど、もうすぐ文化祭があるのですよ」

「ああ、そういえば。で、それが何か関係あるのか？」

「あるに決まってるでしょ。私との文化祭デートが報酬。ついでにこの先、クリスマスにお正月とイベント目白押しだよ？　それを私とカップルとして過ごせる……これ以上の報酬があるかね！」

「つまり、ただ働きってことか」

「有り体に言えば！」

　またもあっさりと認める結朱。

　正直、割に合わない提案である。

　少なくとも九月の俺だったら断ってた。というか実際、同じような条件で最初に告白してきた結朱を断ったし。

　ただ──。

「……ま、しゃあねえか。前の仕事のアフターフォローってことで受けてやるよ」

　そう俺が請け負うと、結朱はパッと表情を明るくした。

「ほんと？　話が分かるね！」

「だろ？　感謝しろよ」

「うん！　これも私に人を惹ひきつける魅力があるおかげ！　私の可愛さに感謝！」

「すげえや結朱。このタイミングで自画自賛をかませるのは世界でお前だけだ」

　呆れを通り越して感心していると、結朱は俺の手をそっと握ってきた。

「もちろん、大和君にも感謝してるよ？」

「……あざとい奴め」

　不覚にも、ちょっとドキッとしてしまった自分が悔しい。

　──そんなわけで、ようやく仕事から解放されたばかりだというのに、俺はまた新たな厄介事に巻き込まれていくのだった。







　俺たちが揃そろって教室に入ると、クラスメイトたちは一いち瞥べつしてからすぐに目を逸そらした。

　最初は陰キャとリア充が付き合っていることに驚いていた彼らも、一カ月も経つと既に慣れたもので、たいしたリアクションもしなくなっている。

　その中で、例外的に反応を示した人間が一人だけいた。

　結朱の友人の生なま瀬せである。

「お、これで全員揃ったかな。ほら二人も座って。じゃあ話し合いを始めまーす」

　先日の事件の渦中にいて、偽物カップルの内情を知る彼は、並んで登校した俺たちを見て少しだけ意外そうな顔をしたものの、それに触れることなく何故か教壇の前に立った。

　俺と結朱も顔を見合わせてから、お互いの席に座る。

　全員着席を確認してから、生瀬は口を開いた。

「えー、これから三週間後に迫った文化祭について話したいと思います」

　そういや生瀬って文化祭実行委員だっけ。

　俺はあまり積極的に関与していないが、うちのクラスの出し物は喫茶店だったはず。

「今年の文化祭は十月の三十日、三十一日の二日間での開催ということで、学校全体でハロウィンモードに統一ってことはもうみんなも知ってるな？」

　そう、文化祭実行委員と生徒会が主導して、学校全体の世界観を揃えることになったのである。

　例年にない試みのせいで色々とトラブルが予想されているが……もしや、うちのクラスでも何かあったんだろうか？

「あ、先に言っておくけど、クラスの準備はめっちゃ順調だからね。一年生で一番順調と言ってもいいくらい」

　と、俺の心を読んだかのようなタイミングで、生瀬は注釈を入れる。

　その割りには、あまり明るい表情じゃないが。

「ただ、順調すぎるせいで……ちょっと他の団体にヘルプを回せないかって打診があってさ。いくつかの部活で準備が遅れてるところがあるみたいで」

　なるほどねえ。仕事ができる人間の下には仕事が集まるってやつだな。

　俺がそう納得していると、一人の男子生徒が気まずそうな顔で立ち上がった。

　すらりと伸びた背丈、髪の毛を短く切り揃えた爽さわやかなイケメン。

　桜庭颯そう太たである。

「すまない。準備が遅れてるのは、うちのバスケ部なんだ」

　彼だけの責任ではないだろうに、やたら申し訳なさそうな表情で自己申告していた。

「ちょっと申し訳ないんだけど、誰か二人くらい手伝ってもらえると助かる」

　そう声を掛ける桜庭だったが、クラスメイトは誰も厳しい顔をする。

「俺も部活あるしなあ……」

「私も……」

　いかに人望のある桜庭とはいえ、この忙しい時期にいきなりヘルプを探すのは難しいようだった。

　そこで、俺はある女子生徒の姿を見る。

　亜麻色の長髪に、小柄ながら存在感のある少女。

　小谷亜あ妃き。

　桜庭に気がある彼女が動いてくれるのが一番いいが──

「………………」

　──動かない、か。

　恋愛に奥手な性格故か、それとも人間関係修復中のためか。

　小谷も逡しゆん巡じゆんするように目を泳がせているだけだった。

　そうなると、もう手詰まり。

　クラスに若干重い空気が漂い始める。

　俺もご多分に漏れず他人ひと事ごとのつもりで傍観していたのだが、ここで意外にも……いや、あるいは順当に、空気を読めてしまう女が手を挙げた。

「私、やってもいいよ？」

　言うまでもない、結朱である。

　このナルシストは自分大好きなくせに自己中ではなく、周囲のことを考える奴なのだ。

　それを見て、生瀬が気まずそうな顔をする。

「えと……いいの？　結朱っち」

　結朱と桜庭の気まずい関係を誰よりも知っている生瀬だからこそ、この申し出は有り難くも困ったものだったのだろう。

「うん。困ってるの、放っておけないし」

　あっさり頷うなずく結朱。

　それを受けて、俺は思わず小谷のほうを見た。

「…………っ！」

　──うわ、硬直してる。

　いや、そうなるわな。この微妙な関係の中でこんな一手が打たれたら。

　小谷も、桜庭も、生瀬も、顔には出していないが結朱も、内心ではこの先の人間関係にめちゃくちゃ気を揉もんでいるはず。

「えと、他に誰かもう一人いない？」

　結朱を受け入れた生瀬が、新たな協力者を募る。

　その顔からは、どうにかしてもう一人緩衝材が欲しいという感情が滲にじみ出ていた。

　こうなれば、仕方あるまい。

「……俺がやる」

　色々な葛かつ藤とうの末、俺はゆっくりと手を挙げた。

　結朱と桜庭がこの文化祭を通して近づくのを、一番防ぎやすい人物。

　俺が結朱と一緒にいるアピールをすれば、小谷も安心できるだろう。

　不本意な話だが、これもアフターフォローの一環というやつだ。

「和泉いずみ、いいのか？」

　生瀬が、気を遣うように訊ねてきた。

　それに対して、俺は立ち上がり、色んな感情を飲み込んでから頷く。

「当たり前だろ？　ほら、俺って結朱の彼氏だし！　彼女と二人で文化祭準備っていうのも楽しそうだなって！」

　半ば自や棄けになった俺の惚のろ気けが、教室中に響いた。

「えーと……結朱っちもそれでいいかな？」

　クラスメイトたちは俺の惚気大爆発で納得しているようだったが、偽物カップルの事情を知っている生瀬は逆に困惑したようで、結朱に確認を取っていた。

　すると、彼女もにこりと笑って頷く。

「うん。彼氏を寂しがらせるわけにもいかないし。悪いけど、二人セットでお願いするね」

　おい、なんかこいつ、『甘えん坊の彼氏に大人な彼女として対応してます』みたいなツラし始めたぞ。

　俺がフォローしてる側なのに！　すっげえ納得いかねえ！

「じゃあ分かった。この二人にバスケ部を手伝ってもらおう」

　そんな俺たちを見て何を察したのか、生瀬はそれ以上追求することなく、文化祭の話を進める。

　が、クラスメイトはそっちに集中することなく、俺と結朱に生温かい視線を送っていた。

　はは……いっそ殺してくれ。







「まったくもー。大和君は本当に私のことが大好きだなあ。いくらなんでも、あんな惚気を公衆の面前で言われたら照れるってー」

　昼休み。

　いつもの文芸部室で昼食を摂とりながら、結朱がやたら上機嫌にクレームを入れてきた。

「……誰のせいであんな惚気言うことになったと思ってるんですかね」

　机を挟んで正面に座る俺は怨えん嗟さの言葉とともに結朱を睨にらむ。

　が、上機嫌なナルシストは無敵状態になるものなのか、にこっと笑い返してきた。

「そりゃあ私のせいでしょ。私に魅力がありすぎるせいで、大和君が愛情を抑えきれなくなったんだし」

「……もうそれでいいっす」

　無敵状態の敵と戦っても無意味。

　これから文化祭準備だというのに、既に俺は疲労困こん憊ぱいである。

「うそうそ、ごめんって。ちゃんと大和君が私のフォローしてくれたのは分かってるよ。あとでお礼に耳かきでもしてあげます」

「結構だよ……」

　もうちょい穏当なお礼なら受け取るのもやぶさかでないのに、どうして小っ恥ずかしい提案に走るのか。

「それより、小谷には俺たちがもう一回付き合うってこと、話したのか？」

　その前提がなければ、俺の存在は抑止力になりえない。

「うん。休み時間に話したよ。亜妃だけじゃなく、颯太と啓けい吾ごにも」

　となると、いよいよまた元通りということか。

　俺は周囲を窺うかがって誰もいないことを確認してから、結朱の耳元に唇を寄せる。

「また偽物カップルってところまで言ったのか？」

　偽物カップルであることがバレても、一応の抑止力はあると思うが、できれば本物と思われているほうが効果は高い。

　とはいえ、小谷たちも馬鹿じゃないし、そうそう騙だまされたりはしないだろうが。

「ううん。今度はちゃんと付き合うって言ったよ。そしたら、『あー、なるほど。うん、まあそうなるよね』って言われた」

「そ、そうか」

　疑われなかったのはいいことなのに……なんだろう、この釈然としない感じ。

　俺たち、周りにどう思われてるの？

　微妙に嫌な結論に達しつつある俺に、結朱が少しだけ真剣な顔をした。

「まあ、念のためにもう少し私たちが本当に付き合い始めたって証拠を集めておくべきだとは思うけどね」

「そ、そうだな。うん、きっと本心では疑ってるだろうし」

　そうに違いない。まさか本心から信じてるわけではなかろう。きっと、多分、恐らく。

「ところで、バスケ部は文化祭って何をやるんだ？」

　現実逃避をするため、俺は本題に切り込むことにした。

「颯太が言うには、バスケ部は伝統的に演劇をやるんだって。なんか舞台度胸を付けるためだとか」

「へえ。まあ、確かにバスケには必要なものだわな」

　確かに、どれだけ練習で上手うまくても、本番で力を発揮できなければ意味がない。

　そういう素養がある選手かどうかを見極めるには、いい機会だ。

　とはいえ、一つ気になることがある。

「演劇やるってことは……俺たちも舞台に立つってことか？」

　思わず渋い顔をしてしまう。

　現役時代ならいざ知らず、今の俺はそういう素養からは最も遠い奴だ。

　陰キャ的に、是非とも避けたい仕事である。

「ううん、私たちは裏方だって。小道具とか大道具の手伝い。まあ、代役でちょろっと練習に参加することはあるだろうけど、本番には出ないってことになってる」

「よかった。さすがに役者までやらされたら堪たまったもんじゃないからな」

　結朱の言葉に、俺はほっと胸を撫なで下ろした。

「私は舞台に出てもいいけどね。そういうの結構嫌いじゃないし」

「……確かに向いてそうだな、お前は」

　頭がいいから台詞せりふ覚えもいいだろうし、舞台度胸もある。一級品の素材かもしれない。

「お、やっぱり大和君も私の可愛さは舞台向きだと思ってくれてるの？」

「そこを評価したわけじゃないんですけどね」

　油断した隙に、結朱の中で歪ゆがんだ解釈が生まれていた。

「照れるな照れるな。確かに私の可愛さは舞台向きだね。けど、大和君はもうちょい危機感持ったほうがいいよ。私が大勢の人の前に出てしまったら、恋のライバルが増えることになるからね！」

「一いち途ずな女アピールがしたいとか言ってたのは、どこのどいつでしたっけ」

　白い目を向ける俺に、結朱は痛いところを衝つかれたとばかりに眉まゆ根ねを寄せた。

「しまった。大和君をそわそわさせて、私のことを大事にさせる計画が」

「入り口から破は綻たんした計画だな」

　そんな話をしているうちに、お互い昼食を食べ終わった。

　弁当箱を片付けて時計を見ると、昼休み終了まではまだ結構ある。

「時間あるし、ゲームでもするか？」

　新しく始めたＲＰＧの続きが気になる俺はそう誘ってみるが、結朱は首を横に振った。

「それはまた次の機会に。今は他にやることがあるでしょ」

「やること？」

　オウム返しで訊たずねる俺に、結朱は何故か悪戯いたずらっぽい表情を浮かべたかと思うと、鞄かばんから何かを取り出した。

　一瞬、ペンかと思ったが違う。この猫の手のような曲線がついた竹の棒は──。

「……耳かき棒？」

　間違いなく、耳かきの時に使うアレだった。

「そうです。さっきしてあげるって言ったでしょ。ほら、おいで」

　ぽんぽん、と結朱は自分の太ももを叩たたいて俺を呼んでくる。

「……さっき遠慮したはずだが」

　思わず後ずさりをした俺に、結朱は唇を尖とがらせる。

「なんだよー。せっかくのお礼なのに」

「前に膝ひざ枕まくらですら乗り越えられなかったのを忘れたか」

　勢いで膝枕に挑んだものの、お互い羞しゆう恥ちに負けた敗北の記憶が蘇よみがえる。

　結朱もそれを思い出したのか、ちょっと赤くなったものの、引く気配は見せなかった。

「昔は昔。今は今。私たちも数々のボス戦をこなし、あの頃よりも相当レベルアップしてるはずだよ。今ならできる！」

「ボス……倒したかなあ」

　ずっとスライム狩りしてた記憶しかないんだが。

「倒しました。というわけで早く。ハリーアップですよ」

　ぺちぺちと自分の太ももを再び叩く結朱。

　まったく引く気配がないし……仮に引いてもまた手作り弁当に戻されそうなので、俺は溜ため息を一つ吐いて諦あきらめることにした。

「じゃあ……分かった」

「うん。おいで！」

　俺は覚悟を決めると、結朱の隣の椅子に座り、ゆっくりと彼女の太ももに頭を預けた。

　柔らかい太ももの感触と人肌の温度に、自然と心拍数が上がる。

「う……や、やっぱり恥ずかしいね」

「えと、やめるか？」

「や、やめない」

「そ、そうか」

　途端にたどたどしくなる俺たちである。まるで成長していない。

「よ、よし！　じゃあ耳かきやるよ！　ふー……なんかちょっと緊張で手が震えてきた」

「おい、なんかすごい怖いワードが聞こえてきたんだけど」

「あ、動かないで。危ないから」

　咄とつ嗟さに逃げようとした俺だったが、結朱に頭を押さえられてしまった。

　こうなったら、結朱がミスしないように祈るしかない。

「いくよ」

　言うなり、耳かき棒が俺の耳に触れた。
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　自分で耳かきをするのとは違って、なんか妙にくすぐったくてぞくぞくする。

「どう？　気持ちいい？」

「なんかくすぐったい」

　物理的にもそうだが、精神的なくすぐったさもある。

　こう、自分が何もできない状況で結朱に身を任せてる感じとか、自分が動けない分だけ結朱の太ももに意識が集中してしまう部分とか。

　耳かきがこんなに恥ずかしいものだとは思いもしなかった。

「よし、こんな感じかな？　じゃあ最後に……ふー」

　結朱が何か言ったと思ったら、唐突に耳に息を吹きかけられた。

　ぞくぞくするくすぐったさがピークに達し、俺は思わず耳を押さえて上半身を起こす。

「お、お前なあ……」

　うわ、耳が熱い。めっちゃ今ので赤くなってるっぽい。

「あはは。つい悪戯心が湧いちゃって……ごめんね？」

「まあいいけど……」

　恥ずかしさで気力をゴリゴリ削られていた俺は、それ以上責めずにちょっと結朱から離れた。

　そんな俺の様子を不思議に思ったのか、結朱が小首を傾げる。

「おや？　随分とリアクション薄いね。もしや大和君も満更じゃなかった？」

「んなわけあるか」

　顔をしかめて睨み付けるも、結朱は効いた様子もなく何故かスマホ画面を俺にかざしてきた。

「そうかなあ？　でもこんな気持ちよさそうな顔してるし」

　画面を見ると、そこには結朱の膝枕で耳かきをしている俺の画像が──。

「い、いつの間に撮ったんだ!?」

「さっきちょっと」

　不覚……！　恥ずかしさを堪えるのにいっぱいいっぱいで、全然シャッター音に気付かなかった。

「消せ！」

　俺は結朱のスマホを取り上げようと手を伸ばすが、彼女はひょいと避けてしまった。

「いーやーでーすー。さっきも言ったでしょ？　亜妃たちにちゃんと付き合ってる証拠を見せてあげたほうがいいって」

　その言葉に、俺はすっと血の気が引いた。

「ま、まさかその写真を人に見せる気か!?」

「もちろん！」

　悪魔かこいつ！

「仮にこの写真を送らなかったら、どこかでまた疑いが出るかもしれないからね。それは大和君的にも不本意でしょ？」

「それは……そうだが」

「なら、私たちのこの愛情溢あふれる一枚を亜妃に見せてあげるべきでは？」

「それは……でもなあ……」

　俺がめちゃくちゃ恥ずかしいことを除けば、結朱の言うことは一分の隙もない正論のため、ちょっと反論の言葉が思いつかない。

「大丈夫だって、この写真を送るくらいたいしたことないよ。大和君が私のことを大好きなのは周知の事実だからね。教室であんな惚のろ気けをしてたし」

「お前のせいでそうなったんだが!?」

　とはいえ、確かにもう手遅れ感がある。

　クラスメイトには既に俺の『結朱ちゃん大好き宣言』が浸透しているし、事情を知っている小谷たちにも、こうして残念な写真が送られ、不本意な印象を与えてしまう。

「もはや俺の味方はいないのか……」

「私がいるでしょ？」

「お前が一番の敵なんだよ！」

　──そんな俺の絶叫も虚むなしく、それから数分後に耳かき写真が小谷のスマホに送り出されるのだった。







　放課後。

　今日からバスケ部の手伝いをすることになった俺は、結朱とともに体育館を訪れた。

「うーん……体育館かあ」

　見慣れた施設の外観を仰いで、俺は静かに唸うなってしまった。

　ついこの間、ここで色々なものが懸かった決戦を繰り広げたばかりなので、なんとなく居心地が悪いというか。

　何より、隣に結朱がいるって事実が居心地の悪さを助長してくる。

「ふふっ、大和君が大好きな私のために頑張ってくれた思い出の場所だね」

　案の定、ふざけたことを言い出したし。

「あの時も今も、仕事だからやってるんだっつうの」

「またまた照れちゃってー。このツンデレめ」

　指で俺の脇腹をつんつんつついてくる結朱を鬱うつ陶とうしく思いながらも、スルーして体育館に入った。

「失礼しま──」

「ディフェンス、戻るのが遅い！　シュート入った後にぼーっとするな！」

　途端に、活気溢れる声とボールが弾む振動が体育館内に響いた。

　思わず、結朱と顔を見合わせる。

「……てっきり文化祭の準備をしてると思ったけど」

「普通に練習やってるね。どうしよっか、大和君」

　割って入るきっかけもなく、しばらく練習風景を眺める俺と結朱。

　どうやら白熱した紅白戦の真っ最中らしく、みんなゲームに集中していて、俺たちの存在は目に入っていないようだった。

　そこで俺は、妙な事実に気付く。

「なんか人数が少ないな」

　紅白戦も、片方のチームは四人しかいないし、ちょっと不自然だ。

「あ、そういえば二年生は受験対策の補習があるって話だよ」

「それで一年生しかいないのか……にしても、もう受験の話をしてるとは大変だな」

　来年の自分を想像して、俺は思わず顔をしかめてしまう。

「文化祭の準備が遅れてるのもそのせいなんだって。二年生はほとんど参加しないから」

「そりゃ大変だな。ま、一年生が主体なら、こっちも話がしやすくて助かるけどな」

　そうして俺が結朱にバスケ部の内部事情を聞いている間に、紅白戦の終了を知らせるブザーが鳴り響いた。

「あ、結朱に和泉」

　紅白戦に出ていた桜庭が、ようやく俺たちの存在に気付いたらしい。

「お疲れ、颯太。随分活躍してたみたいだけど」

「あはは。先輩たちがいないからね。のびのびやってるよ」

　ニコニコと笑顔で話しかける結朱と、それにそつなく応じる桜庭。

　周りから見れば、普通の友人関係に見えるだろうが、事情を知る俺の目には、少しぎこちない会話に映った。

　見えない、だけど確かに一枚大きな壁が──いや、壁というより、カサブタというべきか、そういうものがある。

　……ま、結朱の言った通り、関係修復中ってことなんだろうな。

　二人の負った傷は癒いえてないだろうが、その傷とうまく折り合いを付けてやっていこうとしている。

　それは、この二人だけではなく小谷や生瀬もそうだ。

「和泉」

　結朱との話が一区切り付いたのか、桜庭が俺の名前を呼んだ。

「この間は色々と迷惑かけたな。まあ、今回もまたかけることになってしまったが」

　苦笑しながらそんなことを言ってくる桜庭。

　……あれ以来、俺も彼とほぼ会話をしていないため、こっちはこっちで気まずい。

「いやまあ、俺は俺の都合で動いただけだ。前回も、今回もな」

「そっか」

　言葉少なに頷うなずく桜庭。うーん、やっぱり会話が続かない。

　アイコンタクトで結朱に助け船を求めると、彼女もそれを察したらしく、すぐに次の話題を出した。

「ねえ、普通に部活やってるけど、文化祭のほうは大丈夫なの？」

　結朱の言葉に、桜庭は渋い顔をした。

「正直、大丈夫じゃないな。けど、女バスが動かないと、こっちとしては何もできなくてね」

　どこか歯がゆそうな桜庭の口調で、なんとなく内部の状況が見えてきた。

「なるほど。バスケ部の文化祭は女子が仕切ってるってことか」

「ああ。元々、男子のほうは部活優先だからね。伝統的に文化祭の仕切りは女子ってことになってるんだけど……どうも今年は難航してるみたいで」

　それで男子は待つしかない状態になっている、と。

「で、肝心の女子はどこに？」

　キョロキョロと辺りを見回す結朱。

　そういえば、さっきから女子の姿が見当たらないな。

「ちょうど文化祭でやる演目について話し合いしてる最中じゃないかな。もうすぐ戻ってくると思うけど」

　三人の視線が体育館のドアのほうに向く。

　その時、ちょうどタイミングよく女子生徒が戻ってきた。

「あ、国くに江えさんだ。おーい！」

　桜庭が呼ぶと、国江と呼ばれた少女はビクッと肩を跳ねさせてから、キョロキョロと視線を泳がせた。

　その仕草で分かる。この子は俺と陰キャどうるいだ。

　陰キャを彼氏に持つ結朱もそれに気付いたらしく、桜庭を手で制した。

「大声で呼ぶのはよくないよ、颯太。ちょっと私と大和君で事情を聞いてくる」

「俺もかい」

　言うなり、結朱は俺の手首を掴つかんで国江さんの下に向かう。

「あ、あの……えと……」

　小動物めいた動きできょどる国江さんに、結朱は安心させるように人当たりのいい笑みを見せた。

「ごめんね、いきなり。私、七峰結朱って言うの。よろしくね」

「は、はい……」

　少しだけ国江の警戒感が薄れたように見える。さすがコミュ力お化けだな。

「ちょっと文化祭のことについて聞きたいんだけど、国江ちゃん、分かるかな？」

「そ、それは……」

　訊たずねられた国江さんは、どう説明していいのか分からないように口ごもる。

　話しづらそうだし、違う質問をぶつけてみるか。

「他の女子部員はどうしたんだ？」

　いきなり話しかけた俺にビクッとしながらも、結朱の質問よりは答えやすかったのか、ゆっくりと答える。

「ま、まだ話し合いしてる最中……です……もうすぐ終わるから、私は先に練習の準備をしに来て……」

「ってことは、話し合いそのものはもうまとまりつつあるみたいだな」

「だと思います」

　なら、ここでこれ以上、彼女を捕まえていても意味ないな。

「そっか、ありがとう。練習の邪魔して悪かったね」

「い、いえ。失礼します」

　ぺこりと一礼して、俺たちから少し離れた位置にちょこんと陣取る国江さん。

　──その姿を見て、ふと懐かしい光景を思い出した。

　まだ中学のバスケ部にいた頃、こんな感じの子と出会ったことがある。

「大和君、なに国江ちゃんを凝視してるのさ」

　と、その視線が露骨だったのか、結朱が目め敏ざとく指摘してきた。しかも、なんか機嫌悪そうに。

「まさか、こんなに可愛い彼女が隣にいながら、あの子に見み惚とれてたの？　だとしたら私もヤキモチを禁じ得ないよ」

　ぷくーっとわざとらしく頬を膨らませる結朱。不満をアピールしているつもりらしい。

「違うし」

「ああいう子が好みなの？」

　否定したにもかかわらず、結朱の尋問は止まらない。

「いやいや、別に異性として見てるわけじゃないし」

「異性としてじゃないけど、興味を引く部分はあったわけね。ふーん、へー」

　妙に目敏いな、こいつ。

　どうにか話を逸そらす材料がないかと視線を泳がせていると、神は俺に味方してくれる気になったのか、体育館にぞろぞろと女子生徒が入ってきた。

「お、女バスが来たみたいだぞ。これで話を聞けるな！」

「……露骨に誤魔化したね」

　まだ俺に疑惑の目を向けてくる結朱だが、さすがに仕事そっちのけでこの話を続けるわけにもいかないようで、不満そうながら追及の言葉を飲み込んでいた。

　と、そこで女バスの群れの中から一人の女子生徒が離れ、国江さんのほうへと駆け寄っていく。

　国江さんの友達か。それならこっちも話し掛けやすいな。

「ほらほら、あの子から……話を……聞こう……」

　言いかけて、俺は思わず言葉を失った。

「あ、早さ苗なえ！　ごめんね、一人で準備をさせ──え、大和？」

　──噂をすれば影が差すとはこのことか。

　何気なく声を掛けようとした女子生徒は、俺のよく知る……いや、よく知っていた少女だった。

　腰まである長い黒髪。結朱や小谷のような派手さはないが、それでも十分可愛いと思えるだけの顔立ち。

「ヒナ……」

　柊ひいらぎ日ひ菜な乃の。

　俺の中学時代のクラスメイトだ。

「………………」

「………………」

　沈黙。

　実際は一秒も経っていないだろうが、一時間にも感じるほど長い硬直。

　しかし、ヒナはそれを打ち破ると、フレンドリーな笑みを浮かべた。

「わ、すごい久しぶりー。どうしたの、大和。バスケ部に入る気にでもなった？」

　何事もなかったかのように話し掛けてくるヒナ。

　──ああ、そうか。そういうスタンスなのか。

「いや、文化祭の手伝いだ。バスケ部が随分と遅れてるようだから駆り出されたんだ」

　ヒナと同じように、俺も平常心の仮面を被かぶって答えた。

「へえ、私のこと助けに来てくれたんだ？　大和らしいね」

「バスケ部全体だからね。話聞いてた？」

「聞こえなかったことにした」

「無敵のバリア敷いてきたな。じゃあしょうがねえや、好きに解釈してくれ」

「やった」

　そのやりとりだけで、なんとなく互いの距離感が定まる。

「柊さん、うちの彼氏と仲いいみたいだけど、そういえば同じ中学だっけ？」

　心なしか「うちの彼氏」という言葉を強調しながら、完かん璧ぺきすぎる作り笑いで雑談に入ってくる結朱。
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　しかし、そこに込められた棘とげに気付かなかったのか、あるいは気付いてて受け流したのか、ヒナは朗らかに頷いた。

「うん。同じバスケ部だったんだ。だから今日は大和がまたバスケ部に戻ってきてくれるのかと思ったんだけど……」

　ちらりと意味ありげな視線を俺に向けてくるヒナ。

　が、その気がない俺は、渋面を浮かべた。

「馬鹿言え。今更部活でバスケをするつもりもないし、そもそも練習に付いていけねえよ」

　今の俺は虚弱なインドア派である。

　それなりの強豪であるうちのバスケ部でやっていけるわけがない。

「そうかな？　大和、すごく上手うまかったし、十分やれると思うけど」

　あまりの過大評価に、俺は肩を竦すくめた。

「無理だって。ついこの間も桜庭と１ＯＮ１ワンオンワンしてボッコボコにされたところだ」

　俺がそう言うと、ヒナは目を丸くした。

「え、桜庭君と勝負したの？　へえ、意外」

「ちょっと縁があってね。まあ、全然通用しなかったけど。二回やって二回負けたし」

　俺が過去の敗北を思い出して顔をしかめていると、ヒナは苦笑を浮かべた。

「そりゃ、大和はＰＧポイントガードじゃん。Ｆフオワードの桜庭君が相手じゃ不利でしょ」

「まあ……それはな」

　ＰＧは司令塔。

　一人で点を取るスターではなく、味方を統率して戦う、集団戦の専門家なのだ。

　他のポジションより体格に劣る人間がやることも多く、１ＯＮ１では確かに不利だったりする。

「実戦ならまた違うって。そうだ、試しに男子の紅白戦に交ぜてもらいなよ。今日は人が足りてないみたいだし」

「お断りします。大体にして、今日は文化祭の話をしに来たって言ってるだろ」

　キッパリ拒絶すると、ヒナは少し考えるように間を空けてから、少し悪戯いたずらっぽく笑った。

「んー……じゃあ、紅白戦で勝ったら文化祭の話をしてあげる。それでどう？」

「お前ね……まあいいや。１クォーターだけだぞ」

　いっそ試合したほうが早いと判断した俺は、ヒナの提案に頷うなずいた。

「そう来なくちゃ。彼女さんにもいいとこ見せられるといいね」

　からかうように言って、ヒナは男バスのほうに向かった。

「頑張ってね、大和君」

　隣を見ると、ニコニコ笑顔の結朱がエールを送ってくれた。

「お、おう」

　怖い。めちゃくちゃ怖い。

　こいつ、外面をすげえ気にする女だから表立っては何も言わないが、なんか内に秘めたものを感じる。

「大和、男バスもＯＫしてくれたよ」

　二人きりになった時が恐ろしいぞ……と戦せん慄りつしていると、男子に話を通したヒナが、こっちに手を振ってきた。

「わ、分かった。ちょっとバッシュ取ってくるから待っててくれ」

　釈明の言葉を考えながらも、俺は半ば現実逃避気味にその場を去るのだった。







　都合のいいことに……というか、俺が持って帰るのを面倒がって横着したため、バスケットシューズは文芸部室に置きっぱなしだった。

　それを取ってきて準備を整えた俺は、コートの上に立つ。

　味方が四人と、敵が五人。

　一年ちょい振りに見る光景に、独特の感慨を覚える。

「今回は味方だな。期待してるよ、和泉」

　同じチームに振り分けられた桜庭が、朗らかな表情でプレッシャーを掛けてくる。

「期待はするなって。むしろ、常にフォローの準備をしといてくれ」

「あはは、了解」

　渋い顔で頼む俺だったが、桜庭はそれを冗談と受け取ったのか、楽しそうに笑っていた。

　そうして、全員がポジションに就く。

「じゃあ、始めるよ」

　審判役のヒナがボールを上に放り投げると同時、試合が始まった。

　互いのセンターが高く跳び、ボールを弾はじく。

　弾かれたボールを手に入れたのは──桜庭。

　まだ相手の態勢が整わないのをいいことに、ドリブルで速攻を仕掛けた。

「させるか！」

　が、反応した敵チームの一人が桜庭の前に回り込み、ゴールを守る。

「和泉！」

　すかさず、桜庭が少し離れたところにいた俺にパスを飛ばしてきた。

　３Ｐスリーポイントラインの外側。そこでパスを受け取った俺は、膝ひざを曲げてシュート体勢に入る。

「シューターか!?」

　相手の選手が、未知の存在である俺のプレイに驚きつつ、止めに来た。

　が、それはフェイク。

　俺はシュートブロックに来た相手をドリブル突破すると、桜庭にボールを返した。

「桜庭！」

「よっしゃ！」

　ディフェンスを振り切っていた桜庭は、俺のパスを受けるなり軽いステップを踏んでレイアップシュートを決め、先制点を奪った。

「和泉、ナイスパス！」

「おう」

　桜庭がハイタッチを求めてくるのに、俺も軽く手を出して応じた。

　俺のポジションは司令塔ポイントガード。

　その仕事は多岐に亘わたるが、大雑把に言うと点を取れそうな味方にパスを出すことだ。

　こっちは桜庭という点取り屋スコアラーがいるので、基本的にはそこにパスを出せばいい。

　そうして試合開始から五分間、俺は桜庭を主体に攻撃の形を作り続けた。

「桜庭を止めろ！　ダブルチームにつけ！」

　散々シュートを決められた挙げ句、敵の司令塔が、思い切った指示を出した。

　桜庭を二人がかりで止めにくる戦術である。

　これなら確かに、今の攻撃の形は使えない──が、この世に完璧な陣形や戦術などなく、一人を重点的にカバーすれば、コートの他の部分に隙ができるもの。

「外から攻めるぞ！　リバウンド頼む！」

　俺は味方に指示を飛ばすと、ＳシユーテイングＧガードにパスを集め、３Ｐシュート主体の攻撃に切り替える。

　ＰＧはリーダーシップが命。陰キャには辛つらい仕事だが、仕方ない。

　そうして駆け引きを続け、相手の策略に対応したり、あるいは対応されたりしながら激戦を繰り広げていると、すぐに約束の第一クォーターは終了した。

　結果は、桜庭の力もあってこっちの勝利。

「はー……しんど」

　だが、重いブランクを抱えた俺は、すっかりスタミナが底を突いてしまい、その場に座り込んでしまった。

「和泉、助かった。おかげで勝てたよ」

　それを、まだピンピンした様子の桜庭が労ねぎらってくれる。

「いやいや、ボロが出る前にブザーが鳴ってくれて助かったよ」

　第二クォーターまでやってたら、確実に足が止まってコート上の地蔵と化してたな。

「あはは、ブランクがあるとは思えなかったけどな。また気が向いたら相手してくれよ」

「……気が向いたらな」

　話しているうちに回復した俺は、ようやく立ち上がってコートを出る。

　すると、側で見ていた結朱が、目を輝かせながら近づいてきた。

「お疲れ、大和君。今日はやっと活躍が見られたね？」

　さっきまでの機嫌の悪さは忘れてくれたのか、どこか楽しそうな結朱。

　そういえば、こいつに勝ち試合を見せるのは初めてか。

「ま、今回は味方に恵まれたわ」

　桜庭みたいに強力な点取り屋がいると、ＰＧは楽である。

「味方にガンガン指示とか出してたし、やっぱり大和君ってファッション陰キャだなって思いました」

　なんか謎の疑惑をかけられた。誰がファッション陰キャだ。

「なんだそれ……言っておくが、陰キャって無口な人間じゃねえぞ。コミュニケーションの取り方が分からないから、結果的に黙ってしまうだけで」

　俺は気を許した相手や、共通の話題がある状況なら、人並みに会話をできるタイプの陰キャである。

　特にバスケで指示を出すのは慣れているので、コートの上だと普段より饒じよう舌ぜつになるのだ。

「そういうものなんだ。けど、なんかこの間より上手くなってなかった？　大和君」

　結朱はさっきのプレイを思い返すように虚空を見ながら、不思議そうに小首を傾げた。

「まあ、最近またちょっと気晴らしに練習してるからな」

　軽い運動はＲＰＧの息抜きに最適である。

「へー。もしかして、颯太に負けたのが悔しかった？」

　と、なんか悪戯っぽい口調で俺の顔を覗のぞき込んでくる結朱。

「んなわけないだろ……相手は現役なんだし」

　ヒナも言っていたとおり、そもそも勝ち目の薄い戦いだった上、二回とも負けることを織り込み済みの勝負だったしな。

「そっか。じゃあ負けたこと自体じゃなく、私の前で負けたのが悔しかったの？」

「……んなわけないだろ」

「あ、今間があった」

　と、会話の間から俺の心を読もうとする結朱。

「いや、ないって言ってるだろ」

　否定するが、結朱は人の話を聞く様子もなく、腹の立つしたり顔をしていた。

「うんうん。今日は可愛い彼女の前でいいところ見せられてよかったね？　かっこよかったよー、大和君」

「うぜえ！」

　うっかり隙を見せてしまったことを後悔しつつ、結朱の腹立つ顔から目を背けると、男バスと話していたヒナが戻ってくるのが見えた。

「お疲れ、大和。やっぱりまだ錆さび付いてないね」

　また、こっちはこっちで機嫌がよさそうである。

「お世辞はいい。錆び付きまくってただろ」

　経験者であり、現役時代の俺を知っているヒナなら、今のプレイがどれだけ悪いのかよく分かっているはずだ。

「そう？　なら正直に言うけど、下手になってたね、大和。昔はもうちょい動けてたのに」

「……素直に認められるのも、それはそれで腹が立つな」

　俺が顔をしかめると、それがおかしかったのかヒナはくすくすと笑った。

「それより、約束通り文化祭の話をしてもらおうか」

　都合の悪い話を引っ張りたくない俺は、話を本題に戻した。

「おっと、そうだったね」

　ヒナもこれ以上、文化祭の件を引き延ばすつもりはないらしく、俺の言葉に乗ってきた。

「私たちは劇をやることになってるんだ。演目は『シンデレラ』……台本は今朝出来たばかりだから、これから練習することになるけど」

「『シンデレラ』？　ハロウィン要素ないだろ」

　意外な演目に少し困惑していると、ヒナは痛いところを衝つかれたのか苦笑を浮かべた。

「そこで揉もめて今まで掛かってたんだけど、実行委員が審議した結果、『カボチャの馬車があるからギリギリハロウィン』ってことになったみたい」

「適当だな、おい」

　準備期間ギリギリまで引っ張った割りには、雑な判定である。

「ねえねえ、柊さんは何の役をやるの？」

　結朱の問いかけに、ヒナは恥ずかしそうに視線を逸そらす。

「その……シンデレラ」

「わ、主役じゃん！」

　素直な驚きを見せる結朱とは対照的に、俺は少し心配になってしまった。

「大丈夫なのか？　ヒナ、人前に出るのとか駄目なタイプだっただろ」

　思わずそう声を掛けると、ヒナはちょっと拗すねたように唇を尖とがらせた。

「昔の話だよ。もう大丈夫だし」

「本当か？　お前は昔から変なところで意地張るからなあ」

「大和こそ、昔から変なところで過保護だよね」

　拗ねているせいか、少し子どもっぽい口調になるヒナ。こういうところも変わらないな。

「で、私たちは何を手伝えばいいかな？　裏方回りって聞いてるけど」

　やたら不自然なタイミングで、俺とヒナの会話をぶった切る形で割って入る結朱。

「あ、うん。小道具の作製と、台本の読み合わせをお願い。材料は文化祭実行委員が一括で仕入れてると思うから」

「了解。じゃ、実行委員の本部に出向いたほうがいいね」

「そうしてくれると助かる。私たちはこれから演技の練習をするから」

　気合いを入れるためか、ヒナは長い黒髪をポニーテールにまとめ、前髪を使い古された安っぽいヘアピンで留めた。

　そのヘアピンを見て、俺は思わず目を見開く。

「そのヘアピン、まだ付けてたのか」

「うん。気に入ってるから」

「……そうか」

　何か、妙な感情に胸を締め付けられる。

　それをどう表現したらいいのか分からないまま、口を開こうとした瞬間──

「じゃあ、お互い頑張ろうね！　ね、大和君！」

　──必要以上の大声で、結朱が割って入ってきた。

　しかも、何故か俺にピッタリとくっつきながら。

「おい、なんだ。ちょっと離れろ」

「えー、付き合ってるんだから、これくらい普通じゃない？」

　偽物カップルだろ、しかも今はアフターフォロー中の……と言いたいところをぐっと堪こらえる。

「だとしても人前だろ」

　そう咎とがめると、結朱はようやく俺から離れた。

「はーい。じゃ、思う存分いちゃつけるように体育館を出よっか」

　そう言うと、結朱は俺の手を引っ張って、強引に体育館の出口に向かう。

「お、おい。すまんヒナ、またな」

「うん。二人とも、行ってらっしゃい」

　ヒナに見送られて、俺と結朱は体育館を出た。

　試合直後の上機嫌はどこへいったのか、結朱は無言を貫き、張り詰めた空気が二人の間に満ちている。

　……さて、いったいどうしたものか。

　試合の時以上の緊張感に包まれる中、誰もいない廊下の一角まで来たところで、結朱はピタリと足を止めた。

　あ、来るぞこれ。

「何あの感じ！　あの雰囲気!?」

　俺の予想を裏切らず、結朱は憤ふん懣まんやるかたないという勢いで声を荒らげてきた。

「言いたいことは分かるが落ち着け」

「これが落ち着いていられますか！　二人はどういう関係なの!?」

　宥なだめてみるが、外面を取り繕っている時間が長かった分、爆発力も高いようだ。

「さっきヒナが言ってただろ。中学の時、同じ学校で、同じバスケ部だっただけ」

「だけじゃないでしょ！　そのヒナって呼び方とかさあ！　コミュ障で陰キャで人に歩み寄ることを何よりも嫌う大和君が、他人をあだ名で呼ぶなんてあり得ないでしょ！」

「最近思うんだが、こんな暴言に耐えてお前と付き合ってる俺って、実はコミュ力高いんじゃないか？」

「低いよ！　コミュ力が高いなら今の私の気持ちが分かるはずだからね！　というわけで問い一、今の結朱ちゃんの気持ちを答えよ！」

「『大好きな彼氏に女の影が見えて、めちゃくちゃヤキモチを焼いています』」

「一〇〇点だよ！　でも恥ずかしいからここで一〇〇点は出しちゃだめ！　なんでこういう時だけ無駄に鋭いのさ！」

「この状況を他にどう解釈しろと」

　何故正解なのに怒られなければならないのかと辟へき易えきする俺に、結朱は唇を尖らせて顔を背けた。

「一〇〇点を出しちゃいけない場面で一〇〇点を出す。それもまた空気の読めないコミュ障だと思います。もっと国語力鍛えて？」

「すげえ理不尽難易度の問題だな。今のが現国の試験で出てきたら俺は留年だわ」

　とはいえ、理不尽だからと言って、このまま放置するのもよくない。フォロー入れておこう。

「一応言っておくが、別に俺とヒナは何もなかったぞ」

「本当にぃ？　なんか疑わしいんだよなあ……」

「何をそんなに疑ってるんだよ」

　事実を言っているのに、どうにも疑惑が晴れない。何か特別に思うところがあるのだろうか。

　そう思って訊たずねると、結朱は少し迷ったように間を空けてから、静かに語り出した。

「私、大和君が柊さんと知り合いなこと、最初から知ってたんだよね」

「は？　そりゃなんで──いや、分かった。俺と付き合う時か」

　こいつは俺に一回フラれた後、もう一回告白するにあたり、俺のことを知っている人間に調査をしたのだ。

　その結果、ロボバスという解答を得て俺に再告白をしている。

　俺の予想は当たっていたらしく、結朱はこくりと頷うなずいた。

「そう。大和君のことを調べてる時に、当然同じ中学だった柊さんに話を聞いた。けどね、その時、柊さんはなんて言ったと思う？　『私に聞いても無駄だよ。彼のことは何も分からないから』だって。露骨な嘘じゃん、同じバスケ部だったことも隠してたし」

　ああ──なるほど。

　そりゃ、どっちも間違ってない。

「そうか……ヒナが俺のこと、そう言ったのか」

　そのことに、少しだけ寂しさを覚える。

　互いに互いの理解者であった瞬間は、確かにあったから。

　この結末に後悔はないが、それでも感傷を覚えてしまうのは仕方ないだろう。

「ヒナは何も嘘を言ってないと思うぞ。俺って、中学時代に人間関係を頑張ってた時期があったんだ。前に言っただろ？」

「……うん。聞いた」

　さすが空気の読める女というか、俺の雰囲気が変わったことを察したのか、結朱もさっきより真剣さの増した態度で話を聞く。

「ヒナはね、その頃の友達なんだ。そんでもって部活を引退して、俺が人間関係を頑張るのをやめた時──他の奴と一緒にあいつとの関係も切り捨てた。言ってしまえば、あいつは俺の被害者さ。何がなんだか分からないまま、何故か拒絶されたんだから」

「大和君……」

　さっきまで怒っていたのに、どこか気遣うような目で俺を覗のぞき込んでくる結朱。

　が、俺にとっては終わったことである。今更そんなことでナイーブになったりはしない。

「ま、そういうわけでヒナが俺のことを分からないって言ったのは本当だよ……さっきは、お互いに取り繕ったけどな」

　どんなに表面上は和やかな会話でも、取り繕ったという感覚は、当人である俺の……そして恐らくはヒナの中にも、しっかりと刻まれている。

　一年前に生まれた断絶は、まだ二人の間に存在するのだ。

「……そっか。うん、なんかデリケートなこと聞いちゃったみたいでごめん」

　特に人間関係修復中の結朱には響くものがあったようで、彼女はしゅんとした様子で謝ってきた。

「ま、いいよ。どうせ早かれ遅かれ話してただろうし」

　俺がそう流すと、結朱も今度こそ機嫌を直したようで、仏頂面をやめた。

「うん……ちょっと安心した。じゃあ本当に二人は特に何もないし、お互いになんとも思ってない、部活仲間Ａって感じだったんだね？」

「……………………その通りだ」

「ここに来て特大の間！　どんな言葉よりも雄弁な沈黙だったよね！　確実に何かあるじゃん！」

「いやいやいや、そういうんじゃなくてね？　ほら、友情的なものはちゃんとあったから、何もなかったっていうのもどうかなって悩んだだけだし！」

　慌てて弁解する俺だったが、その理屈では結朱の疑念を払ふつ拭しよくできなかったらしい。

「じゃあ聞くけど、あの思わせぶりなヘアピンはなに？」

　目め敏ざといというか、的確に急所を衝ついてくる結朱。

「……昔、俺があげたものです」

　嘘を吐くわけにもいかず、正直に告げる。

　途端に、結朱は銃で撃たれたようによろめいた。

「ぐぬぬ……正直半ば分かってたけど、ショックでかいね、これ！　すごい敗北感なんですけど！」

「いや、何に負けたんだよ」

「だって私、付き合ってから大和君に一度もプレゼントとかもらってないし！　なのに、ちょっと訳ありっぽい女の子が出てきて、しかもその子が大和君からプレゼントもらってるんだよ？　敗北感が半端じゃないんだけど！」

　それは確かに、結朱の立場からすると面白くないかもなあ。

　とはいえ、あれはそんな大おお袈げ裟さなものじゃないんだけども。

「いや、あのヘアピンあげたのって確か三年以上前だし、物自体は百均で買った安いやつだぞ。そんなたいしたもんじゃないだろ」

　だからそんな気にするようなものじゃない、というつもりで言ったのだが、結朱の表情が更に冷たくなった。

「へえ……三年前にあげた、そんな安物のヘアピンを今でも大切に使ってるんだ」

「え」

「すごいね、柊さん。よっぽど大事にしてなければ、そんな安物を何年も使わないよ」

　あ、あれ？　釈明のつもりだったのに、なんか墓穴を掘った感が半端ないんだけど。

「まあいいけどね、私より柊さんのほうが大事でも。どうせ私たちは本当に付き合ってるわけじゃないし？　大和君はゲーム目当てで私と付き合っただけなんだから、プレゼント贈るくらいなら、そのお金でゲーム買うよね」

　あー、完全にいじけ始めた。とはいえ、これは構ってくれアピールだろう。放っておくわけにもいかない。

「そんなことないです。結朱ちゃんが一番大事です」

「ほんとにー？」

　俺の読みは正しかったらしく、結朱は猜さい疑ぎ心しんを見せながらも対話に応じてくれる。

「ほんとほんと。ほら俺、結朱のことすっごい大好きだから」

「どうしても言葉が薄っぺらいんだよなあ」

　結朱は俺の誠意を疑うように睨にらんできたが、さすがに怒り疲れたのか、一つ溜ため息を吐いて表情を緩めた。

「はあ……まあいいか、なんか疲れたし。それにこうして本格的なヤキモチを焼いたことで、私は自分自身の新たな魅力を発見できたからね。嫉しつ妬としてる私もまた可愛いと。それが分かっただけでも収穫だよ」

「独特な機嫌の直り方するね、お前は。そんな理由で恩赦が下るとは思わなかったわ」

　ナルシストの神髄を見た気分だ。

　妙な感心をしていると、結朱は俺に指をビシッと突きつけてくる。

「とはいえ、私がまだ嫉妬と敗北感を覚えていることは変わっていません。大和君はいつかちゃんと私に素敵なプレゼントをするように。これは彼氏としての課題です」

「分かりました、先生」

　文化祭に加えて、新たな課題が発生してしまった。

「ならよし！　じゃ、早く実行委員のところに行こうか。仕事仕事」

　ある程度機嫌が直ったのか、結朱は普段通りの軽さで歩き始めた。

　俺もその後を追いながら、一度だけ体育館を振り返る。




　──中学時代に置いてきた人間関係。いまだ修復中の結朱たちのグループ。再び始まった偽物カップル。

　全てが入り混じってぶつかるこの文化祭は、どんなものになるのだろうか？

　少しだけ、その未来を想った。
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　中学に入って最初の秋。

　三年生たちが引退し、少しだけ広くなったコートの中で、日ひ菜な乃のは一人シュート練習をしていた。

　部活動終了後の自主練。

　周りのみんなは友達と一緒に１ＯＮ１ワンオンワンやパスの練習をしているのに、いまだに女バスの中で孤立している日菜乃は、一人でできる練習をするしかなかった。

　それを寂しいと思わないでもなかったが、日菜乃にはどうすることもできない。

　ただ一つ救いがあるとすれば──

「お、ヒナじゃん。今日も残ってたのか？」

　──こうやって明るく話し掛けてくれる友人が、たった一人だけいることだ。

「あ……大和やまと。うん、ちょっと３Ｐスリーポイントに挑戦したくて」

　はにかみながら答える日菜乃だったが、それはただの建て前。

　大和が自主練することを知っていて、コートに残っていたのだ。

「へー。けど、ヒナっていつもシュート練習ばっかりしてるな。たまには１ＯＮ１とかしないのか？」

「そ、それは……」

　キョトンとした顔で痛いところを衝いてくる大和に、日菜乃は思わず口ごもった。

　すると、彼はそれだけで事情を察したように、優しい苦笑を浮かべる。

「まーだ人見知りしてるのか。しょうがねえなあ、ヒナは」

　言うなり、大和はいきなり日菜乃の手を握ってきた。

「や、大和!?」

　いきなり手を繋つながれて頭が真っ白になる日菜乃をよそに、大和は特に気にした様子もなく、こっちの手を引いて一年生の女子部員の下に歩いていく。

「おーい、そこの女子たち。ちょっと俺たちも交ぜてくれよ」

　異性の集団に平然と突撃を仕掛ける大和。ちょっと日菜乃には真似できない芸当である。

「あれ、和泉いずみじゃん。なんでこっちに交ざろうとしてるのさ」

　女子の中でも目立つ部員が会話に応じる。

「いやあ、男バスの中で落ちこぼれそうになってしまってな。ここらで一つ、１ＯＮ１で女子たちを倒すことで自信回復しようかと」

　堂々と反感を買う発言をする大和。

　それに日菜乃が青ざめるのと同時、案の定、女子たちから非難の声が飛んだ。

「なんだとコラ。女バスなめんなー？」

「そうだぞー。和泉なんか返り討ちにするし」

「あとお前、やってることが普通にみみっちいぞー」

　非ひ難なん囂ごう々ごうの中、大和はボールを掲げ、楽しげに笑う。

「ふはははは、聞こえんなあ。反論したいなら実力で来い」

「よーし、みんな和泉を囲め。女バスの結束力を見せる時が来た」

　女バスの一人が指示を飛ばすと、その場にいた部員たちが全員コートに入って大和を囲み始めた。

「ちょ、お前ら卑ひ怯きようだぞ！　１ＯＮ１って言ったじゃん！　これ８ＯＮ１くらいあるじゃん！」

「やったね、和泉。ハーレムじゃん」

「ハーレムっていうかゴリラの巣に迷い込んだ感じ……いてっ！　誰だ、今俺の足蹴けったの!?」

「さあ？　ゴリラじゃない？」

「痛っ、ちょ、痛い!?　やめてやめて、謝るから！」

　囲みながらも、どこか緩んだ雰囲気のある女バスと大和。

　一瞬ひやっとしたが、これはこれで彼と彼女らなりにちゃんとコミュニケーションが取れているらしい。

「はい、和泉のボール奪ったよー」

　大和の抱えていたボールを、女子部員の一人が奪った。

「十回くらいファウルされた気がするんだけど!?」

「セルフジャッジの怖さを知るがいい。ほい、パス」

　大和のクレームを受け流してから、女子部員が日菜乃に向かってボールを投げてきた。

「わ、私？」

　戸惑う日菜乃に、周りの視線が集まる。

　反射的に硬直する彼女に、ようやくゴリ……女子の中から抜け出してきた大和が立ちはだかる。

「よっしゃ、今度こそ１ＯＮ１じゃい！　ヒナ、俺と勝負しろ！」

　ビシッと日菜乃に人差し指を突きつけてくる大和。

「柊ひいらぎちゃん、やっちゃって！」

「和泉はシュートブロック下手クソだからね！」

　女子部員たちが、はしゃいだ声で日菜乃にエールを飛ばしてくる。

「ほら、来いよ」

　大和も、どこか優しい表情で日菜乃を待ち構えていた。

　ああ──そうか。

　──みんな、仲間に入れようとしてくれているんだ。

　そう気付いたら、少しだけ身体の強こわ張ばりが取れた。

　今なら、相手が大和なら。

　この輪の中に飛び込んでいけるかもしれない。

「う、うん！　行くよ、大和！」

「おう、返り討ちにしてやる！」

　ほんの僅わずか、勇気を出した日菜乃に、大和が応こたえた。

　そんな彼に、日菜乃はドリブルで立ち向かっていく。




　内気で友達を作れなかった日菜乃が、変わり始めた瞬間である。

　そして──もしかしたら、大和も。
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「ねえ大和やまと君、今日は文芸部室で新しいゲームを探そうよ」

　放課後。

　教室を出るなり、結ゆ朱ずが不自然なほど明るい笑顔でそう言った。

「却下。今日は忙しいだろ」

　俺が白い目を向けると、結朱はぷくっと頬を膨らませた。

「何を言いますか。私と二人っきりの時間を味わうより大事な用事なんてないでしょ」

「ある。具体的に言うと、文化祭の準備がな。ほら、さっさとバスケ部行くぞ」

　結朱を置いてすたすたと廊下を歩いていくと、彼女は小走りで隣に並んできた。

「むぅ……じゃあ、バスケ部には私一人で行くから、大和君は文芸部室でゲームするっていうのは？」

「お前が俺を手伝いに巻き込んだようなものなのに、いきなり戦力外通告かよ」

　俺が十割の正論で攻め立てていくと、結朱は拗すねたように唇を尖とがらせた。

「だって柊ひいらぎさんと一緒だと、私めっちゃヤキモチ焼くしー。もうね、積み重ねた時間の差を目の前で見せつけられるこっちの身にもなってほしい。すごい無言のマウント取られてる感じだもの」

「ヒナはそんなこと考える奴じゃねえよ」

　呆あきれる俺だったが、結朱の仏頂面は変わらない。

「その『俺、あいつのこと分かってる』感が最高に嫌。実際に分かっていたとしても慎んでください」

「以後気を付けますから、機嫌を直してくれませんかね」

　慇いん懃ぎん無礼に頼むと、結朱もこれ以上拗ねるエネルギーが切れたのか、深々と溜ため息を吐くと、フラットな表情に戻った。

「まあ、そこまで言うなら直すけど」

　とか言いながら、何故か俺と腕を組んでくる。

「おい、離れろ」

「嫌ですー。これが機嫌を直す条件。この状態で体育館に行って、柊さんに私たちのいちゃつきっぷりをアピールしないと」

「……もうそれでいいっす」

　そんなことしてもヒナは特に妬やいたりもせず、普通にからかってくるだけなのは目に見えていたが、それを指摘してしまえば、また『俺、あいつのこと分かってる』感を指摘されてしまいかねない。

　仕方なく、この恥ずかしいアピールを維持したまま廊下を歩き、体育館に入った。

　具体的なことが決まったからか、バスケ部もようやく文化祭モードに切り替わったようで、今日は練習ではなく文化祭の準備をしている。

　と、そこで髪をポニーテールにまとめたヒナがこっちに気付いた。

「あ、大和に七なな峰みねさ……って、随分と熱い感じでのご登場だね」

　あまりにバカップルすぎたか、出迎えたヒナは、からかおうか呆れようか迷っているようだった。

「そうなの！　ごめんね、ちょっと愛情が深すぎて！」

　ここぞとばかりに、結朱がいちゃついてるアピールをしてくる。

「すまん。こいつ、ヒナにすごい妬いてるんだ」

「なんで言うかな!?」

　申し訳なくなった俺がフォローを入れると、内情をバラされた結朱が真っ赤になってしまった。

　すると、ヒナも状況を察したようで苦笑を浮かべる。

「あはは、まあ無理もないよ。でも大丈夫、私は大和のこと取ったりしないから」

「むぅ……そういう心配をしてるわけでは」

　外面を整えようという精神が働いたのか、それとも我に返って恥ずかしくなったのか、結朱のトーンが落ちる。

「それより、作業入ろっか。二人はここに置いてある書き割りに、やすりを掛けて磨いていって」

　ヒナはバカップルの奇行を軽く流すと、調整中らしい書き割りを指差した。

「う、うん……分かった」

　そのあまりにあっさりした流しっぷりに、結朱も拍子抜けしたのか、素すで頷うなずいていた。

「な？　俺の言った通り、特に何の反応もなかっただろ？」

　結朱の考えすぎを非難すると、彼女は気まずそうに俺の腕を離した。

「まあ……そうだけど」

「まったく心配性だな、結朱は。そんなに俺のことが好きか」

「うるさいな！」

　またも一瞬で赤くなる結朱。

　ヒナはスルーしたが、俺は弱みを見せた結朱に追撃を掛ける気満々である。

「いやあ、まさか女友達一人でこんなに乱れるとはねえ。俺がぼっちでよかったな？　もし友達多い奴だったら、お前は一発で不眠症になってたぞ」

「うぐぐ……こ、ここぞとばかりに……！　大和君だって逆の立場だったら絶対ヤキモチ焼いてるでしょ」

「妬かねえよ。現に桜さくら庭ばとか生なま瀬せに妬いてないだろ」

　鼻で笑ってみせると、結朱はハッとしたようになってから、不満そうに頬を膨らませる。

「言われてみれば……いや、なんで妬かないのさ。妬けよー、不安になれー」

「ならねえよ」

　そもそも、その辺の人間関係をなんとかするために付き合ったのに、そこにヤキモチ焼くようになったら終わりだろ。

「あ、分かった。それだけ私のことを信じているということでしょ？　それは嬉うれしいけど、完全に安心されるのはちょっと不満だよ」

「おう。そういうポジティブな解釈ができる結朱ちゃんが大好きだから、もうずっとそのまま俺の本心には気付かないでいてくれ」

「なんだとー!?」

　ぽかりと俺の肩を殴ってくる結朱。

　はっはっは、完全勝利だ。これでこいつもしばらく大人しくなるだろう。

「……あの、いちゃついてないで仕事してほしいんだけど」

　気付けば、ヒナが呆れたように俺たちを見ていた。

　というか、周囲のバスケ部員が全員生温かい目でこっちを見ている。

「す、すまん」

「ご、ごめんなさい」

　さっきまでのテンションはどこへやら、急に肩身が狭くなった俺たちは、恥ずかしさを押し殺して作業に入ることに。

「まったく……変わったね、大和。昔は公衆の面前で女の子といちゃついたりしなかったのに。やっぱり彼女が出来ると人って変わるんだねー。胸焼けしそう」

　さっきのアレがよほど見るに堪えなかったのか、隣で書き割りにやすりを掛けていたヒナが、深々と溜め息を吐いてクレームを入れてきた。

「いや……申し訳ない」

　これがさっき勢いよく結朱をからかった代償なのか。

　ずっと気まずかった友人にこの言われ方をするのは、めちゃくちゃ恥ずかしい。

　ちなみに、結朱も今ので致命傷を受けたのか、「あぅ……」と小さく呻うめくと、撃沈されたように黙り込んだ。

「正直、今の今まで大和と七峰さんが付き合ってるっていうのは半信半疑だったけど、さすがにここまでいちゃつかれると、信じざるを得ないね」

　いやいやいや、偽物カップルですよ。マジで。

　仕事として付き合ってるだけのドライな関係っていうかね？

「……そんなにいちゃついてるように見えましたか」

「見えました。純度一〇〇％のバカップルです」

　………………聞かなかったことにしよう、うん。

　ついでに背後から「うぐ……」と結朱が再度撃沈されたような呻き声が聞こえてきたが、これも気のせいということにしよう。

「あ、あの……日ひ菜な乃のちゃん。この部分、これでいいかな？」

　俺たちの会話が一区切り付いたところで、おずおずとした声がヒナを呼んだ。

　さっきから黙々と作業を続けていた国くに江えさんである。

「うん、いい感じだと思うよ。じゃあ次はあっちをお願いしていい？」

「わ、分かった。頑張る」

「早さ苗なえは舞台にも出るんだから、ほどほどでいいからね？」

　ヒナは国江さんににこりと笑いかけると、スムーズに指示を出していた。

　それを見て、なんだか感慨深い気持ちになってしまう。

「……その意外そうな顔は何かな、大和」

　俺にじっと見られていたのがちょっと照れ臭いのか、結朱は顔をしかめてこっちを見た。

「いや……ヒナが他の奴に指示を出したりフォローしたりするのって、なんか新鮮でなあ」

　そう素直な感情を零こぼすと、ヒナは少し赤くなってしまった。

「い、いつの話をしてるのさ。私が人見知りだったのって、中学の最初の頃だけじゃん」

「そういやそうだな。そこまで酷ひどかったのって、中一くらいまでか？」

「…………中二の半ばくらいまでだったかな」

　気まずそうに自己申告してくるヒナ。変なところで素直な奴である。

　しかし、それが引き金になったのか、俺の中にも色んな思い出が蘇よみがえってきた。

「あー、思い出してきた。女子の友達が出来るまでが長かったんだよなあ。部活の仲間はいたけど、一対一で遊べるような友達が出来なくて」

　遠い目で過去を語ると、ヒナは一気に真っ赤になった。

「ちょ、ちょっと？　だいぶ余計なことを思い出してるようだけど、その辺にしない？」

　顔を引き攣つらせるヒナの思いとは裏腹に、俺の中にはどんどん思い出が蘇ってくる。

「初めて女友達と二人で遊びに行くことが決まった時なんて、何を着て行ったらいいのか分からないとか、何を話そうとか、マジでデートでも控えてるのかってくらい緊張してたな」

　あまりに緊張してたせいで、一時期ヒナは百合ゆりの人なのでは？　みたいな疑惑がちょっとあったりした。

「や、大和なんて、その女友達に対して『ヒナの次は俺と二人で遊びに行かない？』とか誘ってたじゃん！　私を踏み台にして女の子を口説くとか酷いと思ったものだよ！」

「ちょ、おい！　それは……!!」

　あまりに追い詰めすぎたか、ヒナはカウンターでとんでもない爆弾を投下しやがった。

　恐る恐る、隣の結朱に目を向ける。

「へー……ふーん……大和君にもそんな時期があったんだ、へー」

　案の定、彼女は氷点下みたいな笑顔をしていた。

「い、いや、違うぞ？　別に本気で誘ってたわけじゃなくてですね。ただいざという時、ヒナのフォローができるように、俺も仲良くなっておこうかなって思っただけで」

　ほんと下心があったわけじゃないんです。

　と、釈明する俺に、ヒナが冷たい目を向けてきた。

「だったら私と三人で遊びに行くとかでもよかったよね。わざわざ二人で行こうとしたのは『あわよくば』って気持ちがあった証拠だよね」

「ねえよ！　ちょっとしか！」

「へー……ちょっとはあったんだ」

　動揺のあまり余計なことを言った結果、結朱の笑顔が絶対零度みたいになってきた。

「そりゃ誘う以上は全くのゼロってことはなかったけども！　つーか、普通に断られたからな！　俺！」

　フラれた案件で、何故こんな追い込まれ方をしなければならないのか。

「なんだ、フラれたんだ。うむ、ならば良し」

　結朱は俺の不幸な過去を聞いて大いに満足したのか、威圧感溢あふれる作り笑いをやめて、深々と頷いていた。

　とりあえず一安心……だが、危ないところだった。

「恐ろしいな、ヒナ。こんな躊躇ためらいなく引き金を引けるようになったとは」

　昔の臆おく病びようなヒナはどこへ……と戦せん慄りつしていると、彼女もむくれたように睨にらみ返してきた。

「先に引き金引いたのは大和のほうじゃん」

「まあそうだが……やめるか、この不毛なやりとり」

「賛成」

　お互いの間で、不戦協定が結ばれた。

　俺の痛い過去を知っている上、適切なタイミングでそれを解放する技術まで身につけたヒナは、意外と天敵に育ったのかもしれん。いやまあ、お互い様みたいなところはあるが。

　その時、不意にヒナのポケットからスマホの着信音が響く。

「あ、ちょっとごめん……もしもし？」

　ヒナは俺に断ってから、電話に出る。

「そう、了解。うん、分かった。取りに行くよ」

　短い用件だけだったのか、すぐに通話を終了したヒナ。

「どうした？」

「台本の作成を頼んでた演劇部から、完成したって連絡が来たんだ。人数分の台本を今から取りに行ってくる」

「人数分って……結構あるぞ？」

　体育館を見回す。

　男子と女子の部員を合わせれば、五十人近くいるだろう。

　全員分となると、それなりに重くなるはず。

「まあでも、私の仕事だし」

　ヒナはなんでもないことのように、自分一人でやるつもりらしい。

　……まったく、こういうところは昔から変わってないな。

「いや、俺がやるよ。演劇部は視聴覚室を部室にしてるんだっけ？　ちょっと行ってもらってくる」

　そう言って立ち上がる俺に、ヒナは少しだけ遠慮がちな目をした。

「……いいの？」

「ああ」

　その確認が、少しだけ寂しい。

　昔の俺たちだったら、こんな遠慮はなかったから。

　……それを招いたのは、俺なわけだけど。

「分かった。じゃあお願い」

　ヒナも俺になら頼っていいと思ったのか、最後には納得して見送ってくれる。

「ん。了解。じゃあ結朱、俺ちょっと行ってくる」

　急に静かになった結朱にも一応声を掛けると、彼女はハッとしたように顔を上げた。

「え、あ、うん。行ってらっしゃい」

　少し違和感のある結朱の笑顔。

「……ああ」

　しかし、ここで追求しても、こいつが素直に答えることはないだろうなと直感で悟った俺は、ひとまず疑問を飲み込んで視聴覚室に向かうことにした。







　──体育館から大和が出ていくと、結朱は微妙に居心地の悪さを覚えた。

　ホームがアウェーになった感覚というか、なんというか。

　無論、顔の広い結朱はバスケ部にも多くの友達がいるし、アウェーというのは気のせいなのだが、どうしてもそういう感覚は拭ぬぐえない。

　理由は簡単。ここが、日菜乃のホームだからだ。

「ごめんね、七峰さん。彼氏に急な頼み事しちゃって」

　こっちに気を遣っているのか、日菜乃は少し作ったような笑顔でそう話し掛けてくる。

　結朱も内心のもやもやを隠すと、同じように笑顔を作り、首を横に振った。

「ううん。大和君がやりたいって言ったことだし、気にしないで」

　結朱と日菜乃の距離感を適切に表わすとすれば、『友達の友達』というところだろう。

　元々、亜あ妃きに付き添ってバスケ部に顔を出していた結朱には女バスの友達も多いし、日菜乃とだって何度も話したことがある。

　けど、言ってしまえばそこ止まりの関係だ。

　話せば盛り上がるし、悪い人ではないことも分かっているが、そこに親愛や友情と呼べるものが確かに存在するのかと言えば、そうとは言い切れない。

「そういえば……七峰さん、前に大和のこと、私に聞いてきたことあったよね」

　結朱が考え事をしていると、日菜乃はそんな話を振ってきた。

「あ、うん。聞いたね」

　あの時は、ほとんどはぐらかされてしまったが。

「なんかごめんね、変に隠し事するような形になっちゃって。私と大和は……なんていうか、ちょっとぎくしゃくしてたから。高校に入ってからも、一度も話さなかったし」

　複雑そうな表情を浮かべる日菜乃。

　それを見て、何故か結朱の動どう悸きが激しくなる。

　一瞬、そんなに嫉しつ妬としているのかと自分で自分に呆あきれそうになったが……なんとなく、それとは違う感情のような気がした。

「うん……そこは、大和君にもちょっとだけ聞いてる」

　どうやら日菜乃は、結朱が大和と日菜乃の件でヤキモチを焼いているのを見て、釈明しようとしているらしい。

「せっかくだし、中学時代の大和君のことを色々と聞かせてほしいな」

　結朱は笑顔を作り、日菜乃の心遣いを受けることにした。

「うん、いいよ。そっちのほうが七峰さんも安心できると思うし。じゃあ、まず何から話そうかな……」

「じゃあ、二人はどうやって知り合ったの？」

　悩む日菜乃に、結朱は気になっていたことをぶつける。

　すると、日菜乃は頷うなずいてから、懐かしむような微笑を浮かべて語り始めた。

「中一の夏にね、女バスで引退する先輩への千羽鶴を折ることになってたんだけど……当時の私は人見知りでね、友達に手伝ってって言えなかったんだ。それを、たまたま通りかかった大和が手伝ってくれてさ」

「へえ……」

　意外な過去である。

　今の大和も別に不親切な人間ではないが、見ず知らずの他人のために動くようなお人ひと好よしではない。

　基本的には不干渉を貫く人間だ。

「それからも色々と面倒を見てくれてね、おかげで私は人見知りも解消して、友達もたくさん作れるようになったんだ」

　そこまで楽しそうな顔で話していたヒナが、急に暗い表情になる。

「なのに……どうしてか大和とはうまくいかなくなっちゃってね。何が悪かったのか、何が気に入らなかったのか……正直、今でもよく分からないんだけど」

　──その理由を、結朱は知っている。

　大和が自分の本心に気付いたこと。他人との関係に疲れたこと。

　しかし、大和が言わなかったことを日菜乃に伝えるのは憚はばかられて、結朱は口を噤つぐんだ。

「柊さんは……大和君が好きなの？」

　代わりに、一番確認したかったことが口から出てくる。

　その言葉に、日菜乃は軽く目を見開いてから、ゆっくりと首を横に振った。

「ううん。そういうんじゃないよ、だから安心して」

　そう言われて素直に受け取るほど結朱も純粋ではないが、それでも日菜乃の言葉には妙な説得力があった。

「なんていうんだろうね、好きっていう気持ちとは少し違ったかな。大和は私の恩人で、一番親しい友人で、ちゃんと尊敬もできて……うん、憧あこがれっていう感じなのかな？　私、大和に憧れてた。自分もこうなりたいって」

　笑顔なのに、どこか寂しそうな日菜乃。

　それを見て、結朱の動悸が更に強くなる。心臓が激しく脈を打って、妙に胸に響いた。

「でも、人間って難しいね。私にとっては憧れで、一番の友人だったけど、大和にとってはそうじゃなかったみたい。だから──お互いに言いたいことも言えないまま、喧けん嘩かもできずに終わっちゃった」

「──────」

　その瞬間、結朱は動悸の正体がなんなのか分かった。

　日菜乃は──失敗した結朱なのだ。

　亜妃と、颯そう太たと、啓けい吾ご。

　致命的なすれ違いを抱えていたのに、誰にも弱みを見せないまま立ち回り、何一つ揉もめることのないまま最後の最後に爆発して、全てを失いかけたあの時の自分。

　最後は大和が全部丸く収めてくれたが、もしも彼が何もしてくれなかったら。

　──きっと、自分たちもこうなっていた。

「けど……今は大和君と普通に話してるように見えるけど」

　急に息苦しくなって、結朱は何故だかそんなことを言っていた。

　すると、日菜乃はゆっくりと首を横に振る。

「普通に話せてるからおかしいんだよ。あんな終わり方したんだもの、本当だったら、こうして話せないし……現に中学時代はそうだった。それが、こうして話せるようになったのは──」

　──お互いが、極めて他人行儀になってしまったから。

　直接は口にしなかった言葉が、結朱には痛いほど分かった。

　親しさが消えて、遠慮が生まれて、感情を直接ぶつけられなくなって。

　そうして距離が開いた結果、表面だけを取り繕うコミュニケーションが生まれた。

「だからね、もしかしたら、今回のことはチャンスかもしれないって思うんだ」

　何も言えない結朱に、日菜乃は静かな──だけど確かな決意を感じさせる声で告げる。

「文化祭の準備みたいな、みんなで何か一つのことをやるの、昔の大和は好きだったから。もしかしたら、今回のことを通して大和は昔みたいに戻るかもしれない」

　そうして日菜乃は、小さく笑った。

「そしたら今度こそ、あの時飲み込んだ問いかけをするんだ。『どうして私から離れていったの？』って。今の私たちじゃ本心からぶつかり合ったりなんてできないけど……あの頃に戻れたら、きっと」

「それは……」

　嫌だ、と結朱は思った。

　日菜乃といた頃の大和は、結朱の知る大和ではないから。

　結朱が一緒にいたいのは、今の大和なのだ。

「………………」

　だけど……それと同時に、彼女を止められないとも思う。

　だって日菜乃は凄すごい。

　友情の全てが壊れそうになった時、結朱はそこから逃げ出した。

　大和が呼び戻してくれなければ、二度とこの場所に戻ってこられなかっただろう。

　けど──日菜乃は自力で立ち上がって、もう一度失ったものを自分で取り戻そうとしている。

　その凄さと苦しさを知っている結朱が、よりによって日菜乃を止めるなんて選択を、できるはずがない。

「そっか」

　結朱は、頷くので精一杯だった。

「うん。だから、七峰さんから大和を奪おうとか、そういうことは考えてないんだ」

　心臓が痛い。

　相手が大和でなければ、きっと日菜乃を心から尊敬して、応援できたのに。

「……柊さんの気持ちは分かったよ」

　結朱は日菜乃を止められない。そんなことをする自分を許せない。

　だけど……もし。

　もし、大和が昔みたいに──結朱と出会う前みたいになってしまったら、自分たちの関係はどうなるのだろう？

　そんな不安が、結朱の胸を締め付けた。







　俺が視聴覚室でつつがなく人数分の台本を受け取り、体育館に戻るために廊下を歩いていた時である。

「なんだこいつ……」

　反射的にそう呟つぶやいてしまうほど、異様さに満ちた存在と遭遇エンカウントした。

　身体中にカーテンめいた布を巻き付け、頭にドデカいかぼちゃを被かぶった怪物。

　いわゆるジャックオランタンと呼ばれる存在が、廊下の隅に蹲うずくまっていた。

「いくら文化祭がハロウィンだからって、準備段階から飛ばしてんなあ」

　どこかの生徒の悪ふざけかと思いながら、俺はジャックオランタンの横を通り過ぎようとする。

　その時だった。

　カーテンめいた布の隙間から、にゅっと手が伸びてきて、俺の足を掴つかんでくる。

「うぉわ!?　な、なんだ!?」

　思わず手に持った台本を取り落としてしまったが、真下にいたジャックオランタンは、そのかぼちゃ頭がヘルメット代わりになったらしく、びくともしない。

「う……うぅ……」

　しかし、何故か彼（？）は、かぼちゃ頭の奥から苦しそうな呻うめき声を放っていた。

「お、おい……大丈夫か？」

　なんとなく心配になった俺は、ジャックオランタンの顔を覗のぞき込む。

　すると、彼（仮）は、もぞもぞと手を動かし、自慢のかぼちゃ頭を取ってみせた。

　果たして、中から出てきたのは──

「……生瀬？」
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　俺のクラスメイトにして、結朱の友人である生瀬啓吾だった。

　何故か彼は、げっそりと疲れた表情を浮かべている。

「聞いてくれ、和泉いずみ」

「おい、この状況に対する説明もなしか」

　この流れで前置きの一つもなしとは、さすがの俺も恐れ入るわ。

「今回の文化祭、俺にとってはとてつもなく負担が大きいんだ」

「俺の言葉を完全に無視したな。このタイミングでの着信拒否は想定してなかったわ」

　さすが、結朱の友達をやっているだけあって図太い。

　ここまで突き抜けると逆に感心してしまうもので、俺は彼の話に耳を傾けることにした。

「で、何の負担が大きいんだ？」

　俺が聞く姿勢に入ると、生瀬は更に疲労の色を濃くして溜ため息を吐いた。

「もちろん、人間関係さ……ほら、文化祭ってカップルイベントじゃん？」

「まあな」

「うち……フッたりフラれたりの修羅場をやったばっかじゃん？」

「まあ、な」

　ちょっと前に三角関係が勃ぼつ発ぱつした面子メンツの顔が頭をよぎる。

　すると、生瀬は遠い目をした。

「颯太……女子に誘われるじゃん？　亜妃、ピリつくじゃん？　でも文句言えないじゃん？　颯太も馬鹿じゃないから気付くじゃん？　でもフッた手前、何も言えないじゃん？　俺がフォローに入るじゃん？　でもまた知らないところで颯太が──」

「分かった、分かったから」

　こいつがこの件でどれだけ神経をすり減らしているのか、気の毒なほど伝わってきた。

「いやほんと、こんなことペラペラ他人に暴露するわけにもいかないしさあ」

　まあ、仲間内でフッたフラれたなんて話を外に広めたくないのは分かる。

「それで事情を知ってる俺が通りかかったから、ゾンビよろしく掴んできたってか」

「いや、すまん。ようやく愚痴れそうな相手が見つかったから、つい」

　落ち着いたのか、生瀬は申し訳なさそうに謝ってきた。

「まあいいけど……それはそれとして、その格好はなんだ」

　もう少し普通に話し掛けてくれれば俺も穏当に対応したというのに、なんでちょっとホラーの要素を入れてきたのか。

「ああ、これ？　これはジャックオランタンだよ。文化祭当日は生徒全員でハロウィンコスプレするからな。その衣装さ」

「……違う意味で盛り上がりそうだな」

　一瞬、ジャックオランタンが校内に溢あふれる百鬼夜行を想像してしまった。

　顔をしかめる俺に、生瀬は苦笑して首を横に振った。

「いやいや、一般生徒はもっとラフなコスプレだって。これは見回りの実行委員用。世界観を壊さずに威圧できるという治安維持コスプレよ」

「ハロウィンっていうか、コンセプトがなまはげじゃねえか」

　かぼちゃからどことなく秋田感が滲にじんでいる。まあいいけど。

「あー……なまはげか。ハロウィン的にアリじゃね？　なるほど」

「いや、乗り気になるなよ。別にアイディア出ししたわけじゃないからね？」

　なまはげがわらわら湧いている文化祭を想像してしまって、俺は再び顔をしかめた。子ども泣くわ。

「まあそれは置いといて、とにかく、これの試着をしてたら、緊張の糸が切れてな……ほら、顔も見えないし、妙な安心感があるっていうか」

　かぼちゃ頭を両手で持って、見せつけてくる生瀬。

「それでちょうどいいから、このまましばらく休んでしまえと思ったわけよ」

「頼むから時と場所を選んでくれ」

　廊下の片隅に蹲っているかぼちゃも不気味だったが、唐突に動き出した時はもはやＢ級ホラー感すらあった。

「すまん。周りを見る余裕がなくてな……」

　どうやら、本気で限界ギリギリまで追い詰められていたらしい。

「……なんつーか、しばらく距離を置いたほうがいいのかね、俺たち。みんなが落ち着くまで」

　生瀬の口から、深刻な声音でそんな言葉が飛び出した。

「離れれば、戻らないぞ」

　無意識のうちに、俺はそう反論していた。

「一度離れたものは簡単には戻らない。離れてるうちに新しい居場所を見つけて、みんなそっちに軸足を置く。俺はそれも悪くないと思うけど……本当にやり直したいなら、今が踏ん張り時だぞ」

　俺とヒナは、一度離れたきり二度と戻らなかった。

　そして、離れているうちに一緒にいないのが普通になり、ここまで来てしまった。

　最後に残ったものは、疑問と罪悪感、埋まらない断絶だけ。

「和泉……」

　俺が真面目に答えたのが意外だったのか、生瀬は目を見開いた。

　その目を見てなんだか照れ臭くなった俺は、誤魔化すように台本を拾い始める。

「ま、俺には関係ないことだけどな。とりあえず廊下で倒れるのはもうやめろよ」

　そそくさと全ての台本を拾い集め終えた俺は、そう言葉を残して歩き出した。

「……ああ。ありがとう」

　背後から聞こえてきた言葉は、少しだけ吹っ切れたような明るさがあった。







　俺たちがバスケ部の準備に協力するようになってから数日が経った。

　最近、ずっとバスケ部に入り浸っている俺と結朱だが、当然ながらクラスの準備にも参加しなくてはいけない。

「……にしても、また随分と地味な作業を任されたな」

　放課後の教室。

　机の上に置かれた風船を見て、俺はちょっと複雑な気分になった。

「しょうがないでしょ。たまにしか来ない人間に重要な仕事は任せられないし」

　言いつつ、結朱は風船にジャックオランタンの顔を描いていく。

　今日の俺たちの仕事は、来場者の子どもに配る風船にジャックオランタンの顔を描くこと。

　配布の目的は、人混みで子どものはぐれた目印にすることなのだが、世界観を守るためにジャックオランタンっぽくする必要があるのだとか。

「ま、俺もこれ以上重要な仕事を任されても困るし、楽な分にはいいけどな」

　作業をこなしながら、ちらりとクラスの様子を窺うかがう。

　喫茶店の内装やメニューを楽しそうに決めているクラスメイトたち。

　今日は桜庭もいるので、彼を中心に人の輪が出来ていた。

「桜庭も俺たちと一緒でたまにしか来ないのに、なんかクラスみんなに頼られてるけど」

　えらい待遇の違いである。いやまあ、別にいいんだけども。

「颯太はちゃんと部活の合間にクラスのフォローも入れてたからね。ちなみに私もだよ」

　ちょっと自慢げに言ってくる結朱。

「じゃあ、なんで結朱ちゃんも俺と同じ作業なんですかね」

「そりゃあ大和君も一人で作業するよりいいかなっていう気遣いですよ」

「いや、俺は別に一人を辛つらいと思ったりしないからいいんだけど」

　割と不本意な気の遣われ方である。

　そういう理由で同じ作業をしてるなら、割と遠慮したい。

　なんてことを思っていると、結朱はにっこりと笑みを浮かべた。

「一人が辛くなくても、それはそれとして私と一緒にいたいだろうという気遣いだよ」

　思いのほかナルシスト寄りの気遣いだった。

　それはそれで、なんか別の意味で不本意である。

「だとしたら、なおのこと謹んで遠慮するわ」

　すっぱりと断ると、結朱はぷくっと頬を膨らませた。

「うむむ……本当は私が大和君と一緒にいたいだけなのに、そっちが一人でもいいとか言うから、ちょっと素直になれなかっただけじゃん。察してよ、もう」

「お、おう」

　不意打ちで可愛らしい理由をぶつけられて、ちょっと動揺する俺である。

　いやまあ、うん……それなら仕方ないというか。

「え、えと、でもほら、小こ谷たにとかはいいのか？」

　本人に聞こえないよう、小さい声で呟つぶやいてから軽く一いち瞥べつする。

　小谷も友達と一緒に作業をしているが……桜庭とは別グループだ。

　本人は楽しそうにしているが、ふとした瞬間に桜庭のほうを見ている。

「いいっていうか……私が行ったらもっとこじれるよ」

　俺の問いに、結朱は複雑そうな顔で答えた。

「亜妃、引きずるのはやめたって言ってたし、一緒にいる時には表に出さないけど……まだ颯太のこと好きだと思うし」

　そして、その桜庭は結朱に惚ほれていた。

　三角関係の難しいところである。ここで結朱からフォローを入れると、上からの物言いに聞こえてしまうかもしれない。

「……生瀬が過労死寸前になるわけだわ」

　見れば、彼は桜庭のいる集団と小谷のいる集団の架け橋となって、ちょいちょい会話に参加させている。少しずつ慣れさせていこうとしているのだろう。

「啓吾には悪いことしてるって思うけどね。ちょっと私もどうしたものかと」

　結朱は、申し訳なさそうな表情で友人たちを見回すと、軽く目を伏せた。

「お前は小谷をどうしたいんだ？」

　桜庭を諦あきらめてほしいのか、それとも追いかけてほしいのか。

　結朱のスタンスがはっきりしないと、俺もこの問題にどうアプローチしていいのか見えてこない。

「分からない。颯太のことを本当に諦めるにしても、諦めないにしても、今はまだ気持ちの整理ができてないのかなって思う。せめて誰か相談相手がいればいいんだけど……」

　複雑そうに絞り出した結朱の言葉に、俺も頷うなずいた。

「確かにな。けど立場的に結朱は無理だろ？　生瀬も……できるならもうしてるか。異性相手には言いづらいこともあるのかも」

「とはいえ、クラスの女子に言うのもね……好奇の目で見られたら嫌だろうし」

　半端に人間関係がある相手だと、逆に心を開きにくいか。

　こういうのは、いっそ全く関係のない人間のほうが言いやすいものかもしれん。

　とはいえ、結朱と小谷の人間関係は恐らく大部分が被かぶっているはず。

　結朱が適任を用意するのは難しいだろう。かといってぼっちな俺にも……あ、そうだ。

「……ヒナに頼んでみるか？」

　ふと思いついたことを口にすると、結朱は怪け訝げんそうに首を傾げた。

「柊さんに？」

「ああ。あいつなら口も堅いし、クラスも違うから気を遣うことはないだろ」

　今のヒナなら、細かい事情を話さなくても、うまいことガス抜きをしてくれるはず。

「うーん……確かにいいかもしれないけど」

　頷きつつも、なんか歯切れの悪い結朱。

「なんだ、ヒナじゃ問題あるのか？」

　訊たずねると、結朱は子どもみたいに唇を尖とがらせた。

「……ないです。けど、ただでさえ彼氏と仲のいい女の子が、私の親友とまで仲良くなるかもって事態に、こっちが勝手にヤキモチ焼いてるだけで」

「お前……親友に新しい女友達ができるかもってくらいで妬やくのか」

　驚きの嫉しつ妬と深ぶかさに呆あきれていると、結朱も自覚はあるのか、ちょっと赤くなった。

「うー……別に普段はこんなことくらいじゃ妬かないし。大和君のせいだよ、私がこんな嫉妬深い感じになったの。責任取って」

　恨みがましい感じで拗すねる結朱に、俺はちょっと困惑した。

「責任って、どうしろと」

「私が不安じゃなくなるくらい甘やかしてほしい。こう、愛を伝えてきたり」

「分かった、愛してる」

「なんか軽いんだけど！」

　即座に指示に従ったのだが、結朱のお気に召さなかったらしい。

「いや、俺なりに頑張ったんだけど」

　割と恥ずかしいのを堪こらえて言ったんですよ、今の。

「むー……」

　が、結朱には俺が茶化しているように聞こえたのか、完全にむくれてしまった。

「いや、そんな恨みがましい目で見られても……分かった、ちゃんとやるから。どうすればいいんだ？」

　そう訊ねると、結朱は少し考え込んでから、何か思いついたのか一つ頷いた。

「とりあえず、人前じゃ恥ずかしいから文芸部室行こうか」

　結朱はそそくさと作業道具をまとめると、それを持って立ち上がった。

「文芸部室って……まあいいけど」

　俺も、教室を出ていく彼女の後ろ姿を追う。

　人前じゃ恥ずかしいって……な、何をやる気だ？

　なんかこう、申し訳ないが、すごくいかがわしい想像が浮かんでくるんだけど。

　いや、ないと思うけどね？　でもやっぱちょっとドキドキしてしまう。

　そんな不純なことを考えながら廊下を歩き、文芸部室に入る。

「なんかここに来るのも久しぶりだね」

　入室するなり、結朱が少し懐かしそうに言った。

「そうだな。バスケ部の手伝いが始まってからは来てなかったか」

　おかげで、久しぶりにここで二人きりになることに、尚なお更さら緊張してしまう。

「はい。じゃあ大和君、ここに座って」

　結朱は机の前にパイプ椅子をセットすると、俺に座るよう促した。

「分かったけど……なんだ？」

　俺は言われるがままにパイプ椅子に座る。

「じゃ、私も」

　そして、結朱はちょこんと俺の膝ひざの上に乗ってきた。

「お、おい」

　唐突な密着に硬直する俺。

　しかし、結朱は構うことなく作業用のペンと風船を置いた。

「あ、動かないの。私が満足するまで、こうして仕事をすること。それで責任取ったことにしてあげるから」

「それでいいのか……」

　想像していたようないかがわしい事態にならず、俺はほっとしたんだかがっかりしたんだか、複雑な気持ちになる。

　いやまあ、よく考えたらこれも十分いかがわしいんだけどね？

　密着した部分から結朱の体温と柔らかさが伝わってきて、めっちゃドキドキするし。

　あ、やばい。ちょっと理性が緩くなってきた感じがする。

「あの……これだと俺が仕事にならないんだけど」

　なんとか密着状態を解くため、おずおずと申し出る俺。

「それなら私の耳元で愛を囁ささやくという仕事があるけど」

　すっごい真顔でそんなことを言い出す結朱。

　そんなことしたら恥ずかしさと密着のせいで、理性がワンパンされるわ。

「……台本読み込んでおきます」

　仕方なく、俺はスマホに入れてあった台本のデータを参照することにした。

　それと、ついでに小谷のことでヒナに連絡を入れることに。

　ざっくりと事情を説明……というより、『ちょっと人間関係でストレス溜ためてる奴がいるので、ガス抜きに付き合ってやってほしい』くらいのことを書いたメッセージを送る。

「ねえ、大和君」

　と、そこで結朱が作業をしながら俺のことを呼んでくる。

「なんだよ」
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　今度はどんな無茶な要求をしてくるのか、と内心ドキドキしながら応じると、彼女はちょっと拗ねたような顔で俺の顔を見上げてきた。

「なんか私のことばっかり言ってるけど、大和君こそ、柊さんをどうしたいのさ」

「……なんだ急に」

　唐突に矛先を向けられた俺は、思わず目を泳がせてしまう。

「だって気になるし……ていうか私の不安の根本的な理由だからね、それ。そこが解決するまで私の嫉妬深いモードは解消されないから」

「そりゃ重大な問題だな」

　このペースで嫉しつ妬とされてたら、色んな意味で身が持たない。

　とはいえ……これに対する答えを、俺は持ち合わせていないわけだが。

「どうしたいって言われてもな。そもそも俺は、この文化祭が始まるまでヒナに会おうとも思ってなかったくらいだぞ。今更、何かあいつに求めてるものなんてない」

　それが俺と結朱の違いであり、決定的な差だ。

　結朱は仲間を繋つなぎ止めようとするが故に悩んでいるが、俺にはそういうモチベーションはない。

「……また昔みたいな友達になろうとは思わないの？」

「ない。俺から切った関係だ」

　即答した俺に驚いたのか、結朱は軽く目を見開いた。

　それに対して、俺は少し言葉を付け加える。

「まあ、ヒナのことをもうなんとも思ってないとか、そういうわけじゃないけどな。ただ……なんていうんだろうね、俺は友情が終わることを悪いことだとは思わないんだ」

「なにそれ」

　俺の言葉が理解できなかったのか、結朱は小首を傾げた。

「たとえばそうだな……お前だって、中学卒業を機に会わなくなった友達って、結構いるだろ？」

「それは、まあ」

「けどさ、それって別に悪いことじゃないじゃんか。お互いに新しい居場所を自分で決めて旅立って、その先で結朱は新しい友達を見つけた。だから、昔の友達とは会わなくなった」

　仲が悪くなったわけでも、お互いに何か不満があったわけでもない。

　ただお互いの進路を自分で決めた結果、道が交わらなくなっただけ。

「俺とヒナの関係が終わったのも、そういうことなんだと思うんだよな」

　俺はずっと苦しかった笑顔の仮面を外して、自分が一番自然体でいられる形を選んだ。

　ヒナも、引っ込み思案で人見知りな自分を変えて、友達の多い人間になった。

　その結果、二人の道が交わらなくなったというだけの話。

「なんか不思議な考え方するね、大和君は。普通、なるべく長く友達でいたいと思うものなのに」

「俺だって基本はそう思うよ。けど、離れることでお互いにもっと幸せになれるなら、そのほうがいいと思うだけ」

　友情は永遠に続かなければいけないものではないし、終わってしまったからといって偽物になるわけじゃない。

　俺にとって、ヒナと過ごした時間はとても大事なもので、楽しいものだった。

　その価値は、俺がどういう在り方を選ぼうとも変わらない。

　ただ、それだけだ。

「じゃあ、大和君は本当に柊さんと今の関係になってるの、いい状態だと思うの？」

　嘘を許さない、真っ直ぐな結朱の瞳ひとみ。

　それを見て、俺はもう一度自分の心と向き合った。

「もちろんだ。けど──それと同時に、後味の悪さみたいなものは確かにあるよ。後悔も未練もないけど……なんだろうね、この歯がゆさは」

　妙な気持ち悪さは確かにあるのに、その正体が分からない。

　昔に戻りたいわけでも、袂たもとを分かった決断を悔いているわけでもないのに。

　心のどこかにまだ抜けていない棘とげがあるような、そんな感覚。

「それは……」

　一瞬、何かを言いかけて、結朱は躊ちゆう躇ちよするように口を閉じる。

「結朱？」

　訝いぶかしんだ俺が名前を呼ぶと、彼女は一つだけ小さく溜め息を吐いてから、ゆっくりと言葉を紡いだ。

「……それは、大和君にやり残したことがあるからじゃない？」

「やり残し？」

　問い返す俺に、結朱は答える。

「うん、やり残し。大和君にも、柊さんにも」

　言ってから、結朱は身体の角度を変えて、俺の胸元に頭を預けてきた。

「……ま、正直なところ、私としては気付いてもらいたくないんだけども」

「なんだそりゃ」

　矛盾する結朱の言葉に困惑する俺だったが、胸元から顔を上げた彼女は既に普段の表情に戻っていて、内心は読み取れなかった。

「これ以上はノーコメント。自分で考えて。さ、仕事するよー」

「お、おう」

　その、あまりの平常運転っぷりに流されて、俺はつい頷うなずいてしまった。

　俺も台本のチェックに戻りながらも……結朱の言ったことに思考を巡らせる。

　やり残したこと、か。

　確かにその言葉は、俺の胸にすとんと落ちてきた。

　なら、それに向き合うのが、あの時ヒナとの関係を終わらせた俺の責任なのかもしれないと──そう思った。







　体育館に、バスケットボールを弾ませる音が響く。

「さすがにそろそろ連敗を止めねえとな」

　オフェンス側に立った俺が宣言すると、ディフェンスに入った桜庭が不敵に笑った。

「受けて立つよ」

　自信に満ちた表情しやがって、コノヤロウ。

　俺はゆったりとしたペースからいきなりギアを上げ、桜庭をドライブで抜こうとする。

　が、その程度の緩急で揺さぶられるほど桜庭も下手じゃない。

　素早くこっちの進路に入り、ドライブを止めようとしてきた。

　このままではファウルになる。俺は中に切り込むのを諦あきらめて外に逃げた。

　ここからでも、俺には３Ｐがある。

「くっ……！」

　フェイントか本気か、桜庭が悩むように一瞬だけ動きを止めた。

　だが、俺にとってはそれで十分。

　桜庭が決断を下すよりも早く俺は跳躍し、弧を描く軌道でシュートを放った。

　ぱす、と軽い音を立ててゴールに入るボール。

「よっしゃ！　ようやく勝てたな」

　思わずガッツポーズをする俺に、桜庭は顔をしかめた。

「やられた。絶対また３Ｐに見せかけて、内に切り込んでくると思ったよ」

「俺もそこまでワンパターンじゃないってことさ」

　ようやく連敗の雪辱が果たせて上機嫌な俺である。

「ほら男子ふたりー。決着付いたなら本読みやるよー」

　体育館のステージから、ヒナが俺たちを呼んできた。

「ここまでだな。悪いが勝ち逃げさせてもらおう」

　俺がそう告げると、桜庭も頷いた。

「仕方ない、明日あしたまで勝負は預けよう。練習、付き合ってくれて助かったよ」

　バスケ部がようやく文化祭モードに入ってから一週間が経った。

　準備は順調に進んでいるものの、本来の部活が完全に停止してしまったため、桜庭の腕が錆さび付かないよう、隙を見ては彼の練習に付き合っている。

「いえいえ、王子様の助けになれたようで何よりです」

　俺がそう返すと、彼も苦笑した。

「やめてくれ。そういうの柄じゃないんだから」

　舞台における彼の役割は、王子様。

　本人は柄じゃないとか言っているが、これ以上のハマり役もない。

「なんなら、和泉が代わるか？」

「勘弁してくれ」

　桜庭の言葉を、俺は肩を竦すくめて受け流した。

「お疲れ様、大和君」

　ステージの上に向かうと、既に待機していた結朱が声を掛けてきた。

「おう。で、今日はどこを読むんだ？」

　訊たずねると、結朱は台本を開いて見せてくれた。

「大和君は継まま母はは役だね。ついでに意地悪な姉役も」

「女役二連続か……なかなか気持ち悪い出来になりそうだな」

　自分の台詞せりふを確認して、俺はつい顔をしかめた。

「仕方ないよ、私たちはただの代役だし。その時にいない人の分を代わりに読むだけなんだから」

　そう、俺たちの仕事は他の準備でいない人の代打。

　本番で演じる役者が流れを覚えるために、台本を読むだけの仕事だ。

「……ま、そうだな。こればっかりはしょうがないか」

　俺が前向きに気持ちを切り替えると、結朱もにこっと笑った。

「そうだよ。私も大臣とナレーションの二役だからね。一緒に頑張ろう」

「ちょっと待ってください。俺がそっちの役でいいんじゃないですかね」

　どう考えても配役が逆じゃね？　と思う俺に、結朱は不思議そうな顔をした。

「え、でも大和君って絶対に大臣まで出世しないし、継母のほうが感情移入しやすいんじゃないかなって」

「お気遣いいただいて恐縮だが、継母になる可能性のほうが低いんだわ。確実に大臣のほうが感情移入できるよ」

　俺の将来性をどう評価してくれてるんだ、こいつは。

「あと大和君は陰キャだから、台詞多いナレーション役は噛かむかなって」

「そっちの気遣いは満点なんだけどなあ」

　ゼロか百しかない女である。

　呆あきれていると、結朱は他に気になることがあるのか、俺の耳元に唇を寄せてきた。

「ところで……国江さんは大丈夫なの？」

　結朱の言葉に、俺もステージの隅に視線を動かす。

　そこには、ガチガチに緊張した様子で台本を凝視する国江さんの姿があった。

　彼女の配役は、魔法使い。

　物語において、とても重要な役回りだ。

「大丈夫じゃないけど……バスケ部の方針らしい。どうもこれを機に度胸を付けてほしいみたいで」

　どうも国江さんは練習では上手うまいのに、本番で力を出せない典型的なタイプである。

　バスケ部が演劇をやるのは舞台度胸を付けるためということだが、まさに彼女のような選手を育てるためなのだろう。

「ま、ヒナがいるならなんとかなるだろ」

　あいつも元は国江さんと同じ人見知り。一番気持ちを分かってあげられるだろう。

「むー……」

　と、結朱がなんか不服そうに唸うなっていた。

　しまった。どうやらまた『俺、あいつのこと分かってる』感の判定に引っかかってしまったらしい。

「それに、可愛くて気遣いができて友達を作るのが得意な結朱ちゃんもいるからな。万全の体制よ」

　慌ててフォローをすると、結朱も満足そうに頷いた。

「よし。明らかにとってつけた感じだったけど、まあギリギリセーフとします」

　ふぅ……助かった。

「じゃあ、そろそろ読み合わせを始めますか」

　結朱がそう呼びかけると、他の面子メンツも姿勢を正した。

「昔々、あるところにシンデレラという少女がいました」

　そのナレーションをきっかけに、物語が始まる。

　最初の台詞は、俺。

「シンデレラ！　もう舞踏会へ行くためのドレスは仕上がったのかしら？」

　継母の台詞を棒読みで読み上げると、結朱がぷるぷると震えているのが横目に見えた。

　笑いを堪こらえてやがるな、こいつめ……あとで見ていろ。

「申し訳ありません、お母様。まだ出来ていなくて──」

　ヒナの台詞が続く。

　そこから魔法使いが登場し、かぼちゃの馬車が現れ、舞踏会へ向かう。

　そこで王子と出会い、ガラスの靴を置いて去って行くという流れ。

　物語を通しで読み合わせると、俺たちは台本を置いた。

　反省会の始まりである。

　真っ先に口を開いたのは、結朱。

「うん。とりあえず大和君の配役は変えようか。普通にキモくて集中できない」

「それは誰よりも俺が思ってるからね！」

　踏ふんだり蹴けったりとはこのことである。

「にしても、みんな噛み噛みだったね。通しで練習するより、まずそれぞれの台詞をちゃんと言えるようにならないと駄目かな、これは」

　ヒナが苦笑してそうまとめると、桜庭も頷いた。

「賛成。このままじゃ練習にならないしな。国江さんもそれでいいかな？」

「は、はい」

　急に水を向けられた国江さんは、錆び付いたブリキ人形のようにぎこちない動作で頷く。

　そこで桜庭が全体を見回した。

「というわけで、ここからは個人練習にしよう。三十分したらもう一度全体練習を挟むから、そのつもりで練習してくれ」

　という指示の下、俺たちは一いつ旦たん解散することになった。







「さて、俺はどうするかな」

　各々が個人練習を始める中、やることのない俺は、ぽつんと一人になってしまった。

　気配り上手な結朱は他の人の自主練に付き合っているようだが、俺はそこまで親身に付き合う相手もいないしなあ。

　とはいえ、何もしないでいるのも手持ち無ぶ沙さ汰ただ。

「……小道具の確認でもするか」

　裏方の手伝いも俺の仕事だ。

　そう思い、俺は舞台袖そでの扉を開くと、細い通路へと入っていく。

　通路には様々な大道具に小道具、衣装などがごたごたと置かれていた。

「乱雑だなあ、ここ」

　思わず溜ため息を吐いた。

　位置的に、この通路はステージの真下に当たる。

　上手から捌はけた役者が下手から登場したり、ここで早着替えを行ったりと、そういう場所として存在したらしいが、あまりにも便利すぎて物置と化してしまったとか。

「大和」

　通路の埃ほこりっぽさに顔をしかめていると、不意に背後から名前を呼ばれる。

　振り返ると、そこにいたのはヒナだった。

「ヒナ、どうした？」

「小谷さんの件でちょっとね」

　ああ、その話か。

　細かい事情は話してないので、色々と聞きに来たのだろう。

「すまんな、面倒事を頼んで」

「ううん。それはいいんだけど……訳あり？　だよね」

　どこまで踏み込んでいいか判断しかねているような顔のヒナ。

「まあな。あんまり関係ない相手のほうが話しやすいこともあるかと思って」

「それなら確かに私が適任かも。小谷さん、よくバスケ部のほうに顔を出してたから、私とも多少顔見知りではあるし。近すぎず遠すぎずって感じかな」

　絶妙に話しやすい立ち位置だな、大当たりを引いたかもしれん。

「細かいことを俺から言うわけにはいかないけど……ま、憂さ晴らしに付き合ってやってくれ」

「ん、了解」

　面倒事を押しつけられたというのに、どこか嬉うれしそうなヒナ。

「……なんか上機嫌だな？」

　不思議に思って訊ねると、彼女も素直に頷うなずいた。

「そりゃ、人間関係に関することで大和に頼られるなんて、昔じゃ考えられなかったなって思ってさ」

　確かに、あの人見知りのヒナにこんなことを頼むとは、俺も思いもしなかった。

「ま、今じゃ俺よりずっと頼りになるからな」

　肩を竦めて答えると、ヒナは面白そうに俺の顔を覗のぞき込んできた。

「あはは。そりゃ、今の大和は七峰さんにべったりで、他の人には全然関わろうとしないもんね？」

「ちょっと待ってください。なんかそれだと俺が結朱しか目に入ってない男みたいに聞こえるんですけど」

「え、違うの？」

「違うよ!?」

　いやまあ、偽物カップルをやっている以上、周囲には勘違いされていたほうがいいわけだが、それはそれとしてバカップル扱いは本意ではない。

「そうかなあ？　じゃ、これはなに？」

　と、ヒナが見せてきたのはスマホの画面。

　見れば、そこには結朱に耳かきをされている俺の姿が──。

「うおっ!?　なんでお前がこんなもん持ってる!?」

「いや、小谷さんに接触してみたら、話の流れでこれをもらってさ」

「小谷からだと……？　なんであいつがわざわざ」

　確かに、これは小谷たちリア充グループの面々に結朱が送ったものだが、どうしてわざわざ。

「さあ？　なんか私が大和とも知り合いだって言ったら、面白いものを見せてあげるって言って、この写真くれたんだ」

　おおぅ……小谷め、そういうことか。

　多分、あいつは俺とヒナの関係を疑ったんだ。

　そして、ヒナが俺にモーションをかけないよう、釘くぎを刺すために結朱といちゃついてる写真を送ったのだろう。友達想いの奴め！

「で、もう一回聞くけど、今の大和って七峰さんにべったりだよね？」

「いやそれは……」

　露骨に口ごもる俺である。駄目だ、今何を言っても説得力が欠片かけらもない。

「それに、こうやって他人の人間関係にまた口を挟んでるのも、七峰さんのためだったりするんでしょ？」

「………………」

「あ、図星だ。いや、ほんと恋愛してる時の大和ってそんな感じなんだね。意外なような、予想通りのような」

　俺が否定しないのをいいことに、楽しそうに語るヒナ。

　一瞬、本当は付き合ってねえよとバラしてやろうと思ったが、なんとか理性で堪こらえる。

「ぐっ……随分と饒じよう舌ぜつになったじゃねえの」

「大和のおかげだね、ありがと。お礼に惚のろ気けでも聞いてあげようか？　ほら、今の大和って彼女の可愛さを惚気る相手もいなそうだし、私が聞いてあげてもいいよ？」

　恨みがましい俺の言葉に、ヒナは上機嫌で返す。調子に乗りやがって。

「そうだな、せっかくだから聞いてもらうか。やっぱりまず、結朱は最初からコミュ力が高いところがいいよね。手が掛からないっていうか」

　俺が本当に語り始めると、ヒナはニヤニヤしながら頷いていた。

「ほうほう」

「話もうまいし、直接話すと緊張するからって、電話でリハビリしなくてもいいし」

「……んん？」

　なにか思うところがあったのか、ヒナは軽く小首を傾げた。

　構わず、俺は大好きな結朱ちゃんの惚気を続ける。

「あと、人形越しなら話せるかもとか言って、腹話術を鍛え始めたりもしないしなー」
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「ねえそれ私の黒歴史だよね!?」

「何のことだ？　俺はただ大好きな結朱について惚気ているだけだが。やっぱり普通に会話ができる女子はいいわ。学校に特大のテディベアを持っていって、その人形越しに話をするような女は──」

「や、やめて！　その黒歴史は思い出させないで！」

　頭を抱えて悶もだえるヒナ。

　ちなみに今の惚気とはまったく、本当に、これっぽっちも関係のない話だが、偶然にもヒナは内気を克服しようと迷走した結果、単なる内気な少女から、メルヘンな腹話術師にグレードアップするという、超絶怒ど濤とうの黒歴史を持っていたりする。

「おいおい、惚気を聞いてくれるんじゃなかったのか？　口から砂糖吐くほど甘い惚気がまだまだあったんだが」

「惚気じゃないよ！　砂糖菓子の中に致死量の毒薬が仕込んであったからね！」

　顔を真っ赤にしてよろめき、壁に手を付くヒナ。

「うぅ……これ一度思い出すとしばらく引きずるんだからね。大和のいじわる、昔はもっと優しかったのに」

　さっきまでの調子の良さはどこへやら、ヒナは涙目で俺を睨にらんできた。

「やかましい。お前こそ、昔はもっと大人しくて性格よかったぞ」

　軽く睨み合ってから、その不毛さに二人で溜め息を吐く。

「良くも悪くも、お互いに変わったね」

「悪いことのほうが多い気がしてきたがな」

　苦笑するヒナに、俺は肩を竦すくめてみせた。

「あはは。なら、いいことも多いって思えるように頑張るよ。小谷さんのことは私に任せて」

　彼女は真っ直ぐに背筋を伸ばして、そう請け負ってくれる。

「ああ。頼んだ」

　ヒナを頼もしいと思う反面、少し寂しい気持ちもある。

　もう、ヒナには俺は必要ないんだなという実感が、今更ながら湧いてきたせいだろう。

「あ、それと──」

「分かってる。写真は消すし、私と大和のことは他の人に言わないようにって小谷さんにも言ってあるから。いたずらに広めて、変な目で見られたくないしね」

「……ああ」

　こうして言葉がなくても気持ちが伝わるのは、確かに俺たちの積み重ねで──だけど、懐かしいその以心伝心が、逆に今の二人を隔てる溝の深さを際立たせた。

　埋まらないものがここにあるということも、お互いに伝わってしまうから。

「じゃ、そろそろ戻るね。私も練習しなきゃ」

「分かった。わざわざ時間取ってもらってありがとな」

　踵きびすを返し、通路から出ていくヒナを見送りながら、思う。

「……時間、経ったんだな」

　改めて感じた、一年という時間の重み。

　もう何もかも終わってしまった中で、やり残したこととはなんなのか。

　それはまだ、見えてこなかった。







　ステージ下の通路で小道具の確認を行い、そろそろ二度目の全体練習の時間になったところで、俺は地上に戻ることにした。

「あ、大和君。どこ行ってたの？」

　舞台袖そでを抜けてステージに入るなり、結朱が目め敏ざとく俺を見つけた。

「ステージ下でちょっとな」

　説明も面倒だったので曖あい昧まいに答えると、結朱は何故かじとっとした目を向けてきた。

「そういえば、さっき柊さんもそっちに向かったような……ふーん」

　おおう、なんか適当に答えた部分が想像以上の悪手になってしまったぞ。

「いやほら……小谷のことでちょっと」

　慌てて説明するが、結朱の誤解は解けないようで、じとっとした視線は消えなかった。

「へー、じゃあなんで一回曖昧に誤魔化したの？　内容的にも、私に話すべきことだと思うけど」

「それに関してはぐうの音も出ないが、コミュ力のない陰キャの部分が出てしまったとしか言いようがないよね」

　そこそこ重要な情報でも、聞かれなければ答えないという気が利かない男である。

「なるほど、それなら仕方ない。陰キャの大和君に酷なことを要求してしまったね」

　苦しい言い訳かと思ったが、結朱はあっさり納得した。

「おい、そこで素直に頷かれるのは、それはそれで腹立つんだが」

「いやだって、ものすごい説得力だったし。なるほど、確かに真っ先に考えるべき可能性だったね。反省」

　うんうんと頷く結朱。

　ものすごく腹が立つが、自分で言い出したことの上に事実だから反論のしようがない。

　一つ言えるのは、自分で言う分にはいいけど、人に言われるとむかつくよねってことだ。

「そうっすね。コミュ力ない陰キャで申し訳ないっす」

「まあまあ、そう拗すねないで。大丈夫、コミュ力がない大和君のことも私は大好きだよ？」

　ふて腐れる俺を見て、結朱がよしよしと頭を撫なでてきやがった。

「おい、なんだその完かん璧ぺきな子ども扱い」

「大丈夫。ちょっと子どもっぽい大和君も私は大好きだよ？」

「陰キャはともかく、子どもっぽいのは自認してねえぞコラ」

　一歩引いて結朱の魔の手から逃れると、彼女は残念そうに肩を竦めた。

「むぅ……溢あふれる私の母性を見せつけられる場面だったのに、もう終わりか」

「母性ってこんなにイラッとくるようなものじゃないと思う」

　これから練習だというのに、出鼻を挫くじかれた感が半端じゃない。

　そう思いつつも自分の台本を用意していると、体育館の入り口が開く音が聞こえてきた。

「あ、いたいた。おーい、柊。ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

　目を向けると、やってきたのは女子バスケ部の二年生だった。

「どうしました、西にし宮みや先輩」

　応じるヒナに、西宮先輩は困ったような表情を向けた。

「ちょっと作業で詰まっちゃったところがあってね」

　バスケ部では、文化祭を通してリーダーシップを発揮できる人間を見み出いだすため、あえて一年生に指揮を執らせているのだとか。

　主役を張っていることから分かるように、今年は男子が桜庭、女子はヒナがリーダー役を担っている。

　なので、こうして彼女に指示を仰ぎに来たらしい。

「舞台用の衣装、演劇部が貸し出せないらしいの。どうも自分のところの劇で使うらしくてさ。で、どうしようかなって。レンタルの発注出していい？」

　ヒナは少しだけ考えた後、頷うなずいた。

「そういう事情なら仕方ありませんね……レンタルを頼みましょう」

「いや、待て」

　と、その判断に俺は口を挟んだ。

「どうしたの？　大和」

　ここで俺が喋しやべるとは思わなかったのか、ヒナは目を丸くした。

「文化祭の当日はハロウィンだろう。商業の衣装レンタルは多分混むぞ。トラブルも起きやすいだろうし、そもそも借りられるか怪しい」

「あー……確かに」

　盲点だったと言わんばかりに顔をしかめるヒナ。

　そこで結朱がスマホを取り出し、何かを検索する。

「ほんとだ。お店のＨＰ見たら、もうハロウィンの日は予約済みで埋まってる」

「うわ、どうしよう。手作りにする？」

　西宮先輩も、予想外の事態に困惑しながら、次善策を探る。

　それに対して、桜庭が首を横に振った。

「いえ、無理でしょう。ただでさえスケジュールが厳しいのに、その作業時間を確保するのは難しいし……何よりまともなものができるとは思えない」

　桜庭は眉み間けんに皺しわを寄せ、国江さんも無言ながら不安そうに周囲を見ていた。

　俺はパンと手を叩たたき、音で全員の注目を集める。

「落ち着け。ハロウィンということは、コスプレの需要も高いが、それに見合うだけの供給もあるはずだ。結朱、この近くに服飾系の専門学校はあるか？」

　訊たずねると、結朱はすぐにスマホの操作を始めた。

「待って。えと……うん、短大を含めれば三件ある」

　その結果を聞いて、俺は頷いて語り始めた。

「この時季だ。それだけあれば、どこかでハロウィン用のドレスや衣装を試験の課題として作っているところも見つかるだろう。連絡して、衣装を借りられないか頼もう」

　俺の言葉に、ヒナは不安そうな顔をした。

「けど、シンデレラなのにハロウィン用のドレスって……大丈夫なのかな？」

「今回は学校全体がハロウィンをコンセプトにしてるからな。むしろ普通のシンデレラよりは合うだろう。ただ、台本の変更は必要かもしれないから、演劇部に連絡を取ること。誰か異議のある人は？」

　訊ねるも、手を挙げる人間はいなかった。

「じゃ、可決で。先輩は専門学校と短大への連絡をお願いします。ヒナと国江さんは演劇部に状況の通達。結朱は保険として、まだ間に合いそうな衣装レンタルがあるか探してくれ。桜庭はバスケ部にコンセプトの変更を周知してほしい」

「分かった。それで行こう」

　ヒナが頷くと、全員が動き始めた。

　さて、俺は教師にでも話を通しておくか。

「大和君」

　みんなに一歩遅れて俺も動き出そうとした時、途中で立ち止まっていた結朱が、俺の名前を呼んだ。

「どうした、結朱。何か分からないところでもあったか？」

「……ううん」

　見れば、彼女は何故か少し複雑そうな顔をしている。

　そのまま、言うか言うまいか悩むように間を空けた後、結局彼女は口を開いた。

「この前のバスケの試合の時とかも思ったけどさ、大和君ってこうやって人をまとめたり動かしたりするの、意外と得意だよね」

「……まあ、昔取った杵きね柄づかってやつだな」

　答えながら、俺は少し複雑な気分になった。

　結朱に言われて気付いたが、今のはちょっと前に出すぎたかもしれない。

「こういうの、半端にこなせちゃうのが俺の悪いところなんだろうけどね」

　最後までやりきれないのに手を出して、結局他人を振り回すことになる。

「けど、生き生きしてるように見えたよ？」

　どこかからかうような結朱の言葉。

「勘弁してくれ。ほら、仕事するぞ」

　顔をしかめて彼女の言葉を否定すると、俺は踵を返す。

　その時だった。

　ぽすん、と軽い音を立てて、結朱が後ろから抱きついてくる。

「お、おい」

　完全に不意打ちが入り、俺は動揺してしまう。

　これはまたからかわれると思ったが、結朱はいつまで経っても離す気配がなく、それどころか、俺の身体に回した手にぎゅっと力を込めた。

　そこで、俺も少し冷静さを取り戻す。

「どうした、何かあったのか？」

　振り返っても、結朱は俺の背中に自分の額を当てていて、表情は見えない。

　だけど、なんとなく結朱が普通じゃないことは分かった。

「……あった。けど言わない」

　どこか拗ねたような、甘えるような声が直接背中に響いてくる。

「そうかい」

　俺は小さく溜ため息を吐くと、力を抜いて結朱にされるがままになった。

　こいつは変なところで意地っ張りだから、言わないと決めたら言わないのだろう。

　俺にできるのは、こいつが自分から言う気になるまで、こうやって甘えさせるくらいのことだ。

「大和君」

　しばらくして、結朱がぽつりと俺の名前を呼んだ。

「なんだ？」

「文化祭終わったら、また二人でゲームやろうね」

「急だな。まあ、言われなくてもやるけど」

　今更と思えるような誘いに、俺は当然の答えを返した。

「またあの文芸部室で、二人でやろうね。約束だよ？」

「ああ」

　結朱の意図が分からないながらも、異存はないので頷く。

　と、それで満足したのか、結朱は俺から離れた。

「……ん！　復活！」

　言うなり、いつもの明るい笑顔を見せる結朱。

「もういいのか？」

　一応、無理してないかと思って結朱の顔をじっと見ると、彼女は何故かにやっと笑った。

「なあに？　私が離れちゃって残念？」

「あほか」

　くそ、心配したのが馬鹿らしくなったわ。

「いやいや、無理しなくていいよ？　ほらほら、今度は大和君から抱き締めてくれれば、私はいくらでも応じますけど？」

　バッと両手を広げて、受け入れ態勢に入る結朱。

「……じゃ、衣装レンタルの店のチェック頼む。それなりに量があるから、近場で見つからなかったら諦あきらめてもいいぞ」

「あ、仕事の話に戻した。素直じゃないなあ、まったく」

　俺が完全スルーしたのが分かると、結朱は頬を膨らませた。

「いいから働くぞ。とりあえず俺は職員室行くから」

「了解。行ってらっしゃい」

　ひらひらと手を振る結朱に見送られ、俺は体育館を出た。







　交渉と折衝、調査と説得。

　多少のトラブルはあったものの、最終下校時刻ギリギリになって、俺たちは全ての段取りを整えることに成功した。

「ありがとうございましたー」

　俺は軽く会釈をして職員室を出る。

「つっかれたあ……」

　結構早く片付くかと思ったが、予想外に時間が掛かってしまった。

　やっぱり外部の人間を巻き込もうとすると、連絡事項に苦労するね。

「早く帰ってゲームやりたい……」

　こういう時はＲＰＧのレベル上げに限る。

　適当なラジオでも流しながら、何も考えずにレベル上げ作業をこなすことでストレスを発散するのだ。

　前に結朱に言ったら、理解できないと言われたけど。

　バスケ部時代もストレスが溜まると延々シュート練習をしていたし、俺は無心でルーチンワークをこなすことで精神の安定を保つタイプの人間らしい。

「あ、大和。お疲れ」

　そんなことを考えながら廊下を歩いていると、ヒナが歩いてきた。

「お疲れ。演劇部の説得、大変だっただろ」

　そう労ねぎらうと、ヒナは笑みを浮かべた。

「ううん。演劇部も事情は分かってくれてるし、こっちは簡単なものだったよ。それより、大和のほうが大変だったでしょ。うちの顧問、頑固だから」

　さっきまでやりとりしていた先生の顔を思い出し、俺は苦虫を噛かみつぶしたような表情をしてしまった。

「まあな。部外者が主導して計画変えようっていうんだから、風当たりは強いさ。ぶっちゃけ、担当間違えたなと思ったわ」

　リーダーシップのある部員を発掘しようとしているのに、部外者主導で計画変更というのは先生的にアウトだったらしく、話を通すのにやたら苦労した。

「まったく、あんな教師だと知っていたら、桜庭かヒナにでも説得は任せたのに」

「大変だったね」

　苦笑を浮かべるヒナ。

「ほんとだよ。今度から、ああいう場面があったらヒナに任すからな」

「いやいや、それより大和がバスケ部に入るって手もあるけど？」

　面白そうに言ってくるヒナに、俺は渋面を浮かべた。

「ないっつってるだろ。隙あらば勧誘してくるね、お前は」

「そりゃあもう。部員が増えれば部費も増えるし、仕事も楽になるし、うちはいつでも大歓迎だからね。なんなら幽霊部員でもいいよ」

「完全に部費を増やすためじゃねえか……」

　じとっとした目で見ると、ヒナはおかしそうにくすくすと笑った。

「冗談だって。大和には大好きな彼女がいるもんね？　バスケやってる暇があったら、七峰さんと一緒にいたいんでしょ」

「ぐっ……まあ好きに解釈してくれ」

　不本意な誤解だが、仮にもカップルを名乗っている以上、ここで否定するわけにもいかない。

　俺は深々と溜め息を吐き、自業自得の誤解を受け入れた。

　その時、開け放たれていた廊下の窓から、晩秋の冷たい風が吹き込む。

「わ、寒いね」

「もう夜だしな」

　窓の外を見ると、すっかり日が沈み、夜空には星々が輝いていた。

「なんか、こうやって大和と星を見てると、初めて会った頃を思い出すね」

　ふと、ヒナが懐かしむように笑った。

「ああ。ヒナが一人で千羽鶴折ってた時か」

　夕方の教室で孤独に折り紙を折り続けるヒナ。

　それがなんだか放っておけなくて、俺は彼女に声を掛けたんだった。

「あの後、家まで送っていってる時、何を話し掛けてもヒナがほとんど反応しなくて困ったっけ」

　全く話が弾まず、二人して星空をぼんやり眺めながら家路を辿たどったのだ。

　そんな過去を思い出すと、ヒナが少し赤くなる。

「き、緊張してたんだって。友達と一緒に下校っていうのも初めてだったし……ましてや男の子なんて」

「そうなのか？　俺はすっげえ警戒されてるなと思ってへこんでたんだが」

　気まずい沈黙に負けて、必死に話題を探していたのも、今ではいい思い出である。

「私もいっぱいいっぱいだったんだよ。一緒に千羽鶴折って、帰りに二人で話して……」

「それを見たクラスメイトにからかわれたりしてな」

　あの頃、俺とヒナが付き合っているという噂が流れたりもした。

　その話を振ると、彼女も思い出したようで、こくこくと頷うなずいてみせる。

「あったあった。正直、私も大和は私のこと好きだったんじゃないかと思って、ドキドキしてた時期もあったんだよね」

「お、なんだ。脈ありだったのか？」

「ううん。人をフッたことないから、どうやって断ろうってドキドキ」

「そっちかい。笑っちゃうほど脈なしだな」

　ほっとしたような脱力したような気分になっていると、ヒナはおかしそうに笑った。

「あはは。私たちはそういう関係じゃなかったでしょ」

「まあ、そうだけど」

　俺が頷いたところで、会話が途切れる。

　やがて、窓の外の夜空に目を向けながら、ヒナが語り始めた。

「……でも、じゃあどういう関係だったんだろうね、私たち」

　そうして、彼女は初めて決定的なことに切り込んできた。

「………………」

「私は、親友だと思ってた。一番仲がよくて、大和にならなんでも話せて、喧けん嘩かしても仲直りできると思ってた」

　俺もだ、と返そうとしたものの、言葉が出てこない。

　その関係を裏切ったのは、紛まぎれもなく俺だったから。

「まさか、喧嘩もできない関係だったとは思わなかったけど」

　寂しそうな彼女の笑みに、胸が締め付けられる。

「私ね、大和にずっと聞きたかったことがあるんだ」

　真っ直ぐ、ヒナは俺の目を見つめてきた。

　彼女が聞きたいことなんて、一年前から分かっている。

　改めて、俺は考えた。

　一年前、傷つけてしまったヒナに、どんな答えを返すか。どう答えたら、傷つけないで軟着陸できるか。

「けど、今は聞かない」

　緊張する俺を透かすように、ヒナは静かにそう言った。

「……なんでだ」

　訊たずねると、彼女は少し寂しそうな笑みを浮かべた。

「私が知りたいのは、大和の本心だから。私を傷つけないように配慮した答えなんていらないよ」

「──────」

　見抜かれていたことに、ドキッとする。

　確かに今、俺は本心でヒナにぶつかろうとしなかった。

「だから私、今は聞かない。大和がまたちゃんと私と向き合ってくれるまで──あの頃みたいになるまで」

　決然とした表情で告げられた、ヒナの言葉。

　ああ──そうか。

　ようやく分かった。この居心地の悪さの正体が。

「ヒナ……俺は」

　結朱にも言った通り、俺は友情が終わることは悪いことじゃないと思っている。

　だけど──俺たちはまだ終わっていないのだ。

　最後の最後、喧嘩もしないまま、互いの本心も言わないまま離れた結果、終わることもできなくなっていたのだ。

　ヒナも俺も、ずっと抱えたものがあって、そこに囚とらわれているのだから。

「あ、日菜乃ちゃん。さっき演劇部の人が台本の修正……終わったって……」

　仕事の報告をしに来た国江さんが、言葉の途中で俺たちの空気に気付いたらしく、硬直した。

「す、すみません……邪魔しましたか？」

　途端に、萎い縮しゆくしてしまう国江さん。

　こうなれば、もう話を続けるわけにもいかない。

　俺たちは剥むき出しになった過去を無理やり心に仕舞うと、国江さんに笑顔を向ける。

「ううん。ちょっと思い出話をしてただけ。それより、台本どうなった？」

　ヒナが率先してフォローに回る。

「えと、ハロウィンバージョンの変更完了だって……明日あしたの朝に印刷して渡すから取りにきてって……」

　おずおずとした国江さんの報告。俺も笑顔で彼女を労うことに。

「お疲れ、国江さん。わざわざ報告してくれて助かるよ。じゃ、取りに行くのは俺の仕事かね」

　そう確認すると、ヒナもさっきまでの真剣さを消した笑顔で応じた。

「そうだね、お願い。あ、どうせなら七峰さんと一緒に取りに行ったら？　また仕事中にいちゃつかれても困るし、二人の時間を作ったらいいよ」

「大きなお世話だ。そして俺は結朱といちゃついた覚えなどない」

「「え？」」

「おい、ユニゾンで疑問を呈するな！」

　素すでキョトンとしたヒナと国江さんを睨にらむ。

「あはは、ごめんって。じゃ、私たちもう帰るから、また明日ね」

「お、お疲れ様でした」

　手を振るヒナと、会釈をしてくる国江さん。

「ああ、また明日な」

　俺は去って行く二人が廊下の角に消えていくまで見送り、小さく溜ため息を吐いた。

　そして、結朱の言葉を思い出す。

「……やり残したこと、か。言い得て妙だな」

　失敗したことでも、間違ったことでもなく、やり残した──これからまだやるべきことがあるということ。

　結局、あいつが一番分かっていたのかもしれない。

　あの時、終わらなかったものを終わらせる。

　それが、俺の役割だと。
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「はー、今日も疲れたね。ヒナ、帰りにコンビニ寄っていこうか」

　女バスの友人が、練習終わりにそう誘ってくれる。

「いいね、私もお腹空すいちゃった」

　バスケットボールを片付けながら、日ひ菜な乃のも笑顔でそう答えた。

　大和やまとと出会ってから数カ月。

　日菜乃にはすっかり友達も出来て、前みたいに孤立することはなくなった。

　とはいえ、大和より親しい相手もいないが。

「あ、そうだ。ちょっと大和も誘っていい？」

　日菜乃がそう提案すると、友人はにやりと意味深な笑みを浮かべた。

「いいけど、それだと私が邪魔にならない？　ヒナは和泉いずみと二人のほうがいいでしょ？」

「そ、そんなことないから！」

　この手のことでからかわれるのに慣れていない日菜乃は、すぐに真っ赤になってしまう。

　その反応が面白くてからかわれているのは分かっているが、だとしても自分を取り繕えるほど日菜乃は器用ではない。

「はいはい。じゃ、誘ってきな？　ボールの片付け、こっちでやっておくから」

「うん、ありがと」

　友人に感謝しつつ、日菜乃は男バスのコートへと向かう。

　すると、大和は一人でシュート練習をしているようだった。

「………………」

　最近、大和は一人でシュート練習をすることが多くなった。

　笑わず、淡々と、無心でゴールにシュートを打つ。

「えと……」

　どこか近寄りがたいその姿に、日菜乃は声を掛けていいものかどうか迷った。

　そのまま、大和がシュートを打ち続ける光景を見ていると、不意にリングに嫌われたボールが、こっちのほうに飛んできた。

「うわ、大外れ……と、ヒナ」

　そこで大和は、初めて日菜乃の存在に気付いたらしい。

「ボール拾ってくれたのか？　ありがとな」

　パッと、いつもの明るい笑みを浮かべる大和。

　それを見て、日菜乃は少しほっとする。

　気のせいだ、さっき大和が纏まとっていた近寄りがたい雰囲気なんて。

「えと、もうそろそろみんな帰るから、大和も誘いに来たんだけど」

　そう誘うと、大和は少しだけ考える仕草を見せてから、首を横に振った。

「んー、俺はもうちょい練習していくよ」

「そっか。残念」

　思わずしゅんとしてしまう日菜乃だったが、対照的に大和は明るかった。

「ま、ヒナにも随分と友達が出来たからな。俺がわざわざ付いていかなくたって、もう大丈夫だろ？」

　言われて、日菜乃ははにかみながら頷いた。

「うん。大和のおかげ」

「いやいや、ヒナがいい奴だからだよ。みんなそれに気付いただけだ。けど、ここまで安心できるなら、俺ももう隠居してもいいかもしれんな」

「隠居って……具体的に何する気なの？」

　呆あきれる日菜乃に、大和はほんの少しだけ真剣味を帯びた表情を浮かべた。

「そうだなあ。とりあえずバスケ部でも辞めてみるか。それで一日中だらだらとゲーム三ざん昧まいなんてのもいいかも」

「だ、駄目だよ、そんなの！」

　慌てて止める日菜乃。

　と、あまりにも必死すぎたのか、大和は苦笑を浮かべた。

「冗談だって」

「わ、分かってるけど……」

　空気が読めない奴みたいになってしまって、日菜乃は赤くなって俯うつむく。

　冗談……そう、冗談のはずだ。

　なのに、一瞬だけ本気に見えてしまった。

「ヒナー、もう行くよー！」

　その時、片付けを終えた女バスの友人が、いつまでも話し込む日菜乃に声を掛けてきた。

「呼んでるぞ、行ってこい」

「う、うん。大和も自主練頑張ってね」

「おう」

　持ちっぱなしだったボールを彼に手渡し、日菜乃は友人の下へ歩いていく。

　途中、振り返って盗み見た大和の後ろ姿は、やはりどこか近寄りがたいものがあった。
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「……気のせいだって。ただの冗談なんだから」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやき、日菜乃は前に向き直った。




　──その不安が気のせいじゃなかったことを知ったのは、全てが終わった後だった。
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　目まぐるしく準備の日々は過ぎ去る。

　大小様々なトラブルに振り回される毎日は意外と楽しいものだったが、そんな時間もとうとう終わりを告げた。

　今日は十月三十日。

　ハロウィン文化祭本番がやってきたのである。

「みんな、いよいよ今日という日がやってきたな！」

　喫茶店に改造された教室の真ん中で、ジャックオランタンが声を掛けていた。

　もちろん、中身は生なま瀬せである。

　今日は全生徒がハロウィン関連のコスプレを義務づけられているため、彼はあの格好をしているのだ。

　ちなみに、俺に用意されたのは何故か神父の服装。

　悪魔払いに来た退魔師エクソシストという設定らしい。

「トラブルも起きるだろうけど、みんなで乗り切ろう！　開店するぞ！」

　彼の合図で、喫茶店がオープンした。

　いよいよと思うと、俺もちょっと気分が高揚する。

「へい、そこの神父さん」

　店が開くなり、何者かが俺に声を掛けてきた。

　振り向くと、そこにいたのはやたら露出度の高い悪魔娘。

　ぴょんと生えた角と、肩と太ももがばっちり見える丈の短いワンピース。背中に付いたコウモリのような羽。

　コスプレをした結ゆ朱ずである。

「出たな、悪魔。俺の前に姿を見せるとは愚かな」

「悪魔じゃなくてヴァンパイアだからね」

　首に掛けた十字架を見せつけるが、吸血鬼はまるで怯ひるんだ様子もなく堂々と胸を張った。

　割と『ある』結朱だけあって、丈の短いワンピースから胸の谷間が見えている。

「どう、これ？　可愛くない？　可愛いよね」

　俺に自分の格好を見せつけてくる結朱。

「……ちょっと露出多くないか？　さすがに目のやり場に困るんだが」

　胸の谷間に吸い寄せられそうになる視線を逸そらすと、結朱が面白いおもちゃを見つけたように嫌な笑みを浮かべた。

「おやおやー？　聖職者の割りに邪念に満ちているようだね、大和やまと君。ねえねえ、私のこと見てドキドキしちゃう？」

　痛いところを衝つかれた俺は、歯は噛がみをしながら結朱を睨み返した。

「うっさい。つかお前、これから客引きだろ。そんな格好で行ったら、変な男に絡まれるぞ。あと普通に寒いだろ」

　自分の正当性を主張する俺だが、何故か結朱の余裕は崩れない。

「ほーう。つまり、他の男に私のこんな格好を見られるのは嫌だと。ヤキモチ焼きだなあ、大和君は」

「どういう解釈だ！」

　俺が思いっきり否定すると、結朱は教室の隅に置いてあった予備のマントと帽子を持ってくる。

「強情だね。なら、そんな大和君に一つ選ばせてあげよう。ここでヤキモチを焼いていると認めるのなら、私は吸血鬼の格好をやめて露出の少ない魔女コスプレをしてあげる。認めなければこのまま。さて、どうする？」

　楽しそうに二択を突きつけてくる結朱。

　そんな彼女の言葉を無視して、俺は教室の窓を少しだけ開けた。

　途端に、十月末の冷たい風が結朱に浴びせられる。

「寒っ!?」

　思いっきり身を竦すくめて寒さに震える結朱。

「だから言っただろ。そのマントを使わないと風邪引くぞ」

　しかし、結朱はぷるぷる震えながらも、決して頷うなずこうとはしなかった。

「け、けど……大和君がヤキモチと認めてくれないと、私はこのマント使えないし」

「急にストイックに自分を追い込むじゃん。なんだその縛りは」

「さ、さあ早くヤキモチを……くしゅん！」

「分かった、分かったから。俺もうすっげえ妬やいてます。他の男に結朱ちゃんのそんな姿を見られたくないです。お願いですから魔女になってください」

「しょうがないなあ、もう！」

　俺の降伏を聞いた瞬間、というかもう『お願いですから』のあたりでマントにくるまり始める結朱。

「大和君は本当に私のことが大好きだね。あと束縛も強め」

「あはは、結朱は魔女になりきるのが上手うまいなあ。人の優しさをこんな歪ゆがんだ解釈ができるなんて、魔女以外にありえねえよ」

　笑顔で皮肉を返すと、結朱も最高の笑顔を向けてきた。

「うふふ、そういう大和君は神父に向いてないね？　だって平気で嘘吐くもん。本当はヤキモチを焼いているのに、無理やり他の口実を作って着替えさせるなんて。駄目だよ、神父さんはもっと正直者じゃなきゃ」

「あはは」

「うふふ」

　笑顔のまま、カップルらしからぬ睨にらみ合いをする俺たち。

「……ねえ、そこのバカップル。邪魔だから早くビラでも配りに行ってくれない？」

　振り向くと、そこには結朱と同じく魔女のコスプレをした小こ谷たにが、呆れた様子でこっちを見ていた。

「誰がバカップル……って、魔女コスプレすげえ似合うな小谷」

　すらっとしたスタイルと華のある雰囲気が、黒を基調とした魔女衣装に、やたら似合っている。

　思わず素直な感想が口を衝いた俺に対して、隣の結朱が脇腹をつついてきた。

「おーい、私にもそういう褒め言葉が欲しかったんだけど？　しかも、できれば亜あ妃きより先に欲しかったんだけどー？」

　ぷにぷにぷに！　と俺の脇腹を人差し指で連打してくる結朱。

「やめい。さっき褒めただろ、中身は魔女そのものだって」

「褒め言葉じゃないし！　なんだよー、本当にいじけるぞー」

　割と結朱にとっては大問題だったのか、怒るのを通り越してしゅんとしてしまった。

「ああもう悪かったよ。結朱ちゃんが一番です」

「ならばよし！」

　コロッと機嫌が直る結朱。面倒なんだか簡単なんだか分からない奴だ。

「……で、バカップルの当て馬に使われたあたしはどうすればいいの？」

　気付けば、小谷はものすごく冷ややかな目で俺たちを見つめていた。

「いや、別に当て馬にしたわけじゃ──」

「あーもういいって。またそこからいちゃつかれちゃ堪たまらないし、そもそも和泉いずみに褒められても特に嬉うれしくないから」

　弁解しかけた俺を、小谷は手を振って遮った。

「だから、さっさとビラ配りに行きなよ。あたしも……ちゃんと、褒めてほしい人のところに行くし」

「小谷……」

　少し照れたような小谷の言葉に、思わず俺は目を丸くした。

「じゃ、お言葉に甘えて。行こうか、大和君。変な人にナンパされないようにボディガードよろしく」

　そこで結朱は、俺の手を引いて教室の外に歩き出した。

　俺もテーブルの上に置いてあったビラを抱えると、彼女に付いていく。

「小谷、諦あきらめないことにしたんだな」

　廊下に出たところで、俺はぽつりと呟く。

　既に客で賑にぎわう校内は騒がしかったが、ちゃんと結朱には届いたようで、小さく笑った。

「うん。柊ひいらぎさんに感謝しなきゃね。亜妃、うまく落ち着いてくれたみたい」

　悔しいような、嬉しいような、複雑そうな顔をする結朱。

　そんな彼女の魔女帽子を、ぽんと撫なでる。

「それだけじゃないだろ？　ちゃんと、お前たちの力でもある」

　励ますと、彼女は軽くはにかんだ。

「そだね。みんな文化祭で忙しかったけど、それでも繋つなぎ止めようとしてたから。その中で生まれたものも……きっとある」

　ヒナがガス抜きをしてくれたのは、ただのきっかけ。

　小谷を繋ぎ止めたのは、結朱たちの間にある絆きずなだ。

「……ねえ」

　そこでふと、結朱が一瞬だけ真剣な表情をした。

「なんだ？」

「大和君は、失敗した友達と──ううん、なんでもない」

　言葉の途中で、結朱は首を横に振った。

「結朱？」

　訝いぶかる俺に、結朱はさっきまでの真剣さを霧散させ、笑みを見せた。

「いや、気にしないで。それより、早くビラを配ろっか。大和君も私とのデートは少しでも長くしたいでしょ？」

「いや、別にそこは長くなくてもいいけど……まあ、仕事が早く終わるに越したことはないな」

　俺がそう頷くと、結朱は苦笑を浮かべた。

「ほんと、大和君は素直じゃないね」

「やかましい」

　そうして、俺たちは仕事を始めるのだった。







　来場者にビラを配っては結朱に群がるナンパを排除し、配っては排除し、とハードワークを繰り返すこと三十分。

「やっと終わったね。お疲れ、大和君」

「おう」

　ようやく全てのビラを配り終えた俺たちは、解放感に包まれて小さくハイタッチをする。

　俺と結朱はバスケ部の手伝いまでしていたということで、本番の今日は割と余裕のあるスケジュールをもらっているのだ。これでしばらく遊べる。

「せっかく自由になったけど、どうする？　どっか行きたい場所あるか？」

　訊たずねると、結朱もうーんと考え始める。

「どうしよ。私も準備で忙しくてリサーチできてないからなあ。誰かに聞ければ……あ、ちょうどいいところに」

　結朱が視線を向けた先を見ると、そこには例のかぼちゃ頭が。

「おーい、啓けい吾ご」

　結朱が呼びかけると、かぼちゃ頭は振り返った後、早足でこっちに来た。

　そして、手に持っていたスケッチブックに何か書くと、俺たちに見せてくる。

『中の人の名前で呼ばないように。今の俺はジャック、もしくはかぼちゃ君と呼んでくれ』

「いいけど、なんで筆談なんだ」

　俺が訊ねると、自称ジャックはまたペンでスケッチブックに何かを書いて見せてくる。

『俺はこの文化祭のマスコット枠だから、世界観を守るために喋しやべってはいけないんだ』

「某夢の国のネズミみたいだな……お前、見回り担当だろ」

『トラブルが起きた時だけは喋ってもいいんだ。けど、それ以外では決して喋らん』

　妙なプロ意識を見せるかぼちゃ君であった。

　俺が感心と呆あきれが等分にブレンドされた感情でマスコットを見ていると、結朱が待ちきれないように本題に入る。

「ねえ、啓……じゃなかった。かぼちゃ君ならこの文化祭の出し物把握してるでしょ？　カップルで行くのにおすすめの店とかない？」

　問われたジャックは、またさらさらとペンを動かした。

『それなら、占いの館やかたがいいんじゃないか？　二年Ａ組でやってるはずだ』

「占い……いいね、大和君！」

　女子らしく占い好きの一面が出たようで、テンションを上げる結朱。

　俺も特に異存はないが、思わずお互いの格好を見比べてしまう。

「まあいいけど、魔女と神父の相性占いって変な感じだな」

「じゃあヴァンパイアに戻る？」

「相性に全く変化起きないよね、それ」

　そんな話をしていると、ジャックがまたスケッチブックを見せてきた。

『喜んでいただけたようで何よりだ。じゃあ、俺は仕事に戻る』

「ん、お疲れ」

「またね、かぼちゃ君」

　手を上げて去って行くジャックを見送ると、俺たちは占いをやっている二年生の教室へと向かった。

　幸か不幸か、この学校もそこまでカップルで溢あふれてはいないらしく、俺たちはすんなりと占い部屋に入ることができた。

「いらっしゃいませ……って、あんたたちか」

　中で占い師をやっていたのは、バスケ部の西にし宮みや先輩だった。

「ここ、先輩のクラスだったんですね。その節はどうも」

　俺が会釈すると、先輩は砕けた笑みを浮かべた。

「和泉と七なな峰みねだっけ？　あんたたちには世話になったね。お礼と言ってはなんだけど、タダで占ってあげよう」

「え、いいんですか？　じゃあお願いします」

　ニコニコ笑顔で、ちゃっかり厚意を受け取る結朱。

　これで嫌みにならないのは愛あい嬌きようというか、人徳というか。

「じゃあ、ここに生年月日と星座を書いて」

　西宮先輩が差し出してきた紙に、俺たちはそれぞれのプロフィールを書き込む。

　先輩はそれを見てから、タロットカードを使って占いを始めた。

「うー……不安だなあ」

　その間、結朱がぽつりと呟つぶやいた。

「なんだ、いつも通り自信満々かと思ったら、意外だな」

　どうせまた、「私くらいになると、相性占いすら完かん璧ぺきなもんだよ」とか言い出すと思ったのに。

「いやだって、私ってどう考えても大和君にはもったいないくらいいい女でしょ？　だから、そのもったいない分を差し引かれるんじゃないかなって」

「……むしろ、お前の本性に耐えてるストレスの分だけ、相性から差し引かれる気がしてならねえわ」

　隙あらば小競り合いをする俺たちをよそに、西宮先輩は占いを終わらせた。

「よし、出た。二人の相性は……『六〇％』ね」

「差し引かれた！」

「差し引かれたな……」

　めちゃくちゃ微妙な結果に、俺たちは同じようで真逆な感想を抱いた。

　そんな反応が不思議だったのか、先輩はコホンと咳せき払ばらいをしてから解説を始める。

「まず、基本的な相性はいいわ。ただ、お互いに色々と曖あい昧まいにして誤魔化したり、なあなあにして逃げてたりする部分が多すぎるみたい。建て前を捨てて、一度正面からぶつかってみるべきでは？」

「………………」

「………………」

　なんか……何とは言わないが、偽物カップルの俺たちには、色々とクリティカルヒットしてしまい、思わず黙り込んだ。

　怖いぞこの占い、本物だわ。

　こう……それこそお互いに曖昧にしてきた部分を、ガッツリ突きつけてくるというか。

「まあほら、これもあくまで占いだから」

　その沈黙を、俺たちがへこんでいると受け取ったのか、西宮先輩は取り繕うような笑みを浮かべた。

「占いは現時点での相性。逆に言えば、あと四〇％は伸び代があるってことだから。今でもラブラブなのに、これから更に四〇％の上積みなんて、最高じゃない？」

「そ、そうですね。これからが楽しみです」

　結朱も引き攣つった笑みを浮かべる。

「で、では、四〇％の上積みを得るために他の出し物に行ってきます……」

　占いに恐れをなした俺は、早々に撤退しようと立ち上がった。

「そうするのがいいと思うよ。あ、そうだ。二人はもうバスケ部の仕事はないだろうけど、劇は見に来てよ」

　その言葉に、俺と結朱は頷うなずいた。

　せっかくだし、俺も自分が関わった舞台くらいはちゃんと見たいと思っていたし。

「はい、もちろんです。じゃ、俺たちはそろそろ失礼します」

「ありがとうございました、先輩」

　俺たちは軽く会釈すると、占い部屋を出た。

　途端、深く息を吐く。

「いやー……怖いところだったな、何がとは言わないけど」

「ほんと……怖いところだったね、何がとは言えないけど」

　お互い、恐怖の占い師に戦せん慄りつしていた。

　もう揃そろって占いなんか行かないぞと心に決めたところで、窓の外から砂糖と小麦粉の焼ける甘い匂いが漂ってきた。

「あ、なんかいい匂い……クレープかな？」

　結朱も同じ匂いに気付いたようで、窓の外に目を向けた。

　いつもの見慣れた校庭には屋台が建ち並び、お祭りの非日常感をこれでもかというほど演出している。

「行ってみるか？」

「うん！」

　元気よく頷く結朱と一緒に、俺は校庭へと下りていく。

　すると、校舎内以上に人でごった返しており、俺たちは思わず立ち往生した。

「わ、すごい人混み。はぐれちゃいそう」

　男の俺はともかく、結朱は少し不安そうだった。

「そうだな。ちゃんと俺の後ろに付いてこいよ」

　少しでも空すいているルートを探していると、結朱が不満そうにこっちを覗のぞき込んできた。

「後ろじゃはぐれちゃいそうだなー。こう、もっとしっかりはぐれないように工夫してくれないとなー？　あるはずなんだけどなー、簡単な方法が」

　なんかものすごく強い自己主張が来た。

「確かにそうだな。よし、じゃあ俺が一人で買ってくるから、結朱はここで待ってろ」

「なんでそうなるかな！」

　合理的な返答をしたのだが、結朱はとってもご立腹だった。

「いや、それが一番簡単かなって」

「どう考えても手を繋つなぐタイミングでしょ！　奥手な大和君でも手を繋げるようにアシストしてあげたのに、なんでスルーするのさ！」

「すまん。お膳ぜん立だてされてる感にイラッときたから、つい」

「この六〇％彼氏！　そういうところだよ！」

「おい、六〇％の責任を俺だけに押しつけるな！　お前も含めての六〇％だぞ！」

　過失割合を押しつけ合う醜い二人である。

　とはいえ、せっかくの文化祭なのに、こんな会話のドッジボールを続けるのは不毛だ。

　ここは俺が大人になって、この六〇％彼女に合わせてやろう。

「分かったよ、もう……ほら、手を繋いでいこう」

　俺が手を差し出すと、さっきまで睨にらみ合いをしていたとは思えないほど、結朱は表情をコロッと笑顔に切り替えて、手を握り返してきた。

「まったく、初めからそうすればいいのに、大和君はしょうがないなあ。けど、これで六一％くらいにはなれたと思うよ？」

「残り三九％か。道のりは長いな」

　苦笑して歩き出すと、横に並んだ結朱は、それとなく手の繋ぎ方を指と指を絡ませるカップル繋ぎに変更させる。

「……いや、なんかこの繋ぎ方を人前でするのって、すげえ恥ずかしいな」

　元来が陰キャな俺は、こんな人混みの空間で露骨なカップル繋ぎをすることに照れてしまう。

　が、陽キャ全開のナルシストである結朱は、心底楽しそうだった。

「それはもったいない。私みたいな可愛い彼女と公衆の面前でいちゃつけるんだから、恥ずかしがるよりも自慢に思わないと損だよ？」

「そうか。その理屈なら、お前は自慢にならない彼氏を連れてるんだから、もう少し肩身の狭い感じで歩いたほうがいいぞ」

「すごい斬新な発想の卑屈さ！　でも大丈夫。私は私であるだけで自慢の存在だからね！」

　自己肯定力が強すぎる彼女であった。

　そんな話をしながら、俺たちは甘い匂いを撒まき散らしていたクレープ屋の行列に並ぶ。

「……なあ、行列に並んでる最中は別に手を繋がなくてもいいんじゃないか？」

　ふと真理に気付いた俺が手から力を抜くと、結朱はそれを補うようにきゅっと手に力を込めた。

「いやいや、何事もそうやって油断している時が一番危ないんだって。行列だからこそ、はぐれないようにしっかり手を繋ぐ。これ鉄則」

　尤もつともらしい表情で言ってのける結朱。

「そんなもんですかね？」

「そんなもんですよ」

　そんなもんだというのなら仕方がない。

　俺もそれ以上抗議することなく、結朱の手を握ったまま行列が進むのを待った。

　そうして俺たちは無事にクレープを買い（支払いの時まで手を繋ぐ縛りをさせられた）、二人で食べ歩きすることに。

「あ、意外と美味おいしい」

　期待以上の味だったのか、少し嬉うれしそうな結朱。

　俺も自分の分を食べてみる。

　綺き麗れいに焼けたクレープ生地の味に、バニラアイスと桃のトッピングがよくマッチしていて、確かに意外と本格的だった。

「本当だ。文化祭の屋台だと舐なめてたけど、案外美味うまいな」

　思わず感心していると、結朱が自分の分のクレープを俺に差し出してきた。

「ねえ、大和君。一口交換しない？」

「ああ、いいぞ。そっちも美味そうだし」

　結朱のクレープは、チョコアイスにホイップクリームとオレンジをたっぷり載せた一品である。

「はい、あーん」

　当然のように食べさせようとしてくる結朱。

　普段なら断るところだが、右手は自分のクレープを持っているし、左手は結朱と繋いだままである。これは仕方ないな、うん。

「じゃあ……」

　自分の中で理由付けが完了すると、結朱のクレープを食べようとする。

　その時だった。

　人波に押された通行人が、結朱の背中にぶつかる。

「きゃっ!?」

「あ、すみません」

　通行人は軽く会釈をすると、そのまま人波に流されるように去っていった。

「びっくりした、もう……あ」

　結朱も怪我がないようだったが、すぐに俺の顔を見て引き攣った表情を見せた。

　そう──今の衝撃で、俺の顔には思いっきり結朱のクレープが叩たたき込まれたのである。

「だ、大丈夫？」

「めっちゃ甘いです」

　ホイップクリームが口から頬にかけて、べっとりとくっついている俺であった。

　奇くしくも味見という目的は達成できたものの、被害が大きすぎる。

「えっと、拭ふくもの拭くもの……」

　この時ばかりは繋いでいた手を離して、結朱は自分のポケットを漁あさる。

　その間、周囲の目が気になった俺は人混みに背を向けて、なるべく人の少ない校庭の隅に顔を向けた。

　そこには、俺たちと同じようにクレープを食べているカップルが。

「あ、ねえねえ、ほっぺにクリームついてるよー」

　鼻に掛かった甘い声を出すカップルの女。

　こっちは見事、あーんの儀式に成功したらしく、彼氏の頬には常識的な量のクリームしか付いていなかった。

「マジで？　取ってよ」

　彼氏が顔を彼女のほうに向けると、彼女は「しょうがないなあ」と嬉しげに呟つぶやいてから、クリームの付いた頬にキスをして舐め取っていた。

「はい、取れた」

「さんきゅ」

　いやあ……本物のカップルはやっぱり違うな。

　感心しながらも、なんかこれ以上見ていると胸焼けしそうだったので、結朱のほうに顔を戻す。

　と、彼女は顔を真っ赤にして俺とカップルを見比べていた。

「あ、あれをやるのはさすがに無理だからね!?」

　どうやら俺がじっとカップルを見ていたのが、同じことをやってほしいと催促しているように見えたらしい。

「いやいや、やれって言ってないし！」

「目が言ってる！」

「言ってねえよ！　俺の目は俺に似て控え目な陰キャだわ！」

「で、でも、どうしてもって言うなら挑戦しなくもないけど……！」

「言わないから！」

「なんだとー！　このへたれ！　意気地なし！」

「どうしろと!?」

　急に理不尽な物言いになるのだった。







　ちょっとしたトラブルがありつつも、俺と結朱は思う存分文化祭を回り、やがて時間が来たところでバスケ部の下に顔を出すことにした。

「舞台の本番前だし、私の可愛さでリラックスさせてあげるのが最後の仕事だね」

　体育館に向かう最中、謎の張り切りを見せる結朱。

　まあ、コミュ力のある結朱なら、確かに上手うまくみんなの緊張を解ほぐしてくれるだろう。

　そんな話をしながら体育館に入ると、演劇部がステージに上がっているのが見えた。

　演目は『ロミオとジュリエット』か……まあ、シンデレラと衣装が被かぶってるわな。

「バスケ部はどこにいるって？」

「ステージ下の通路。大道具とかの最後の確認をしてるみたい」

　俺たちは目立たないよう、こっそりと体育館脇に入り、そこから下の通路に入った。

　さて、緊張してる顔でも見てやるか、と少し意地悪な楽しみを覚えた時だった。

　──ドシン！

　大きな音とここまで響く衝撃が通路の先から聞こえてくる。

「颯そう太た!?」

　悲鳴に近い小谷の声。

　俺と結朱は顔を見合わせて、奥に進む。

　すると、通路の真ん中にセットの書き割りが倒れているのが見えた。

「どうした!?」

　俺と結朱が小走りで近づくと、顔を真っ青にしたヒナがこっちに振り返った。

「大和……！　今、ここに置いてあった書き割りが誰かの衣装に引っかかって倒れて、早さ苗なえが下敷きになりそうになったんだけど……そこに桜さくら庭ば君が飛び込んで」

「二人とも下敷きか……！　おい、持ち上げるぞ！」

　俺が周りに声を掛けると、凍り付いていた部員たちも我に返ったらしく、書き割りに近づいてきた。

「ゆっくり持ち上げるぞ。せーの！」

　一斉に持ち上げると、中から国くに江えさんと、彼女を守るように覆い被さった桜庭の姿が出てきた。

「颯太、大丈夫!?」

　俺たちが書き割りをどかしている間、小谷が桜庭に駆け寄る。

「ああ、大丈夫。でも、せっかく応援してきてくれたのに……痛っ！」

　言いながら、桜庭は足を押さえる。

　見れば、彼のふくらはぎがざっくりと裂け、出血していた。

　俺はハッとして書き割りに目を向ける。

　すると、書き割りの隅にはちゃんと打たれていない、出っ張った釘くぎがあった。

　これに足を引っかけたか……！

「どいて、亜妃。手当てする」

　いつの間にか『演劇部備品』と書かれた救急箱を持ってきた結朱が、桜庭のところに駆け寄る。

「止血するね」

「すまん、助かる」

　大人しく結朱の手当てを受ける桜庭。

「……早苗？」

　その時、彼の隣でずっと黙り込んでいた国江さんに、ヒナが声を掛けた。

「日ひ菜な乃のちゃん……」

　国江さんは痛みを堪こらえるように顔をしかめ、手首を押さえていた。

「もしかして、手首痛いの？」

「うん……頭庇かばった時に打ったかも」

「大変じゃない。あとから腫はれてくるかも……ちょっと見せて」

　ヒナは真剣な表情で国江さんの治療を始めた。

　本番前にこのトラブル。極めてまずい状況だな。

　大怪我じゃないのはいいが、舞台に参加できるか早めに確かめなければ。

「結朱、桜庭の具合は？」

　ひとまず、俺はより重傷である桜庭の具合を確認することに。

　すると、治療に当たっていた結朱が険しい顔で口を開いた。

「傷は浅い……けど範囲が広いから、動くと開くと思う」

　見れば、桜庭の足には止血用の包帯が巻かれて、傷口を圧迫させられていた。

「騒がせてすまないが、見た目ほど派手な怪我じゃないし、問題ないよ」

　この後の展開を予想したのか、桜庭は鬼気迫る表情で無事をアピールしてきた。

「颯太、無理しないで」

　小谷が心配そうに桜庭を窘たしなめる。

　その言葉で、桜庭は気勢をそがれたように黙り込んだ。

　そこに、俺も言葉を投げかける。

「気概は買うが、出血を伴う怪我じゃ教師の許可が下りないだろう。このまま桜庭が出れば、お前が出血した途端に舞台は中止になる。それでもやるかい？」

　残酷な現実を突きつけると、桜庭は苦渋に満ちた表情で考え込んだ後、ゆっくりと息を吐いた。

「……無理だな。少なくとも、今日の舞台は」

　桜庭がここで冷静な判断をできる男でよかった。

「名誉の負傷だ、無理するな。お前が庇わなかったら、そこの釘が国江さんにぶっ刺さってたかもしれないし」

　そうフォローすると、桜庭は少しだけ表情を和らげた。

「ああ、そうだな。それに比べたら、この状況はまだマシだ。和泉、あとを任せていいか？」

「……ま、仕方ない。頼りないかもしれないが、引き受けよう」

　俺が請け負うと、桜庭はどこか安心したように笑った。

「和泉ならなんとかしてくれるさ、俺を出し抜いた男だしな」

　前にバスケ賭と博ばくで嵌はめようとした時のことを言っているのは、すぐに分かった。

「おや、根に持ってる？」

「少しな。だから今回は遠慮なく厄介事を押しつけさせてもらおう」

　冗談めかした俺に、同じ調子で頷うなずく桜庭。

「そこを持ち出されたら頑張らざるを得ないな。小谷、桜庭を保健室に連れていってくれ」

「わ、分かった」

　成り行きを見ていた小谷が、俺の指示で桜庭に肩を貸し、保健室へ向かっていく。

　残りは、国江さんか。

「ヒナ、国江さんはどうだ？」

　訊たずねると、ヒナは渋面を浮かべて首を横に振った。

「厳しいかも。こういうのは少し経ってから腫れてくることもあるし、様子を見ないと」

「そうか……」

　捻ねん挫ざや骨折などは、後から痛みが強くなって気付くことも多い。

　今の時点でも痛みがあるのなら、下手に動かして悪化させるわけにもいかないし、国江さんも今日は不参加とするしかないだろう。

「王子と魔法使いがいなくなるなんて……」

「これで劇が成立するの？　今日、中止じゃない？」

「せっかくここまで頑張ってきたのに……」

　バスケ部員たちにも動揺が走る。

　俺は一つ溜ため息を吐くと、思いっきり自分の手を打って乾いた音を鳴らした。

　唐突な破裂音に、部員たちの意識がこっちに吸い寄せられる。

「はい、注目。ここで動揺してても仕方ない。できない理由探しをするより、どうやったらできるようになるのかを考えよう」

　そう呼びかけた俺に、ヒナが反応する。

「それはそうだけど……どうするの？」

　不安そうなヒナの問いかけを受け、俺はバスケ部全体を見回す。

「とにかく代役を立てないと話にならない。誰か、裏方の奴で王子か魔法使いの台詞せりふが全部頭に入ってる奴はいないか？」

　駄目元で確かめてみるが、さすがに挙手する奴はいなかった。

　当然と言えば当然か。今回は初動で躓つまずいたこともあり、みんな自分の役割をこなすので精一杯だったろうから。

　となると、当てにできるのは一人か。

「仕方ない。なら俺が片方やる」

　部外者ながら立候補した俺に、ヒナが目を丸くする。

「大和……できるの？」

「ああ。読み合わせで色んな役をやらされたからな。一通りの台詞は覚えてる」

　陰キャの俺としてはあんまり望ましくはないが、非常事態だ。

　桜庭とも約束してしまったし、この際やりきろう。

「じゃあ、俺が王子──」

「私が王子をやる！」

　と、俺が締めに入りかけたところで、唐突に誰かが立候補してくる。

　声のしたほうを見ると、挙手をしていたのは結朱だった。

「結朱……？　お前、できるのか？」

　予想外のところから来た候補者に驚く俺に、結朱は真剣な表情で頷いた。

「もちろん。私だって大和君と一緒に読み合わせをしてたからね。バスケ部じゃないからさっきは遠慮したけど、大和君が参加するなら私も参加していいでしょ」

　言われてみれば確かにそうだが……それにしても引っかかる。

「結朱が王子？」

　明らかに配役が違うだろ、と思ったが、結朱は申し訳なさそうに頷いた。

「うん。悪いけど、王子役の台詞しか頭に入ってないし。大和君は魔法使いの台詞も覚えてるんでしょ？」

「それなら仕方ないけど……」

　俺ですらどっちの台詞も覚えているのに、自他共に認める才色兼備な結朱が、魔法使い役の台詞を覚えてないとは意外である。

「まあいい。結朱の王子役も映えそうだしな」

　疑問は残ったものの、ここで揉もめている時間はない。

「時間がない。すぐに空き部屋見つけて練習するぞ！」

　俺の指示で、全員が動き出した。







　やることはあまりにも多く、準備時間はあまりにも少ない。

　無い物ねだりをするほどの余裕すらなく、急いで準備を整えた俺たちは、本番五分前を迎えた。

「『魔法はずっと続いたりはしない。午前零時になったら解けてしまうんだ』……」

　舞台袖そでの薄暗い空間で、俺は何度も台詞の暗唱を繰り返した。

　──演技の勉強は、ずっと前にしたことがある。

　中学に入って、変わろうと決めた時。

　笑顔の作り方、相あい槌づちの打ち方、人前での話し方。

　自分ではない自分になりきるために、必死に練習を繰り返した。

　結局、それは板に付くことなく、最後まで演技で作った性格で終わってしまったけど、まさかそれがここで役に立つとは。

「大和、大丈夫？」

　ふと、初期シンデレラのボロい衣装を着たヒナが、心配そうに声を掛けてくる。

「ああ。ま、なんとかなるだろ」

　俺が半分強がりの笑みを見せると、ヒナはそれでも安あん堵どしたのか、肩から力を抜いた。

「大和がそう言うなら、きっと大丈夫なんだろうね」

「随分と信用してくれるじゃねえか」

「うん。だって今日の大和、中学の頃みたいだったもん」

「………………」

　思わず言葉が出なくなる俺に、ヒナは優しい目を向けた。

「大和がなんとかするって言うなら、きっとなんとかしてくれる。私はそう思ってたし、みんなだってそうだった」

「……買いかぶりだよ。俺は、そんな大層な人間じゃない」

　過大評価を否定する俺に、それでもヒナは表情を変えない。

「そうかもしれないね。けど魔法使い役なら、大和は慣れてるでしょ？　だから今日は大丈夫だよ」

　そのヒナの言葉に、俺は眉まゆ根ねを寄せた。

「慣れてる？　俺は魔法使い役なんか初めてだぞ」

　しかし、ヒナは俺の再度の否定にも首を横に振る。

「ううん。私のこと、変えてくれたもん。一人で千羽鶴を折ってた頃から連れ出して……友達を作らせてくれた。今まで言ったことなかったけど、ずっと感謝してたんだよ」

「……そっか」

　ずきり、と胸が痛む。

　勝手に連れ出して、勝手に離れて、勝手に傷つけた。

　詰なじられることはあれ、感謝されるなんて思っていなかった。

「だから、大和なら大丈夫。魔法使いなら誰よりもうまくできるよ」

「……ああ」

　小さく笑う彼女に、俺も笑い返した。

「ねえみんな、本番前に円陣組もうか」

　ふと、王子の衣装を着た結朱がそんな提案をしてきた。

　男装の麗人という言葉があるが、今の結朱はその言葉がピッタリである。

　そんな華のある彼女の言葉だからか、本番前に緊張している面々も、楽しそうに頷いた。

「いいな、それ」

「やろうやろう」

　集まったバスケ部によって輪が作られる。

　俺とヒナも、その中に入った。

　すると、ヒナの姿を認めた結朱が、少し悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。

「じゃあ、主役のシンデレラに掛け声をやってもらおうかな？」

「わ、私？」

　結朱の無茶振りに、目を白黒させるヒナ。

　昔の彼女なら真っ赤になって黙り込むところだが、今の成長した彼女は、苦笑一つ浮かべただけで無茶振りに頷き、落ち着いた様子で口を開いた。

「じゃあ……まず、直前に大変なトラブルがあったけど、こうしてみんなで乗り越えられたこと、すごく頼もしく思える。だからこのメンバーならきっと成功させられる。桜庭君と早苗の分まで、みんなでしっかりとやり切ろう！　本番、行くよ！」

「「「おう！」」」

　体育会系なノリで気持ちを合わせる。

　──そうして、舞台の幕が開いた。







「昔々、あるところにシンデレラという少女がいました──」

　落ち着いたナレーションとともに、『シンデレラ』が始まった。

「シンデレラ、シンデレラはいる？」

「ここにいますわ、お母様」

　いじわるな継まま母ははと義あ姉ねに扱こき使われるシンデレラ。

「柊さんが気になる？」

　舞台袖から劇を覗のぞいていると、いつの間にか俺の隣には、王子の格好をした結朱が立っていた。

「……別に、自分の出番を気にしてただけだよ」

「そっか」

　咄とつ嗟さに吐いた言葉に、結朱は静かに頷うなずいた。

　きっと、俺が隠した本心にも、彼女は気付いているのに。

「柊さんね、大和君に昔みたいに戻ってほしいんだって。それに、もしかしたら文化祭を通して戻るかもって期待してた」

「………………」

　思わず黙る俺に構わず、結朱は言葉を続けた。

「私も、ちょっと思った。文化祭でリーダーシップを取る大和君を見て……ううん、あの時、バラバラになりそうだった私たちを助けてくれた時から。もしかしたら、これが本来の大和君なんじゃないかって」

「……本来ってなんだよ。普段のほうが素すだっつうんだよ」

　なんとか絞り出した言葉に、結朱は笑みを浮かべた。

「かもね。けど、君は他人のために頑張れる人。それもまた、確かにある大和君の一面」

　いつの間にか、結朱の笑みは少しだけ寂しげなものに変わっていた。

「なんかね、それを私のところだけで閉じ込めていいのかなって……そう思った」

　俺よりもヒナよりも先に、何かの結論を出そうとしている結朱。

　衝動的に、俺は口を開いていた。

「あのな──」

「その時、シンデレラの下に魔法使いが現れたのでした」

　胸を衝つく気持ちを言葉に変える前に、ナレーションが残酷に俺の出番を告げた。

「ほら、行っておいで」

「……ああ」

　見送る結朱に、俺は色んな気持ちを押し殺して頷いた。

　そうして、スポットライトの当たる舞台に出る。

　目の前には、舞踏会に行き遅れて、暗い部屋に一人佇たたずむシンデレラの姿。

「貴方あなたは誰？」

　孤独な少女は、少し怯おびえた目で俺に声を掛けてきた。

　そんな彼女に、俺は笑顔を向ける。

「通りすがりの魔法使いさ。こんなにもめでたい舞踏会の夜だというのに、一人で泣く君を見かけたものでね、気になって会いに来たのさ。何をそんなに泣いているんだい？」

　──懐かしい。

　ふと、そんな感想が俺の中に湧いてきた。

　あの夕日の教室、一人で千羽鶴を折るヒナ。

　その姿が、俺の脳裏をよぎる。

「ええ。こんなにもおめでたい舞踏会が開かれているのに……私にはそこへ行くためのドレスがないの。馬車も、靴も」

　悲しそうに呟つぶやくシンデレラ。

　分かってる。事情を聞いた俺は、彼女をこの暗い部屋から連れ出すのだ。

「では、俺が用意してあげよう。１アインス、２ツヴアイ、３ドライ！」

　そうして俺が大おお袈げ裟さにくるりと杖つえを振ると、舞台が俺を残して暗転する。

「おや？　魔法の調子がおかしいね。うーん、ハロウィンだからかな？　よしよし、せっかくだから、今日という日に合わせようじゃないか。１、２、ハロウィン！」

　再び唱となえると、舞台に照明が蘇よみがえった。

　すると、そこから現れたのは魔女の帽子を被ったかぼちゃの馬車と、黒とオレンジを基調としたハロウィン専用ドレスに着替えたシンデレラ。

「わあ、素敵なドレス」

　自分の衣装に、感動した様子を見せるシンデレラ。

　その髪には、舞台の衣装ではないヘアピンが今もある。

「気に入っていただけたようでなにより。けど、気を付けないといけないよ？　魔法はずっと続いたりはしない。午前零時になったら解けてしまうんだ」

　ああ、だけど心配はいらないのだろう。

　彼女は魔法が解けるまでにきっと自分の足で立って、ハッピーエンドを迎えるのだから。

「分かったわ。気を付ける」

　笑顔で頷くシンデレラ。

「うん。衣装も大事だけど、一番大事なのはその笑顔だよ。せっかく可愛いんだし、俯うつむいてるのはもったいない」

　昔、どこかで口にした言葉アドリブ。

　ヒナはそれに少しだけ驚いた顔をして、柔らかく頷いた。

「……うん。ありがと」

　懐かしい。本当に懐かしい。

　ヒナの手を引いてバスケ部の中に入れたこと。

　その中で、確かに俺たちが親友だったこと。

『大和君は、失敗した友達と──ううん、なんでもない』

　本当は、結朱の言いたかったことも分かっている。

　──失敗した友達と、やり直したいと思わないの？

「では、舞踏会へ向かおう」

　シンデレラをエスコートするために手を差し出すと、彼女はすぐに握り返してきた。

「ええ」

　かつて一度引いて、そして手放した手を、もう一度俺は引く。

　──もしかしたら、もう一度ここからやり直せるのかもしれない。

　結朱が、小谷や桜庭、生瀬とやり直せたように。

　俺にも、もう一度やり直すチャンスが来たのかもしれない。

「では、行ってらっしゃい」

　かぼちゃの馬車に乗り込むシンデレラを見送る。

　そこから先は、語るまでもない。

　ハロウィンの衣装に身を包んだモブたちの中、王子とシンデレラは優雅に踊る。

　結朱は急造とは思えないほどしっかりした演技とダンスで、男装も腹が立つほど様になっていた。

　それから午前零時に魔法が解け、最後は王子がガラスの靴の持ち主を見つけ出して、予定調和のハッピーエンド。

　そうして、俺たちの舞台は終わったのだった。
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　最後の大会が終わり、日ひ菜な乃のはバスケ部を引退した。

　初めこそどうなるかと思ったが、友達も多く出来て、本当に楽しい中学校生活だったと思う。

　心残りはない──ただ一つを除いて。

「………………」

　朝の通学路。

　日菜乃は、いつもの場所で静かに彼を待っていた。

　どうして、という疑問を胸に抱きながら。

「……ヒナ？」

　ふと、彼女を呼ぶ声が聞こえてきた。

　途端に、心臓が跳ねるのを感じる。

　だけど、それを表情に出さず、日菜乃は笑顔で彼に挨あい拶さつをした。

「おはよ、大和やまと」

「……ああ、おはよう」

　どことなく気まずそうな大和。

　それに気付かないふりをして、日菜乃は明るく彼に話を続ける。

「一緒に学校行こっか」

「あー……うん、そうだな」

　歯切れ悪く頷く大和。

　そのまま、話も弾まずに歩き続ける。

「部活引退して、暇になっちゃったね」

「そうだな」

　ヒナが話題を振っても、大和は素っ気ない相あい槌づちだけを一つ返して話題を切る。

　それでも、めげずに話を続けた。

「ねえ、今度バスケ部のみんなで遊びに行こうって計画立ててるんだけど、大和も一緒に行かない？」

　そう誘うと、彼はどこか壁がある笑みを浮かべた。

「うーん……いや、もう受験生だし、やめておくわ」

「……そっか。それじゃ仕方ないね」

「ああ、悪いな。てか、そういや俺日直だったわ。すまん、先に行く」

「あ、うん」

　小走りで学校へ向かう大和を、日菜乃はただ見送る。

　──最初は、本当に受験のせいかと思った。

　いや、そう信じたかった。

　だけど、どんどん……部活を引退してから露骨に。

　大和は日菜乃と距離を取るようになった。

　いや、日菜乃だけではない。

　バスケ部の仲間とも、クラスの友達とも距離を取っている。

　休み時間に見る彼は、ただ自分の席に向かって、ぼんやりと窓の外を眺めているだけだった。

「どうして……」

　分からない。

　何を失敗したのか、何が悪かったのか。

　いっそ、思い切って訊たずねてみようと思ったことも一度や二度じゃない。

　どうして避けるんだ、何が不満なんだと。この胸に宿る怒りと不安を叩たたきつけようと、何度だって思った。

　けど……今に至るまで、それはできていない。

　だって怖いのだ。

　──単に、部活があるから付き合っていただけ。引退した以上、つるむ理由もない。

　大和にそう言われたらと思うと、日菜乃は何も言えなくなる。

　絶対にないと分かっているのに、いざ問いかけを口にしようとした瞬間、その可能性がどうしてもちらつき、日菜乃の喉のどを硬直させるのだ。

「友達だと思ってたの……私だけなのかな」

　なんでも言い合えて、なんでも相談できる相手だと思っていたのに。

　実際は、喧けん嘩かの一つもできない仲だったらしい。

　そのことが、日菜乃にとっては何よりもショックなことだった。
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「お疲れ、みんな。無事に終わってよかったよ」

　俺たちが更衣室代わりの空き部屋で着替えていると、怪我人待遇なのか普通の制服に着替えた桜さくら庭ばがやってきて、笑顔で労ねぎらってくれた。

「颯そう太た、もういいのか？」

「無理するなよ？」

　心配するバスケ部の面々に、笑顔で手を上げる桜庭。

「大丈夫。傷は浅いし、明日あしたには塞ふさがるだろうって。文化祭二日目には、間に合うよ」

　彼がそう言うと、バスケ部は安心したように盛り上がった。

　やはり彼がいるといないでは、周りの盛り上がりが違う。

　こういうとこ、俺では代わりになれない。

「和泉いずみ、今日は助かったよ」

　桜庭は俺のところまで歩いてくると、そう謝意を伝えてきた。

「なに、礼なら結ゆ朱ずに言ってくれ。お前の代わりをしたのはあいつだし」

　あれだけ後は任せろとか言っておきながら、王子役を他の奴にかっ攫さらわれるっていうのは、よく考えると微妙に情けないな、俺。

「ああ。けど、和泉にも同じくらい感謝してるよ」

「いいって。ただの仕事だし。じゃ、俺もう着替え終わったし行くわ」

　少し照れ臭くなった俺は、そう話を打ち切ると、そそくさと更衣室を出る。

　生徒の準備用として用意されたこの四階は、一般客が入れないので、外の賑にぎわいから切り離されている。

　おかげで、一息吐くには最適だ。

「さて、何をするかね」

　一人で文化祭を回る気分にはなれない。

　話をしなければいけない相手がいる。それも、二人。

「……どちらが先に来るか分からないけど、ここで待機してれば通りかかるか」

　そう思っていると、女子が更衣室に使っている部屋のほうから、見覚えのある女子生徒が歩いてきた。

「国くに江えさん」

　声を掛けると、彼女はビクッと肩を跳ねさせた後、俺の顔を見て目を丸くする。

「え、えと、和泉さん……どうも、この度はご迷惑をおかけしまして、代役までさせてしまって」

　ぺこぺこと必死に頭を下げてくる国江さん。

　思わず、俺は苦笑してしまった。

「そんなに萎い縮しゆくしなくていいって。それより、手首は大丈夫なの？」

　俺が顔を上げさせると、彼女は少しだけ緊張の解けた顔で応じた。

「は、はい。ただの打撲だろうって。明日の舞台には出られそうです」

「よかった、それなら俺はお役御免だな。明日頑張ってね」

　俺もほっと胸を撫なで下ろす。

「は、はい！」

　国江さんは俺のエールに強こわ張ばった返事をしたものの、何か気になることでもあるのかすぐに眉まゆ尻じりを下げた。

「あの……話は変わるんですが、日ひ菜な乃のちゃんってどこにいるんでしょう？」

「ん、更衣室にいなかったか？」

「はい。どこにも……手首を固定するのに借りたハンカチを返したいのに、スマホも繋つながらなくて」

　困った様子の国江さん。

　クラスとの連絡に必要だからスマホの持ち込みは許可されたが、万が一にも舞台で鳴らないよう、本番中は電源を切ることが義務だったからな。

　ヒナの奴、電源を入れるの忘れてるんだろうな。

「分かった。俺も捜しておくよ。見つけたら国江さんに連絡入れるように言っとく」

　俺個人の都合としても、先に会うべきなのはヒナだと思う。

　あいつとの決着を付けないと、きっと俺はどこにも進めないから。

「お、お願いします。では、また私も捜しにいきますので」

「ん、気を付けて」

　俺が請け負うと、国江さんはぺこりと会釈をして去っていった。

「ヒナはどこにいるかな……と」

　俺は当てもなく歩き始めた。

　文化祭を見て回っているのかもしれないが、人混みの校内でヒナだけをピンポイントで見つけるのは困難だぞ。せめて、この四階にいればいいんだが。

　どうしたもんかと悩んでいると、見知った顔……というか見知ったかぼちゃを見つけた。

　ちょうどいい。校内の見回りをしているこいつなら、どこかでヒナを見かけているかもしれない。

「おーい、生なま瀬せ」

　声を掛けると、生瀬はかぼちゃ頭のままこっちに振り向く。

　至近距離で見られると、結構怖いものがあるな、これ。

『どうした？』

　世界観を守るため、律儀にスケッチブックでの筆談をしてくる生瀬。

「いや、ヒナを捜してるんだけど、知らないか？」

　訊ねると、生瀬はペンでしゅるしゅると音を立ててスケッチブックに文字を書く。

『体育館のほうに向かったのを見た』

「体育館……なるほど。ありがと、生瀬」

　なんとなく、ヒナの行動が読めてきた。

　俺は生瀬に礼を言うと、小走りで体育館へと向かった。







　今日、舞台の本番前にトラブルが起きた。

　そして舞台は明日もある。

　となると、ヒナの考えることはシンプルで、そしてやることも同じくらいシンプル。

「よう、ヒナ」

　俺がステージ下の通路に入ると、やはりというか、魔女の格好をしたヒナが一人で通路の片付けをしていた。

「大和やまと……どうしてここに？」

「そりゃ、シンデレラが一人で雑用をしてたら、魔法使いが来るのは当然だろ」

　冗談めかして答えると、それが面白かったのか、ヒナはくすりと笑みの欠片かけらを零こぼした。

「今日、危ない事故が起きたからね。明日までに片付けようと思って」

「危ない事故が起きたのに、一人で片付けようとするなっつうの。何かあったらどうするんだ」

　俺が正論で𠮟ると、ヒナは痛いところを衝つかれたのか、首を竦すくめた。

「ん。ごめん、つい」

「スマホの電源も切ったままだし。国江さんも捜してたぞ」

　指摘すると、ヒナはポケットに手を入れて、スマホを取り出した。

「……ほんとだ。すっかり忘れてた」

　ヒナがスマホの電源を入れている間、俺はぐるりと通路を見回した。

　乱雑に積まれた衣装、使わなくなった書き割り、小道具。

　改めて見ると、これはいつ事故が起きても不思議じゃないわ。

　俺は衣装箱に入っていた軍手を取ると、それを装着した。

「よし。じゃ、さっさと終わらせるか。大きいのから片付けるぞ」

　言いながら、俺は書き割りを動かそうとする。

　それを見て、ヒナは何故かきょとんとしていた。

「え……どうして大和が」

「どうしてって、二人でやったほうが早いだろ？」

　答えると、ヒナは少しだけ驚いたように黙った後、柔らかい表情で頷うなずいた。

「……うん。そうだね」

　そうして、二人で作業を始める。

「ヒナは変わったと思ったけど、こういうところは昔から変わらないな」

　一人で千羽鶴を折っていた彼女を思い出しながら、少しからかうように指摘する。

「大和こそ、そういうところは全然変わらないじゃん。さっきの台詞せりふ、初めて会った時にも聞いたし」

「……そうだっけか。成長しないね、俺も」

　今日の舞台だってそうだ。不本意なくせに、気付けば面倒事を背負い込んでいる。

　変わったつもりでも、人間なんかなかなか変われないらしい。

「でも、楽しかったね、あの頃は」

　作業をしたまま、ぽつりとヒナが零す。

「そうだな」

　俺もヒナのほうを見ず、作業をしながら応じた。

「本当に楽しかった……なのに、なんで終わっちゃったのかな」

　沈黙。

　気付けば、ヒナは手を止めてこちらを見ていた。

　俺も、彼女に向き直る。

「ねえ大和。今度こそ聞かせて。どうして──私から離れていったの？」

　本当は一年前にぶつけるべきだった問いかけが、ようやく発せられた。

　一瞬だけ、逡しゆん巡じゆんする。

　どんなことを言っても言い訳になるとか、傷つけないようにしたいとか。

　そんな葛かつ藤とうを飲み込み、俺はヒナに向き合うことにした。

「……正直言うとね、あの頃の俺は、ずっと苦しかったんだ」

「苦しかったって……何が？」

　首を傾げるヒナに、俺は自分の気持ちをゆっくりと明かしていく。

「人と一緒にいることが、さ。興味のない話に相あい槌づちを打つのも、楽しくないのに笑うのも、誰かのために面倒事を引き受けるのも、本当は全部嫌だった。それを繰り返す度に、嘘を吐いてる気分になってたんだ、俺」

　俺にとっては苦しかったことでも、ヒナにとってはきっと宝物のような時間なのだろう。

　そんな彼女の想いを踏みにじるのが嫌で、俺はここまで何も言ってこなかった。

　だが、ヒナならきっと受け止めてくれる。今ならそう信じられた。

「みんなと一緒にいる時、真綿で首を絞められるような息苦しさを感じてたよ。けど、そんな感情は、絶対に認めてはならないものだと思ってた」

　大事な友人や仲間と一緒にいるのに、そんな感情を覚えるなど不徳だと、人としてあってはならないと、ずっと自分に言い聞かせていた。

　だから、それが余計に息苦しくて、そんな裏切りみたいな感情を誰にも話せなくて……俺は誰かといても、いや誰かと一緒にいる時のほうが、酷ひどい孤独を感じていた。

「けど……認めなくても、その感情はずっとそこにある。部活を引退した時、抱えていた責任感と一緒に緊張の糸が切れた。そしたらもう、その感情に逆らえなかったんだ」

　それが、俺とヒナが終わった理由。

　なんて不実なんだろう。

　勝手に連れ出して、勝手に仲良くなって、勝手に突き放した。

「結局のところ、俺はお前と二人で千羽鶴を折っていた時が一番楽しかったんだ。俺にはそれだけでよかったのに」

　必要以上に多くの友人を作る必要なんかなかった。

　大事なものはそんなことではなかったのに、当時の俺は破は綻たんするまで気付かなかった。

「おかしいだろ？　お前のこと、人の輪の中に入れたのは俺だったのに……二人の時間を俺から終わらせたくせに、結局、それが苦しくなって逃げたんだ」

　振り返ってみると、本当に馬鹿な男だ。

「どうして……あの時、それを私に言ってくれなかったの？」

　ヒナは、色んな感情を堪こらえるように、ゆっくりと言葉を絞り出した。

「お前のことを、親友だと思ってたからだ」

　真っ直ぐ、ヒナを見て言う。

「言ったら、お前もまた俺の側に来ちゃうだろ？　本当は人の輪にいたかったのに、我慢して」

「それは……」

　口ごもるヒナ。

　自分でも否定できないと思ったのだろう。

「俺は、それが嫌だったんだ。本当は俺がずっと我慢してればよかったんだろうけど、それはできなかったし……かといって、またヒナを昔みたいに戻したくないと思った」

　──それで離れた。

　シンデレラは既に舞踏会へ向かった。魔法使いの出番は、もうない。

　だから俺たちの物語は、そこで終わったのだ。

「そっか……うん、そっか」

　噛かみしめるように、何度も頷くヒナ。

「悪かったな」

　謝罪の言葉を吐くと、胸の中に刺さっていた棘とげが一つ取れたような気がした。

「ううん、謝るのは私のほう。大和が苦しんでるの、全然気付いてあげられなかった。一番の友達だと思ってたのに、ずっと大和に助けられてきたのに……大和のこと、助けてあげられなかった……あの時、ちゃんと喧けん嘩かしておけばなあ」

　悔やむように、ヒナは深く息を吐いた。

「けど、やっと言えた。喧嘩にはならなかったけど、言いたいこと、ようやく吐き出せた。なんだか少しすっきりしたよ」

　そうして、彼女はどこか晴れやかな笑みを浮かべた。

「ようやく、色んなことが終わった気がする」

「そうだな」

　同じ笑みを、俺も浮かべる。

　終わらなかった俺たちの友情じかんを、終わりに導いてあげられた。

「ねえ大和、これから私たちってどうなるのかな。赤の他人？　それとも友達？」

　少しだけ、期待が入り混じったようなヒナの瞳ひとみ。

　ふと、舞台の最中に感じたことがもう一度頭をよぎる。

　──やり直すチャンスなのかもしれない。

　全てを懺ざん悔げして、もう一度手を取り合って、親友に戻るチャンス。

　きっと今の俺とヒナなら上手うまくいくだろう。変わってしまったことも、変わらなかったことも含めて。

　もう一度二人の関係を、居場所をゼロから作り直すきっかけ。

　それを前に、俺は──

「さあね。お互い、昔とは違うからな。その上で友達になりたいと思えばなればいいし、そうじゃないなら、離れた距離感でいればいい」

　──静かに、その幻想を振り払った。

「淡泊だね」

　苦笑するヒナ。

「悪いが、これが今の俺の距離感ってことらしい。ただ、それでも──」

「うん。それでも、友達だった時の時間がなくなるわけじゃない」

　先回りして、俺と同じ気持ちを言葉で紡ぐヒナ。

　一緒に鶴を折った。バスケ部で練習した。何気ない雑談に花を咲かせた。

　その事実も、そこで得た感情も、何もなくなったりはしない。

「ああ、その通りだ」

　シンデレラは既に舞踏会へ向かった。魔法使いの出番は、もうない。

　──だけど、それは決してバッドエンドじゃない。

　少なくとも、別れた後にシンデレラも魔法使いも幸せになれたのなら、それはきっとハッピーエンドなのだ。

　きっとまたいつかどこかでシンデレラと魔法使いが再会した時、笑って話ができるくらいには。

「大和、ここはもういいよ。行きたい場所、あるんでしょ？」

　やがて、ヒナはどこか吹っ切れたように明るい笑みを浮かべてそう切り出してきた。

「『もういい』って、まだだいぶあるぞ」

　周囲を見回す俺に、ヒナは自分のスマホを見せてくる。

「大丈夫。ちゃんと助けを呼ぶから。今の私が頼れるの、大和だけじゃないからね」

「……そっか」

　彼女の言葉を、少しの寂しさと、それ以上の喜びを以もつて受け止めた。

「なら、遠慮なく行かせてもらう」

「うん。頑張ってね」

　そうして俺は、かつての親友に見送られてステージ下から去るのだった。







　気付けば、俺は当てもなく廊下を走っていた。

　──会いたい。

　ひたすら、その気持ちだけが身体を動かす。

　──会いたい、ただ会いたい。

　結朱の姿を見たい。ちゃんと触れて、その存在を確認したい。

　ヒナとの決着が付いたからだろうか。その衝動が、留め金を外されたように溢あふれてくる。

　しかし、それを躱かわすようにあいつの姿は見つからなかった。

「どこ行ったんだ……」

　息切れしながら、廊下の人混みの中を見回す。

　当然のように繋つながらないスマホ。

　ヒナと同じで、あいつもまた電源を切ったままらしい。

「どうして……」

　どうして、俺に会おうとしない。

　ヒナと違って、うっかり電源を切ったままというわけじゃないだろう。

　あいつは、自分の意志で、俺に会わないように電源を入れていないのだ。

「……ふざけんなっつうんだ」

　歯は噛がみしながら、再び足を動かした。

『なんかね、それを私のところだけで閉じ込めていいのかなって……そう思った』

　あんな寂しい言葉で何かを終わらせて堪たまるか。

　あんな悲しい笑顔のままにさせて堪るか。

　結朱はいつだってそうだ。

　ナルシストのくせに自己中心的じゃなくて、いつだって誰かを楽しませようとして、結局、そのせいでいつも自分が損する形で物事を終わらせようとする。

　なのに、あいつはこれでいいんだと笑ってしまうのだ。

　絶対にいいわけないのに、心の中では泣いているのに、あいつは笑ってしまえるのだ。

　──俺はそんなの、認めない。

「あのナルシストめ……絶対見つけてやる」

　決意に背中を押されて、グラウンドに出る。

　すると、結朱が被かぶっていたのと同じマントの魔女の格好をした後ろ姿を見つけた。

「あれか……!?」

　俺は人混みを縫うように走り、その女子に追いつくなり正面に回り込む。

「え、和泉？」

　だが、そこにいたのは結朱ではない。

　同じコスプレをしていた、小こ谷たにだった。

「ほんとだ、和泉じゃん」

「何か急いでるみたいだったけど、どうしたんだい？」

　彼女の隣には、休憩時間になったらしく素すの格好に戻った生瀬と、足を引きずる桜庭がいた。どうやら三人で文化祭を回っていたらしい。

「いや、すまん。人違いだ」

　うだっていた頭が、そこでようやく冷静になる。

　一つ深呼吸をして、俺は生瀬のほうを見た。

「生瀬、さっきは助かった」

「ん？　おお、気にするな。あんなの朝飯前よ」

　俺の礼に、生瀬は気さくに手を上げて応こたえてくれた。

「ねえ、それより人違いって言ってたけど、誰を捜してるの？」

　俺に間違われた小谷が、眉まゆ根ねを寄せて首を傾げた。

「ああ、結朱を捜してるんだけど……お前たちと一緒にいないのか？」

　そう訊たずねると、三人はきょとんとした表情をした。

「いや、知らないな。俺はさっき更衣室に挨あい拶さつに行った後、すぐに亜あ妃きと合流したし」

　桜庭が小谷のほうに目を向けると、彼女も頷うなずいた。

「うん。一応誘おうと思ったけど、スマホも繋がらなかったし……ねえ？」

　更に視線を送られた生瀬も、妙に言いづらそうな表情で俺のほうを見る。

「ああ。せっかくの文化祭だし、和泉と回ってるから邪魔が入らないように電源切ってるのかなって、そっとしておいたんだけど」

　なるほど。彼らの立場からすれば、それは当然の選択だろう。

「……分かった。ありがとう」

　俺は三人に謝意を伝えると、踵きびすを返した。

「和泉、手伝おうか？」

　その背中に、桜庭が気遣わしげな声を掛けてくる。

　俺は顔だけで振り返ると、苦笑を浮かべた。

「いや、その足じゃ無理だろ。気持ちだけ受け取っておくよ。それに──」

　俺は、彼らから視線を外し、前を向く。

「──もう、居場所は分かったから」







　三人と別れた俺は、校舎に戻り、ゆっくりと階段を上っていった。

　一般開放されている三階までは賑にぎやかなものの、四階に入ると途端に静かになる。

　遠い喧けん噪そうの気配と、誰もいないがらんどうの空間。

　まるで別の世界に迷い込んだような錯覚に襲われながら歩いていると、そいつは現れた。

「よう。捜したぞ」

　俺は立ち止まり、声を掛ける。

「………………」

　目の前にいたのは──ジャックオランタン。

　俺にヒナの居場所を教えてくれた、かぼちゃ頭のマスコットだ。

『柊ひいらぎさんは見つかったのか？』

　そいつはスケッチブックに、そんなことを書いてきた。

「ああ。お前のおかげだよ、結朱」

「………………」

　硬直するジャックオランタン。

　俺はそいつに近づいていき、ゆっくりとかぼちゃの頭を外す。

　やはり──中から出てきたのは結朱の顔だった。

「……なんで分かったの？」

　得意げな顔をする俺に、それまで硬直していた結朱は、我に返ったように訊ねてきた。

「そりゃ愛の力よ。俺が最愛の彼女に気付かないわけないだろ」

　俺の回答が気に入らなかったのか、結朱は渋面を崩さない。

「そうやって、すぐ茶化す」

　まったくもって、その通りだ。

　俺たちは偽物カップルで、曖あい昧まいで、色んなことを誤魔化してきたから。

「さっき生瀬に会ったんだ。あいつは俺と結朱が一緒に文化祭を回ってると思ってたんだ。そんなわけないのにな。生瀬は、俺がヒナを捜していることを知っていたんだから」

　その彼が、俺と結朱が一緒に回っていると思い込むなんて、明らかにおかしい。

　そう考えていくと、色んなことが疑問になっていく。

　俺とヒナの関係を知らないはずの生瀬が、『ヒナを知らないか？』と言っただけで、何の疑問もなく柊日菜乃に思い至る不自然さや、警備員であるはずの彼が、何故か一般客のいない四階に待機している理由について。

「だから、俺にヒナの居場所を教えてくれたジャックオランタンは、生瀬じゃないと思ったんだ」

　俺が礼を言った時、生瀬はきっと、占いの館やかたについて教えた時のことを思い出していたに違いない。

「……そっか。失敗しちゃった」

　結朱は自分のミスを恥じるように、小さく笑った。

「まったく、ややこしいことして。それ脱げよ」

　溜ため息とともに責める俺に、結朱は軽い仕草で小首を傾げた。

「でも、この下はヴァンパイアの衣装だよ？」

「今はいいよ。どうせ俺しか見てないし」

　そう言うと、結朱は少し驚いたように目を見開いた後、拗すねたように唇を尖とがらせた。

「……なにそれ。やっぱり妬やいてたんじゃん」

「かもな」

　素直に認める俺に意表を衝つかれたのか、結朱は黙り込んだ。

　そんな彼女に、俺は一つの疑問をぶつける。

「なあ、俺がヒナに会いに行くって分かってたのか？」

　いや、本当は問うまでもない。きっと彼女には分かっていた。

　でなければ、こんな変装をする意味などないのだから。

「うん。多分そうなるって思ってた」

　俺の予想通り、結朱は静かに頷いた。

「なのに……教えてくれたのか」

　──いったい、どんな気持ちだったのだろう。

　俺がヒナの居場所を聞いてきた時。

　それに答えて、見送った時。

「大和君も、私が颯太たちと駄目になりそうだった時、助けてくれたし。同じこと、しようと思ったんだ」

　しかし、彼女はその心中を見せないように笑みを作って、そんなことを言った。

「……でも駄目だね。正直、すっごく止めたかった。まあ、それでもちゃんとこなすあたり、さすが私だけど」

　いつも通りの彼女の悪癖。

　心と表情が一致しない、外面とコミュ力の高さに雁がん字じ搦がらめになった在り方。

「ああ。おかげでちゃんとヒナと向き合えた。感謝するよ」

　だけど、確かに今回の俺は彼女に救われた。

　だから素直に感謝すると、結朱はビクッと肩を跳ねさせて、俯うつむいた。

「そう……だよね。うん。元々、大和君の居場所は向こうだもの。仲直りして、そこに戻っていくの、ハッピーエンドだと思うよ」

　僅わずかに震えの混じる声で、俺を見送ろうとする結朱。

　俺は一つ溜め息を吐くと、そんな早とちりを咎とがめた。

「アホか。俺は昔みたいに戻るつもりなんかないし、バスケ部に入るつもりもない。ヒナとの関係も、きっとまた昔と違うものになる」

　そう。救われてしまった以上、感謝はするけど──決して認めたわけじゃない。

　こいつ一人が割を食って終わりなんて、そんな結末を。

　俺の言葉に、結朱は困惑気味にこっちの顔を覗のぞき込んできた。

「どうして……」

　そう問われても、答えは一つだ。

　俺は深呼吸で気持ちを整えると、それを言葉として紡いでいく。

「お前さ、舞台の時、俺のことを他人のために頑張れる奴って言ったな？」

「うん、言った」

　頷く結朱に、俺は苦笑とともに答えた。

「あれ、大間違いだ。俺も昔はそう思ってたけど、残念ながらそんないい奴じゃなかったんだ。そこを勘違いして、俺は中学時代に失敗した」

　その苦しさを言葉にして自覚できるようになったのは、全てが終わった後だったけど。

「大和君……」

「他人のためには頑張れない。俺が頑張れるのは、大事な奴のためだけだ」

　その言葉に、結朱は何を思ったのか拗ねたような声を出した。

「……でも、今回は頑張れた。それは柊さんが大事だったってことでしょ？　なのに、なんでバスケ部に戻らなかったの？」

　結朱の問いに、俺は少し呆あきれてしまった。

　どうせ答えが分かっているくせに、随分と意地悪な問いかけだ。

「それ、わざわざ言わなきゃ駄目か？」

「駄目じゃないけど、言ってほしい」

　不安と期待が入り混じったような瞳ひとみが、真っ直ぐに俺を射い貫ぬいてくる。

　そんな表情をされてしまったら、答えないわけにはいかない。

　俺は溜め息を吐くと、曖昧でも誤魔化しでもない、たった一つの事実を口にする。




「──俺には結朱がいるからだ。だから、俺の居場所はここでいい」




　ああくそ、顔が熱い。

　思わず結朱から顔を背けると、くすくすと笑い声が聞こえてきた。

「大和君、すっごい恥ずかしいこと言ってるけど」

「お前が言わせたんだろ」

　俺はつい、拗ねた言葉を吐く。

　まったく、言って損した──と思っていると、胸元にぽすんと結朱が飛び込んできた。

「でも嬉うれしい。ありがと」

　俺より少し低い体温と、腕の中にすっぽり収まる華きや奢しやな肩。

　顔が見えないように額を俺の胸板にくっつけているが、耳が真っ赤なのが隠れていない。

「……どういたしまして」

　そんな彼女を、俺はできるだけ優しく抱き締め返すのだった。
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　文化祭二日目。

　今日はバスケ部のトラブルもなく、クラスの出し物を手伝うことになった俺は、午後一時になって、ようやく休憩をもらえた。

「つっかれたあ……思いのほか扱こき使われたな」

　よろよろとした足取りで人混みの校庭を進んでいく。

　とはいえ、俺の労働は他のクラスメイトよりは軽くしてもらえているのだから、文句は言えないだろう。

「腹減ったな……たこ焼き屋でも行くか」

　周囲を見回し、近くにあった屋台の一つに突撃する。

　幸いにも客の切れ目だったようで、ほとんど並ばずに済んだ。

「いらっしゃいませ……あ、大和やまと」

　名前を呼ばれて顔を上げると、屋台でたこ焼きをくるくる回していたのは、ヒナだった。

「よう。ここ、ヒナのクラスだったのか」

「うん。大和はお昼ご飯食べにきたの？」

　会話しながらも、ヒナは器用にたこ焼きを刺してはパック詰めしていく。

「おう。おまけしてくれ」

「任せて。割り箸ばし多く付けちゃう」

「一番いらねえ部分じゃねえか。一膳ぜんで事足りるわ」

　俺が即答で断ると、ヒナは小首を傾げた。

「えー、でも七なな峰みねさんと食べたり……あ、いらないか。うん、ごめん」

「おい、今明らかに変なこと考えただろ。『あーんして食べるから、箸は一膳で十分なんだろうな』みたいな」

「違うの？」

「違うわ。そのきょとんとした顔をやめなさい」

　心の底から不思議そうにするヒナに、俺は仏頂面で答えた。

「そうなんだ。あんなに七峰さんのこと大好きオーラ出してたのに、思ったよりいちゃついてないんだね」

「ちょっと待ってください。俺、そんなオーラ出した覚えないんですけど」

　聞き逃せないことをさらりと言うヒナに、俺は抗議をする。

「いやいや、出してたよ。だって代役をやる時、本当は七峰さんが魔法使い役の台詞せりふを覚えてること、大和も気付いてたのに言わなかったでしょ？　その上で、彼女に気を遣って魔法使い役を受け入れた。だよね？」

「………………」

「あ、黙った。大和は分かりやすいね。まー、彼氏が他の女子の王子様役っていうのは嫌だからね。その嫉しつ妬とに配慮して役を譲ってあげる大和、だいぶオーラ出てたよ？」

　その考察に、オレは渋面を浮かべた。

「やかましい。考えすぎだ」

「ふふっ、そういうことにしといてあげる。はい、たこ焼き一つ出来上がり。五百円ね」

　俺の抗議をしれっと流して、商品を渡してくるヒナ。

　釈然としない気分だったが、俺は大人しくお代を払った。

「ほらよ……一応言っとくけど、これは一人で食べるんだからな。中一の文化祭でのヒナと同じように」

「一言余計なんだけど！」

　カウンター気味に繰り出した暗黒の歴史が、ヒナにクリティカルヒットした。

　顔を真っ赤にする彼女に笑いながら、俺はふと一つのノルマを思い出す。

「あ、そういえばヒナ、一つ聞きたいことがあるんだけど──」

　そうして、俺はあることに関して訊たずねる。

　するとヒナは一つ頷うなずいて、校舎のほうを指差した。

「ああ、それなら三年生の店にちょうどいいのがあったと思うよ」

「ん、さんきゅ」

　礼を言って立ち去ろうとする俺に、ヒナが生温かい目を向けてきた。

「まったく、何が『いちゃついてない』よ。現在進行形でオーラ出てますけどー？」

「うっせ」

　俺が渋面で返すと、ヒナはくすりと笑った。

「ま、頑張ってね」

「……ああ」

　小さく頷いて、今度こそ彼女の下を離れる。




　──かつての友情は消え去った。

　ヒナは昔みたいに俺に憧あこがれていないし、俺もヒナを庇ひ護ごしなければという気持ちはない。

　まっさらな状態から始まった、新たな関係。

　他人で終わるかもしれないし、また友達になるかもしれない未知の二人。

　けど、それでいいのだ。

　あの頃より強くなったヒナと、あの頃より楽になった俺は、きっとあの頃より幸せだろうから。
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　二日間の文化祭が終わった。

　激動の初日に対して、二日目は大きなトラブルもなく穏やかで、俺と結ゆ朱ずはクラスの仕事の後、普通に出し物を楽しみ、今度こそ正規の演者で行われるシンデレラを見て、一日を過ごした。

「いやー、楽しかったね」

　日が暮れた校庭の隅。

　一般客も帰って人口密度が低くなったこの場所で、俺と結朱はぼんやりと佇たたずんでいた。

「そうだな。また明日あしたから平常運転で授業が始まると思うとうんざりするが」

　後夜祭のキャンプファイヤーが準備されるのを見ながら答えると、結朱はこっちを横目で睨にらんできた。

「それは言わない約束だよ。無粋だなー、大和やまと君は」

「申し訳ない。空気の読めない陰キャなもので」

　肩を竦すくめて謝るも、その態度が気に入らなかったのか、結朱は不満そうにぽかっと俺の脇腹を叩たたいてきた。

「まだお祭りは終わってないんだから、最後まで楽しまないと」

「そうだな」

　激動の文化祭を終えた反動だろうか。

　俺と結朱の間には、どこかゆったりとした空気が流れていた。

　そこでふと、俺はある約束について思い出す。

「そうだ、結朱。これ」

　俺はこの文化祭中に用意してあったものを、ポケットから取り出した。

　綺き麗れいにラッピングされた小さい箱。

「なにこれ、開けていい？」

「ああ」

　不思議そうにしながらも、丁寧に包装を開ける結朱。

　箱の中から出てきたのは、四つ葉のクローバーを模したネックレス。

「わ……どうしたの？　これ」

　予想外だったのか、結朱は目を丸くして驚いた。

「文化祭の露店で売ってたから、ちょっとな。前に課題として出されてただろ？」

『大和君はいつかちゃんと私に素敵なプレゼントをするように。これは彼氏としての課題です』

　せっかくの機会だったので、ヒナに教えてもらった三年生のアクセサリーショップに向かい、用意したのだった。

「……覚えててくれたんだ」

　結朱は少し浮かれたような声を出しながらも、表情を隠すように軽く俯うつむいた。

「まあな。課題は合格ですかね？」

　その姿にほっとしていると、結朱はこくりと頷いた。

　そして、彼女は俺のほうにネックレスを差し出してくる。

「ねえ、これ大和君が付けてよ」

「俺が？」

「うん、せっかくだから」

　意外な申し出に少し驚きながら、俺はネックレスを受け取る。

「構わないけど、下手だぞ？」

「いいよ。大和君に付けてもらいたいの」

　そこまで言われたら仕方ない。

　俺は正面に立つ結朱の首に腕を回した。

　正面から抱き合うような形になり、絶妙な距離の近さにドギマギしつつも、ネックレスを嵌はめようと集中する。

「えーと、これで……よし、できた」

　ちょっと手間取ったものの、指の感覚だけでネックレスを嵌めることに成功した。

　ほっと安あん堵どしつつ、結朱から離れようとした、その時だった。

「ありがと、大和君」

　耳元で囁ささやくような声が聞こえたかと思うと、結朱は俺の背中に腕を回し、自分のほうに引き寄せてきた。

「え──」




　硬直する俺の頬に、結朱の唇が触れる。




　触れたのは僅わずかな時間。

　永遠にも感じる一瞬の後、結朱はすぐに離れた。

「な……え、おま……え!?」
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　思わず、頬を押さえて呆ぼう然ぜんとする俺。

　頬にすごく柔らかいものが、え、気のせい？　いやいや、現実だよな!?

　思わず結朱のほうを見ると、彼女は赤い顔をしたまま、屈託なく笑った。

「嬉うれしかったから、お礼。どう、喜んでくれた？」

「お礼ってお前な……」

　唐突な一撃に、今更心臓が早鐘を打ち始めた。

「あはは、やっぱり恥ずかしいね」

　…………悔しいことに。

　そんな結朱を見て、つい可愛いと思ってしまった。

　そうなったらもう、俺の負けである。

「あ、キャンプファイヤー始まったみたい」

　結朱の言葉で視線を校庭中央に向けると、巨大な木組みに火が灯ともっていた。

　暗闇の中で輝く暖かい火。

　それを結朱と二人、ぼんやりと眺めていると、スピーカーからオクラホマミキサーが流れ始めた。

　フォークダンスの時間である。

「……行くか？　結朱」

　俺が手を差し出すと、彼女は満面の笑みで頷いた。

「うん！」

　そうして、俺たちはキャンプファイヤーに向かう。

　周囲の輪に入ると、うろ覚えの振り付けで踊り始めた。

「あはは、大和君。下手だねえ」

「うるせえ、陰キャだから慣れてないんだよ」

「私の足踏まないでよ？」

　不格好なフォークダンス。

　その中で、不意に俺は、まだ言っていなかったことを思い出した。

「結朱」

「なに？」

「そのネックレス、似合ってるぞ。可愛い」

「なっ……！」

　途端、結朱が俺の足を踏んだ。

「いてっ!?　お前、人に言っておきながら」

「ご、ごめん！　いやでも、今のは大和君が悪いよ！」

　結朱が首まで赤くなっているのは、キャンプファイヤーの火に照らされたせいか、素すで照れているのか。

「そうか。なら撤回するわ」

「撤回はしなくていいよ！　私の可愛さは撤回できないからね！」

「そのナルシストっぷりだけは是非とも撤回していただきたいところだがな」




　フォークダンスを踊りながら、くだらないやりとりを言い合う。

　そんな時間が続くことを、俺はただ願うのだった。








あとがき






　お久しぶりです。三み上かみこたです。

　二巻、お待たせしました。語りたいことはたくさんあるのですが、一巻に引き続き、あとがきのページがめちゃくちゃ足りていないので、手短に。

　今回も色々と書きたいことがあったのですが、とりあえず一巻以上にいちゃついている二人を書けて満足です。偽物カップルとはなんだったのか。

　最後に謝辞を。

　素敵なイラストを描いてくださったさいね先生、今回もお世話になった担当さん、校正さん、デザイナーさん等々関係者の皆様方。

　そして、ここまで読んでくださった読者の皆様。

　ありがとうございました。また次のお話でお会いしましょう。





三上こた





















とってもカワイイ私わたしと付つき合あってよ！２
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